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モンスターのご主人様⑮


日暮眠都









お断り




　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。







底本カバーデザイン／小久江厚＋松浦リョウスケ（ムシカゴグラフィクス）
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01　内と外での変化の予兆




　マクローリン辺境伯との会談のために、真ま島じま孝たか弘ひろ一行が帝都を訪れた２日後。突然の転移によって、彼らはどことも知れない迷宮のような場所に飛ばされてしまった。

　残されたのは、丁度、部屋を出ていたケイひとり。彼女は竜りゆう淵えんの里のキャスとともに、いなくなってしまったみんなを探して走る。

　契約精霊の感知能力を使って、大聖堂を走り回る彼女は知らない。探している彼らは、精霊の感知も届かない異界にバラバラに転移させられて、合流を目指して奮戦していることを。

　状況は予断を許さない。

　転移の犯人である『万能の器』岡おか崎ざき琢たく磨まは死体が見付かり、化け物となったトラヴィスの残骸は工藤とその配下ドーラと協力して撃破したものの、鐘かね木き幹みき彦ひこの不意打ちを受けた真島孝弘は、加か藤とう真ま菜なの身柄を奪われたうえに深手を負ってしまっている。

　しかし、奇襲を仕掛けた鐘木幹彦にとっても、これは思わぬ事態だった。大事な人を人質に取られた彼は、表向きは屈辱を堪たえて従順に振る舞いながらも、命を狙われる真島孝弘を助けるために、敵のなかでひそかに動いていたからだ。彼の計らいにより『韋い駄だ天てん』飯いい野の優ゆ奈なや『妖精の輪』島しま津づ結ゆ衣いが異界への転移に巻き込まれていなければ、異界からの脱出手段はなかったし、犠牲者のひとりふたりは出ていたかもしれない。

　ただし、そんな彼も人質を取られている以上、直接的な命令には逆らえない。黒幕である聖堂騎士団団長ハリスン＝アディントンから下された命令は、真島孝弘の抹まつ殺さつ。いまや親友同士の残酷な戦いは不可避のものだった。

　一方で、攫さらわれた加藤真菜は『天使人形』オットマー＝ヴァラハによって、敵の首魁であるハリスンのもとに呼び出されている。身の安全を確保していた鐘木幹彦がいないいま、無力な少女の身を守る者は誰もいなかった。

　当然、帝都にいるケイは、そのような状況を知るよしもない。

　彼女にはなにもできない。どれだけ想いを傾けようとも、ただ、見付かるはずもない人たちを探し求めることしかできない。そのはずだった。

　しかし、にわかに状況は変化を見せる。

「まさか……っ！」

　偶然、御手洗みたらい葵あおいと遭そう遇ぐうした直後のことだ。精霊からなにか伝えられたケイは小さくつぶやくと、一目散に駆け出していた。

　突然のことに目を白黒させたキャスが追い掛けてくるが、それに気付いた様子もなく走り続ける。もうずいぶんと探し歩いて疲労も溜まっているため、いくら騎士見習いとして鍛えているとはいえ、すぐに息は切れて苦しくなる。それでも、走る足をとめなかった。

　駆けて、駆けて、駆け続けて――……。

　辿り着く。

　その目が大きく、見開かれて。

「やっぱり……！」




　異界の外側で、なにかが起ころうとしている。

　そして、同じ頃、異界でも状況を打開すべく事態が動き出した。

　深く傷付き意識を失った少年が、短い休息の眠りから目覚めようとしていた。










02　少女の落とし物




　じっと空を仰あおいでいる。

　首が痛くなるほど見上げた先、見出せるものはなにひとつない。真実の意味で、なにも。だからこれは、空を見上げているのではなく、ただ上を見ているだけだ。

　もっと言えば、そうすることで目を逃がしている。覚悟を決めたつもりでも、それを目の当たりにするのは、相当な心の準備が必要だったからだ。とはいえ、いつまでもこうしてはいられない。

「旦那様」

　呼び掛けられて、おれは見上げていた視線を戻した。

　通っている高校の前にある坂道だった。正確にいえば、おれの内面世界、記憶によって構築された景色だ。そこに、サルビアが立っていた。

　いまにも泣き出しそうなくらい、悲痛な顔をしていた。

「そんな顔しないでくれ」

「だけど、旦那様……」

　言いかけて、サルビアは唇くちびるを噛かんだ。

　彼女が立つ道の向こうは、黒い虚無に塗り潰されていた。

　通学路として使っていた道だったが、いまはもう、この世界からは欠け落ちてしまっている。それだけではない。学校周辺以外、この世界にはもうなにもなかった。なくなってしまっていた。

　残った学校にしたところで、いまにも砕けて崩れてしまいそうに儚はかなく見えた。

　目の当たりにするには心の準備が必要なモノとは、この光景のことだ。これが、いまの真島孝弘という人間の内面世界なのだった。

「悪いな。サルビアが折角、こつこつ修復してくれてたのに」

「そんなのはいいわ。だけど、旦那様。これはあまりにも……」

「いいんだよ。おれが望んだことなんだから」

　サルビアが泣きそうになっているのは、他の誰より状況をよくわかっているからだ。

　本当にもう限界だった。

　人の記憶が人格を形作る土台であるとすれば、真島孝弘という人間の土台はすでに崩ほう壊かい寸前の状態にある。まるで砂のジオラマだ。なにかの拍子に崩れてしまってもおかしくない。

　……だけど、それでもだ。

　みんなのために必要なら、躊躇ためらいはしなかった。

　ただ、こうして状況を目の当たりにしてしまったサルビアが心を痛めていることは申し訳なく思った。せめて話を変えようと思い、おれは視線を巡らせた。

「……にしても、あいつはいったい、なんなんだろうな」

　学校の校庭に、焦げ茶色の髪の青年が立っていた。

　おれの記憶のなかにあるモノではない。前に一度、帝都に到着した日の夜にも、この内面世界で遭そう遇ぐうした謎の人物だった。

　本来であればありえない侵入者であり、警戒の対象だ。ただ、これで二度目の遭遇ということもあり、少し観察の余裕があった。

　こちらに向けられた目には、敵意もなければ、害意もないように見えた。ただ、かすかに好奇心のようなものだけが感じられた。

　しかし、それだけだ。

　なにを伝えるわけでもなく、ふっと彼は姿を消してしまった。

「……なにをしてくるわけでもない、か。わからないな」

　いったい、なんなのか。訝いぶかしく思っていると、サルビアが口を開いた。

「旦那様。あれは……」

「サルビア？」

　彼女は先程の青年がいた場所を見詰めながら、怪け訝げんそうな顔をしていた。その手が、強く胸を押さえている。

「……いえ。なんなのかしらと思って」

「さあな」

　不思議に思うのは当たり前のことだが、おれも答えは持ち合わせていなかった。

「ああして現れるのは二度目だが、敵意も感じられない。そもそも、干渉してくるわけでもない。いや、あるいは――」

　――干渉しようにも、できないのかもしれない。

　なんとなく、そんなふうにも感じられた。理屈ではなく、わかったような気がしたのだ。それは、ひょっとすると、ここが自分の能力によって生み出された世界だからかもしれない。

　あれは今回の襲しゆう撃げきの一件には関係がない現象だ。無視していてもいい。少なくとも、いまはまだ。

「いまは、目の前のことをどうにかしよう」

　そうして、おれは短い休息の眠りから目覚めた。





◆　◆　◆






　目を覚ますと、顎あごのあたりを舐められるくすぐったい感触があった。

「くぅー」

　ぶんぶんと大きな尻尾しつぽを振るあやめが、胸の上に乗っかっていた。

「どうしてあやめが……」

　抱き上げて身を起こした。傍そばで腰を下ろしていた工藤が笑みを向けてきた。

「目が覚めましたか」

　なにか読んでいたのか、手元で広げてあった紙束を閉じる。

「この怪我けがなら命に関わることはないと思ってはいましたが、気絶するように眠ったので、少し心配しました」

「どれくらい寝ていた？」

「そう経っていませんよ。20分くらいです。さいわい、敵の気配はありませんでした」

　大した時間は経っていなかったようだ。ただ、ずいぶんと状況は変わったらしい。

「ベルタ……に、島津さんまで？」

　気を失う前、同行していたのは工藤とドーラだけだった。しかし、いまは工藤の隣に、双頭の狼ベルタの姿があった。さらに、少し離れた場所では、『妖精の輪』島津結衣が膝ひざを抱えて座っていた。ふたりとも目が合うと、声を掛けてきた。

「無事に……とは言いがたいが、再会できてなによりだ、真島孝弘」

「お互い、災難だったわね」

「これは……？」

　おれは改めて工藤に向き直った。

「状況を教えてもらえるか？」

「無論です」

　工藤から、眠っている間に知った出来事を聞き出した。

「なるほど。ベルタは幹彦のにおいを辿ってここまで……それに、島津さんをおれたちの部屋に呼び出して、この事件に巻き込んだ『何者か』か」

　気になったところに関して言及すると、工藤が口を挟んだ。

「それよりも、壁を操作されて閉じ込められてしまったことが問題でしょう。適切な場所で壁を崩せば、封鎖された区画から逃げることは可能かもしれませんが、多少の時間はかかりますし、目立ちます。先程、襲しゆう撃げきを受けた場所からは移動したので、いまは居場所が知られていないはずですが、知られてしまえば総攻撃を受ける危険があります。どうしますか」

「いや」

　尋ねられて、おれは首を横に振った。

「そもそも、逃げるつもりはないよ」

「なにを言っている！」

　工藤がなにか言う前に、ドーラが声をあげた。

「貴様、自分の状態がわかっているのか！」
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　ずかずかと近付いてきて、胸ぐらを掴まれる。

「いくら魔力で体を強化できるにしても、重傷なのだぞ！」

　乱暴ではあるものの、言動自体はこちらを気き遣づかったものだった。

「そ、そうよ」

　島津さんも口を挟んでくる。

「刺されたんでしょ？　けっこうな怪我けがだって聞いたわ」

「そうだ。安静にしていろ」

　島津さんはともかく、ドーラが心配してくれるのは予想していなかった。

　ありがたいことだ。ただ、その気遣いは不要なものだった。

「怪我なら大丈夫だ」

「そんなはずが……」

　言いかけたドーラが、なにかに気付いた様子で口を噤つぐんだ。恐らく、おれが傷を庇かばうような仕草を一切しないことに気付いたのだろう。その目元が、ひどく訝いぶかしげに歪ゆがんだ。

「……お前、怪我はどうした」

「寝ていたら大体治った」

「そんなはずがあるか！」

「本当だよ。まだ引き攣つる感じはあるけど、戦えないほどじゃない」

　嘘うそではない。なにせ……それが、残されていた自分自身を削って得たモノなのだから。

　そもそも、辺境伯領軍との戦いのおり、『霊薬』トラヴィスを撃破した時点で、おれの回復力はかなり人間離れしたものになっていた。

　現象としては、ガーベラの怪力を再現できるのに近いだろうか。

　この世界においては、物理法則のほかに魔力が現象に結びついている。魔法は当然のこととして、モンスターの火炎の吐と息いき、擬ぎ態たいする半液体状の肉体、魔法の道具の作製――特定の魔力の流れは、相当する現象を引き起こす。リリィやガーベラの再生能力が生物の枠を超えて優れているのは、半分は魔力によるものだ。

　おれの体には眷けん属ぞくたちの魔力が流れていて、そのなかでもリリィとガーベラの魔力は多い。だからオリジナルの彼女たちほどではないものの、同じ魔力を持つおれも人間以上の回復能力を発揮することができたのだ。

　残念ながら、人間の体ではもげた手足をくっつけたり生やしたりということまではできないが、ある程度の時間を安静に過ごしていれば、かなりの深手でも回復可能になっている。幹彦に刺された傷も、完治とまではいかないものの、すでに癒ゆ着ちやくしていた。激しく動けばまだ痛むだろうが、我慢できないほどではない。

　もっとも、ただ眷属たちの魔力が流れてきているだけであれば、こうも早く魔力による現象を自分の体に適用することはできなかっただろう。それこそ、何年もの時間が必要だったかもしれない。そうならなかった秘密の鍵は、恐らくリリィの存在にある。

　ミミック・スライムであるリリィの能力は『擬ぎ態たい』だ。彼女は捕ほ食しよくしたモンスターの魂たましいの残ざん骸がいを蒐しゆう集しゆうし、魔力の流れを模も倣ほうすることで、モンスターに固有の能力を模倣できる。そして、おれがいまやっていることは、方法こそ違うにせよ、彼女の擬態と共通した部分が多い。

　その彼女の魔力が、おれの体には流れている。先程の理屈でいえば、彼女の『擬態能力を擬態できる』ことになる。

　少々ややこしい話ではあるが、要は、人ひと真ま似ねのお手本がいたということだ。

　今回また、おれの魂の質は眷属のものに寄った。結果、回復能力を彼女たちに近付ける程度の真似であれば、可能になったというわけだった。

　特定の固有能力持ちを除けば、他のチート持ち連中にだって、これだけの自然治癒力はない。戦闘中では焼け石に水程度とはいえ、こういう場面では役に立つ力と言えた。

　おれが戦えるという事実は呑み込めたのか、ドーラは不審そうにしながらも引き下がった。一方で、ある程度の状況を知っているベルタは、こちらをどこか不ふ憫びんそうな目付きで見ていたので、気遣いは要らないと首を横に振っておいた。

　工藤が口を開いた。

「先輩の状態と意思については理解しました。手を貸すのはやぶさかではありません。敵もそう簡単に逃がしてくれるとも思えませんしね」

　そう協力を請け負うと、傍かたわらに置いてあった小さな道具袋を渡してくる。

「これは？」

「どうやら攫さらわれた際に、加藤真菜が落としたようです。先輩に渡しておきます」

　言われてみれば見覚えがあった。ローズが加藤さんのために作った魔法の道具袋だ。

「あとはこれも」

　工藤が差し出してきたのは、先程、彼が読んでいた紙束だった。

「その袋から零こぼれ落ちたようです。覚え書きのようなものでしょうかね。なかなか面白いことが書かれていましたよ」

　そう言って、開いて渡される。そこには丁寧な文字で考察らしきものが綴つづられていた。




《そもそも、わたしたちのこの力にしたところで、まだわからないことは多いのだ》

《この世界では、強い願いが叶う》

《世界がそういうものだというのなら、そこに疑問を挟む余地はない》

《ただ、法則に疑問はなくとも、目の前の現実には違和感がある》

《一言でいえば、この世界の現実は、法則に沿そっていないように思えるのだ》

《多分だけれど、これには意味がある》

《この世界は、そもそも、なにかおかしい気がする》




　思い付いたことを書き出したうえで、考えをまとめているようだ。

　工藤が興味を惹ひかれたというのは、おれたちの力についての考察のことだった。

「『世界がそういうものだというのなら、そこに疑問を挟む余地はない』。あえて認識したことはありませんでしたが、確かに『法則』とはそういうものですね。そして、そのように認識すればこそ、『目の前の現実』に対して疑問が生まれているのが面白い」

「工藤もなにか思い付くことがあったのか？」

「そうですね」

　一拍置いて、工藤は答えた。

「大したことではありませんが……それが法則というのなら、どうして転移者だけが特別なのかとは思いましたね」

「どうして転移者だけが特別なのか？」

　一瞬、意味がわからない。

　だが、言われてみれば、確かにそうかもしれない。

　この世界ではそういうものなのだと言われていたから、あまり深く考えたことはなかったが、法則というには、それはあまりにも特殊な条件ではあるようにも感じられた。

　もっとも、だからといって、それがなにを意味しているのかまではわからない。考えているような時間もなかった。

「……加藤さんを取り戻したら、その思い付きを話してやってくれ」

　そうして言葉を返している間にも、おれの目は紙面の文字を――そこにある加藤さんの想いを拾っていた。




《わたしは弱い》

《これが、この世界の一般人の話であれば、仕方がないことで済ませるしかなかっただろう》

《けれど、わたしは転移者だ》

《本来なら強い力を得られるはずの存在だ》

《それにもかかわらず、わたしは無力だ》




　どうやら加藤さんは、自分が戦えないことについて悩んでいたようだ。

　この不可思議な場所に飛ばされてからも、そんな様子を見せていたが、ずっと悩んでいたのかと腑ふに落ちた。文章は続いている。




《前々から疑問だった》

《わたしたち転移者の力は、心の底からの望みによって発現する》

《だからこそ、おかしい》

《実のところ、もうずっと前から、わたしは自分の望みに気付いている》

《それなのにわたしは力を発現できずにいる》

《本当に、どうしてなのだろうか》

《どうしてわたしは》




　覚え書きには、このように答えが出せずにいるところも多々あった。

　同時に、有効な答えを出し、おれたちに貢こう献けんしてくれていることもいくつもあった。

　紙束は何十枚にも及び、その大半が文字で埋め尽くされていた。これまでの彼女の大きな貢献の裏には、その何十倍もの膨ぼう大だいな試行と考察があったのだ。この覚え書きは、無力な少女のいじましい努力の記録だった。

「加藤さん……」

　ぐっと、紙束を掴んだ手に力が入った。

　なんとしてでも取り戻さなければならない。改めて思いを強くした。




　覚悟を胸に、おれは行動を開始した。

　その先に、親友と刃を交える未来があることは予期していた。

　けれど、迷いはなかった。










03　待ち構える者たち




　魔法道具『世界の礎石』により創成されたこの異界は、所有者によって操作が可能である。

　とはいっても、自由自在に操作できるわけではない。それができるなら、ハリスンは転移直後に真島孝弘を仲間たちから完全に隔離していただろう。

　現状、異界を構築する『世界の礎石』はハリスンが管理しているものの、大おお雑ざつ把ぱな操作しか受け付けないうえに、反映されるには時間もかかる。相手の動きに対応しての運用は、ほぼ不可能だ。ただ、敵が来るとわかっているなら、自分たちに都合の良いように事前に経路を変化させておくことはできる。

　現在、真島孝弘たちがいる場所から、ハリスンたちがいる区画に向かう道は限定されている。

　鐘木幹彦がエドガールとともに配置されたのは、その途中に設もうけられた大部屋だった。

　部屋とは言うが、印象としては『闘技場』と言ったほうが伝わるかもしれない。広さは学校のグラウンドくらい。周りを囲むように、高いところに回かい廊ろうが設けられていた。

　出入り口はふたつだけ。ふたりを倒さなければ、ここから先には通れない。

　すり抜けることはできるが、その場合は、追い掛ける自分たちと通路の途中で待ち構える聖堂騎士団との間で挟み撃ちにされることになるだろう。

　あたりには、他に騎士の姿はない。珍しいことだった。

　ここ数ヶ月というもの、基本的には、鐘木幹彦の周りには監視役の騎士が複数人、最低でもひとりは付いていた。従順さをアピールした結果、監視の目は厳しいものではなくなったとはいえ、勝手な行動は許されていなかった。

　エドガールはあくまで第四部隊の残党として扱われているので、監視役は務まらない。本来であれば、この場には監視役の騎士が別にいるのが普通だった。

　それにもかかわらず、ふたりきりで大丈夫だと判断されたのは、エドガール＝ギヴァルシュという男の人間性が考慮された結果に違いなかった。

　エドガールは戦いにしか興味を示さず、真島孝弘に深い恨みを持っている。万が一にも鐘木幹彦が下手な行動をすれば、その時点で斬り捨てるだろうと判断されたに違いなかった。

　……もっとも、妥当な判断が常に正解であるとは限らないのが、現実というものでもある。

　それが無む軌き道どうの塊かたまりのような戦鬼であれば、尚更のことだったかもしれない。

　先程のことだ。鐘木幹彦がダメ元で『加藤真菜の様子を見ておきたい』という話をしたとき、エドガールは拒絶しなかった。ほんのわずかな時間にせよ、監視の目はなくなっていたのだ。

　結果、ハリスンの指示にはなかった加藤真菜への接触が可能になった。

　――おれは行くよ。そうしなくちゃいけないんだ。

　――加藤さんは、ここであいつを信じて待っていればいいよ。

　あの言葉を残すことができたのは、気まぐれとも見えるエドガールの行動のお陰だった。

　聖堂騎士団側も予想していなかっただろう行動を取った当の本人はといえば、それを特に気にした様子もなく、剣を抱いて地面に腰を下ろしていた。

「……待つのにも飽きてきたな。あの野郎、なにをしていやがる」

「まだそんなに時間は経ってないでしょう。それに、来るかどうかもわかりませんよ」

「はっ！　下らねえこと言ってんじゃねえよ。来るに決まってんだろうが」

　馬鹿馬鹿しそうに、エドガールは鼻で笑った。

「こっちには、あいつの女がいるんだ。来ないはずがねえ」

「加藤さんは孝弘の恋人とかじゃなくて……いや、どうかな。微妙なラインですけど」

「なんだっていいんだよ。なんであれ、あいつが来ることには変わりねえんだ」

　断言する。疑いさえしていない様子だった。

「……」

　鐘木幹彦は横目を使った。

「……なあ、エドガールさん」

「あん？」

「あんた、なに考えてるんだ？」

　いまは監視の目がない。こんなふうにエドガールと会話をすることを、聖堂騎士団は想定していないだろう。へつらう態度を引っ込めて質問を投げた。

「あんた、気付いてたよな」

「なんの話だ」

「加藤さんのこと、あんなつっつくような真似したのは、おれの意図を確かめようとしたからじゃねえのって話」

　意識を失った加藤真菜に、エドガールが接触しようとしたときのことだった。

　接触をとめようとした鐘木幹彦は、足をとめないエドガールに対して戦闘行為もやむなしかと覚悟を固めた。

　しかし、その矢先にエドガールは、あっさりと退いたのだ。

　――確かにそうだったな。お前が怒って当然だ。なにせ……そう、折角の『手柄』だからな。

　――ああ。おれだって『お前の立場』は知ってる。手柄を横取りされたり、台なしにされたりしたら大変だ。いまのは、そういうことなんだろう？

　エドガールがあのように『手柄』を強調した話し方をしていたのは、媚こびへつらう姿を揶や揄ゆしたため……と、随ずい伴はんしていた騎士たちは思ったかもしれない。だが、直接やりとりをした鐘木幹彦の感触は違っていた。あの不自然な言動は、確かめるべきことを確かめたあと、あの場を収めるために口裏を合わせようとしたのだと感じていた。

「さあな。お前がなにを考えるのかは自由だ」

「だったら、おれの考えが合ってるものとして尋ねるけど。あんた、なにが目的なんだ？」

　エドガールは目も合わせずにとぼけてみせたが、その程度で引き下がるつもりはない。

「あんたは孝弘の敵だと思ってた。だけど、おれにはそうは思えないんだよ」

　もしも敵であるのなら、自分の意図に勘かん付づいておきながら放っておきなどしないだろう。これまで聞いていた戦闘狂という評判と、印象が一致しないのだ。

　エドガールはしばらく考える様子を見せたあとで、肩をすくめた。

「……まあ、あの真島孝弘のツレだったって野郎が、この程度じゃあねえだろうとは思っていたな」

「それじゃあ、やっぱり？」

「つっても、勘違いするんじゃねえぞ。おれはお前とは違う。あいつの味方なんかじゃない」

「そこは誤解してないから安心してくれ」

　エドガールは以前に、エルフの開拓村に滞在中だった真島孝弘に対して、命いのち懸がけの奇襲作戦さえ実行している。結果、彼は辺境伯領軍相手に、苦しい戦いを強いられた。味方であるはずがない。

　だが、だとすれば、なにを考えているのか。

　疑問の視線に対して、エドガールも目だけを向けた。戦いだけに興味を持つはずの鬼の目には、奇妙なくらいに真剣な光があった。

「……お前、聖堂教会がどうして真島孝弘をこうも目の敵にするのか、心当たりはあるか？」

　そう尋ねる男の佇たたずまいは、普段見せているものとは違って見えた。

「ここからはおれの推測だが、ハリスンの野郎は以前から、あのトラヴィスの野郎をうまく利用していたふしがある」

「……え？」

　トラヴィス＝モーティマーは、聖堂騎士団第四部隊の隊長だ。第四部隊の残党であるエドガールにとっては元上司であり、『モンスター使い』として真島孝弘を最初に殺害しようとした人物でもある。

　人を人とも思わない問題人物であった彼は、功こう績せきを求めて真島孝弘を襲った。そのはずだった。だが、トラヴィスがハリスンに利用されていたのなら、話が変わってくる。

「ちょっと待って。それ、マジで言ってる？」

「信じるか信じないかは勝手にしろ」

　別にどちらでもかまわないのか、エドガールは相手の疑問に頓とん着ちやくすることなく話を続けた。

「オットマーって男がいるだろう。脱走騎士だっつって、私兵としてトラヴィスが飼かってた野郎だがな。あいつは、ただの脱走騎士じゃねえ。ハリスン子飼いの特殊部隊の人間だ」

「特殊部隊？　騎士団を抜けているのに？」

「なにかあったときに聖堂騎士団に累るいが及ばないようにしてるんだろうよ。後ろ暗い仕事をしているってこったな。ハリスンの上にいるのは、大神官ゲルト＝キューゲラー。文字通りにこの世界最高の権力者だ。綺き麗れい事ばかりじゃ回らねえってことだろうな。歴史が積み重なれば、必然、腐る部分だって出てくる。だから……」

「毒を以もつて毒を制す？」

「そういうことだな。トラヴィスの野郎をうまく利用して正道ではどうしようもない問題を解決し、必要に応じて切り捨てた。まあ、実際に引導をくれてやったのはおれなんだが、同じことだ。おれがやらなきゃ、オットマーあたりが同じことをしていただろうよ。……なあ、おい。そう考えると、見えてくるもんが出てこねえか？」

　水を向けられた鐘木幹彦は、険しい表情で呻うめいた。

「……全部、ハリスンの差さし金がねだったっていうのかよ」

　トラヴィスは手柄のために真島孝弘を狙って、第四部隊を動かした。

　そのトラヴィスを誘導していたというオットマーは、偽勇者討とう伐ばつを掲げる辺境伯領軍にも手を貸していた。

　そして、今回、ハリスンは真島孝弘を狙って事件を起こし、オットマーはその配下として働いている。

「最初から真島孝弘は狙われていた。おれはそう睨にらんでる」

　鐘木幹彦は喉のどを鳴らした。

　もちろん、オットマーがハリスン子飼いの特殊部隊の人間だという話が本当であればだが、エドガールは確信しているようだった。

「あんたは、その理由を探っているのか？　……いったい、なんのために？」

「はっ、決まってる。おれの喰らった屈辱の落とし前を付けさせるためだよ」

　その瞬間、エドガールの顔に、戦鬼が立ち戻った。

「……ゾルターンって野郎がいてな。付き合いばかりが長い、つまらないやつだった。最後までつまらねえ真似をしてくれやがってな。このおれを庇かばって逃がして、代わりに死にやがったんだ。真島孝弘の野郎になにを見たのか知らねえが『強い光に目が眩んだ』とか言い残して、ひとり満足して逝いきやがった。こんな屈くつ辱じよくがあるか」

　心の底からの感情が、そこにはあった。

　覚悟を決めたいまの鐘木幹彦でさえ、一瞬、気け圧おされるほどのものだった。

「わけがわからねえ。つまらねえんだよ。あれから戦いが楽しくなくなった。戦いだけが、おれのすべてだったんだ。だっていうのに、ゾルターンの野郎め。ふざけたことをしやがって。絶対に許さねえ」

「……だけど、そのゾルターンは死んだんだろ。許さないもなにもないんじゃないのか」

「いいや。それは違う」

　エドガールは強い口調で否定した。
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「ゾルターンが死んだ原因の一いつ端たんは、トラヴィスの行動にあった。そのトラヴィスを誘導していたオットマーは、ハリスンの指示で動いていた。仮にだ。ハリスンがくだらない理由で真島孝弘を狙っていたんだとしたら？　……くく。なあ、傑けつ作さくじゃねえか。満足して死んだゾルターンのやつは、まるで道どう化けだ。腹を抱えてあいつのことを笑ってやりながら、ハリスンにも落とし前を付けさせてやるよ」

「……辺境伯領軍に協力して、孝弘に奇襲したのも、そのためか？」

「ああ。そうだ。オットマーを動かしてるやつに渡りを付けるために、手柄が必要だったからな。それに、ゾルターンは真島孝弘になにか価値あるものを見ていたらしい。あれで真島孝弘が潰れるのなら、ゾルターンの見る目のなさを笑ってやれるとも考えた」

「あんた、それは……」

　つい鐘木幹彦は口を挟みかけた。なんとなく腑ふに落ちなかったからだ。

　いまのエドガールの話には、どこか欺ぎ瞞まんめいたものがあった。と言っても、悪意によるものではない。嘘うそというにも自覚のない、無意識の誤ご魔ま化かしめいたものだ。

　それは、ここ数ヶ月、周囲を欺あざむき続けてきた少年の直感が働いた結果だったかもしれない。

　ふと思ったのだ。

　結果的に言えば、真島孝弘はエドガールの奇襲と、続く辺境伯領軍の追撃を凌しのぎ切っている。

　エドガールは『あれで真島孝弘が潰れるなら、ゾルターンの見る目はなかったことになる』と言った。けれど、その理屈で言えば『真島孝弘が見事苦難を乗り越えた以上、ゾルターンの見る目は正しかった』ということになる。結局、エドガールは、口で言っているのとは逆のことをしてしまっているのだ。

　だが、どうやら彼自身はそれに気付いていないようだった。

　こうして話をしている限りにおいては、気付かないほど愚ぐ鈍どんとも思えないのに。

　気付かないのか、気付けないのか。

　……それとも、気付きたくないのか。

　そして、これと同じことは、ゾルターンの死に関しても言える。

　意味がないことを確かめたいのか。

　意味があったと確かめたいのか。

　この場合、どちらにしてもやることは変わらない。

　そもそも、なぜ戦いをつまらないと感じるようになってしまったのか。命懸けで庇かばわれたことに、これほど怒っているのはどうしてなのか。あるいは、エドガール自身『戦鬼』という自分の在り方に囚とらわれて、他の可能性を考えられなくなってしまっているのではないか。

　……とはいえ、これはただの勘かん。論拠のあることではない。

　だから、これ以上踏み込むことはできなかった。代わりに、別のことを口にした。

「話はわかった。だけど、いいのか。そんなことのために、貧乏くじを引いて。気付いてるんだろ。おれたちは捨て駒だ」

　それこそ、先程、エドガールとの会話で出てきたことだった。

　毒を以て毒を制す。必要に応じて切り捨てる。

　鐘木幹彦は疑われることがなくなっただけで、信頼を勝ち得ているわけではない。いなくなったところで、聖堂騎士団としては痛くも痒かゆくもない。だから、こうして正面から迎撃する段になっては、最初にぶつけて惜しくない捨て駒として扱われている。

「はっ。それをお前が言うかよ」

　エドガールは肩を揺らした。

「お前だって、状況は同じだろうが。それともお前は、死にたいってか」

「……なわけねーだろ」

　鐘木幹彦は顔を顰しかめた。死を覚悟していても、喜んで死にたいわけがない。

「だけど、どうしようもないんだよ。こうするしかないんだ。ただ……」

「ただ？」

　エドガールは興味を惹かれた様子で問い返した。諦あきらめたようなことを口にしているのに、少年の目は死んでいなかったからだ。

　しかし、そのとき、鐘木幹彦の持つ長距離通信の魔法道具から指示を出す騎士の声が響いた。

《応答しろ》

　それが、大事な女性の監視役をしている男の声であることに、鐘木幹彦は気付いた。

　親友の戦いを前に、万が一の裏切りに備え、首輪を自覚させようという意図だろう。効果的な手ではあるが、覚悟を完了している人間にとっては無駄な気配りでもある。話を中断されたエドガールが舌打ちをするのを聞きながら応答した。

「はいはいっと。なんでしょうね」

《いまからそちらに、真島孝弘がやってくると連絡があった》

　それは、戦いの先触れ。

《エドガールとともに、これを撃滅せよ》










04　それぞれの時間を




「孝弘はおれが」

「はっ。好きにしろ」

　鐘木幹彦が切り出すと、エドガールは意外とあっさり出番を譲ゆずった。このぶんだと、最初からそのつもりだったのだろう。あるいは、これもまた真島孝弘という人間を測る機会のひとつと考えているのかもしれない。

　なんにしても、エドガールのことを全面的には信頼できない以上、好都合だった。

「来たぜ」

　エドガールが立ち上がり、入り口を顎あごで示した。

　通路の入り口を抜けて、真島孝弘が大部屋に足を踏み入れていた。抜き身の剣を片手に、鎌首をもたげたアサリナを従えている。

　隣には、ベルタにまたがった工く藤どう陸りくの姿があった。背中にはフリードリヒの無機質な羽が広がり、周囲にはツェーザーの泥の防ぼう御ぎよ膜まくがたなびいている。感情の見えない笑みを浮かべている工藤陸と目が合うと、鐘木幹彦は一瞬だけ口元を苦く歪ゆがめた。

　どうして自分があの位置にいられなかったのか。

　考えても仕方ないとわかっていても、そうした思いを消すことは難しかった。

　とはいえ、これが現実だった。自分の隣にいるのはエドガールで、親友の抹まつ殺さつを命じられている。

「おいおい。本当にあの狼もいやがるんだな」

　と、エドガールが言ったのはベルタのことだ。隔離前に飛び込んできた彼女の合流は、本来であれば想定外のことだったが、エドガールに驚く様子はなかった。合流したという情報は、ハリスンたちから伝えられていたからだ。

　では、どうやってハリスンたちがそれを知ったかといえば、『世界の礎石』の力である。

　創り出した異界において『世界の礎石』の持ち主は、内部の存在を感知できるのだ。この点、効果範囲内を感知できる真島孝弘の魔法『霧きりの仮宿』に似ている。

　もともと、彼の魔法はサルビアと契約したことで得たものであり、本来の彼女の『霧の仮宿』は『世界の礎石』と同じく異界を創造するものだった。この場所に転移させられた直後は干渉して使えなくなってしまっていたほどで、そう考えると『世界の礎石』が同じく感知能力を持つのは不思議なことでもない。

　もっとも、感知の精度に関しては遠く及ばない。効果範囲内の出来事をほぼ完全に把は握あくできる『霧の仮宿』の感知精度は、魔法そのものであるサルビアの特殊性と、真島孝弘の親和性とが奇跡的に調和した結果、生み出されたものだからだ。

　対してハリスンが『世界の礎石』を使用した場合、せいぜい数百メートル四方のブロック単位での情報しか得られず、誰がどこにいるか程度しかわからない。

　だから当然、相手の状態などは顔を合わせて初めてわかることだった。

「……おい待て。真島のやつ、怪我けがしてるようには見えねえぞ」

　怪け訝げんそうにエドガールが言い、鐘木幹彦は驚きを呑み込んだ。

　確かに、体を庇かばうような素そ振ぶりは見られない。

　なにをどうしたというのか。

　予想はしていたことではあったが、白兵戦に限定した先日の模も擬ぎ戦せんでは、手の内をすべて見せていたわけではないようだ。無論、この状況でどうしたのか話を聞くことなどできるはずがないし、そもそも、言葉を交わすこと自体許されてはいなかった。

《殺せ》

　魔法道具越しに無む慈じ悲ひな命令が下される。

　鐘木幹彦の終わりが始まった。





◆　◆　◆






「……行くぜ」

　最初に動いたのはエドガールだった。

　同時に、真島孝弘とベルタは左右に分かれて走り出している。

　エドガールが向かった先は、宣言通りに工藤陸だった。

「真島は後回しだ。まずは邪魔なお前からぶっ殺す」

「……やらせるものか」

　ベルタが疾しつ走そうを開始する。

　しかし、そのときには、エドガールは本領を発揮していた。

「ぬうううう」

　髪が赤色に染まり、肌が金属じみた黒色に変わる。

　膨ふくれ上がった筋力が絶大な推進力を生み出して、瞬またたく間に距離が詰まった。

「こいつ……!?」

「があぁああ！」

　跳とび退すさるベルタに追い付いた『戦鬼』が、咆ほう哮こうとともに剣を振るった。狙うは工藤陸の首。防御のために割り込んだベルタの触手を刃が切り裂き、展開されたツェーザーの汚お泥でいに喰い込む。そこで、剣はとまった。

　だが、鬼の膂りよ力りよくはとめられない。

「おらぁ！」

「……ぐっ!?」

　エドガールは防御された剣を、力任せに振り抜いたのだ。すさまじい鬼の力に、主の少年とベルタは纏まとめて吹き飛ばされてしまう。

　空中で体勢を整えて着地するベルタに、エドガールが吼ほえた。

「はっ！　おら、どうした！　真島を殺す前の準備運動にもならねえぞ！」

「……走り続けなさい、ベルタ。遠とお間まから撃ち殺します」

　取り合うことなく工藤が指示を出し、させじとエドガールが猛る。

　そんな戦場を横目で確認しつつ、鐘木幹彦もまた動いていた。

　左右に下げた腰の魔法の道具袋の一方から、ずるりと両手剣を引き摺り出す。

「『エアリアル・ナイト』」

　能力を発動させれば、剣は命を得てひとりでに疾走する。

　この能力のコツは、テレビゲームの要領でやることだ。画面のなかのキャラクターを動かすようにして、姿の見えない自分自身のアバターがいるものと想定し、脳内のコントローラを操る。そうすることで『エアリアル・ナイト』は、自分の手で振り回すのとまったく同じ精度で宙に浮かんだ剣を振るうことを可能にするのだ。

　それは、まさにそこにもうひとりの『鐘木幹彦』を作り出すのに等しい。

「行くぞ！」

　仮想の『鐘木幹彦』が、両手で剣を握って親友の少年へと斬りかかる。まずは小こ手て調しらべだ。先日の模擬戦中に行った白兵戦では、やや劣勢というところだったが――

「ウッソだろ」

　――耳障りな音とともに、あっさりと両手剣は弾き飛ばされた。

　それも、こちらは『両手』でしっかり握っていた剣を、片腕で振るった剣でだ。

　受け流そうとしたが、対応できなかった。模擬戦のときとは、速度も力も一段上がっていたからだ。

　あのときは手加減をされていたのだろうか？

　……いや。そのような印象はなかった。

　ということは、生死のかかった環境で実力以上の力を発揮するタイプか。

　意外だった。付き合いはそれなりに長いが、この友人が本番に強い印象は特にない。自分が知らない一面があったのか。あるいは、この異世界にやってきて、くぐり抜けた死線により発現したのかもしれない。死線の上で、生を勝ち取る資質だった。

「幹彦――ッ！」

　攻撃を弾き飛ばして、真島孝弘が駆け寄ってくる。

　少しだけ、安心した。

　……自分を相手にして、彼が本気で戦ってくれるかどうか少しだけ不安だったからだ。

　だが、それはどうやら杞き憂ゆうだったらしい。

　こちらに駆けてくる足取りに迷いはなかった。

　それでいい。

　そう思いながら後退しつつ、鐘木幹彦は次の手に移った。

　左右の腰にそれぞれ付けてある魔法の道具袋のなかから、まずは戦闘用ナイフをふた振り取り出して『エアリアル・ナイト』を起動する。

　そうして次に槍やりを取り出す。

　そこでかまえる――ことをせずに、これもまた手放す。

　さらに、続けて取り出した手て斧おのと、槌つち矛ほこも投げ出した。脳内には、コントローラを五つセット。これが、いまの自分の戦闘スタイルだった。

「まさか……!?」

　状況に気付いて、真島孝弘が目を瞠った。

「同時に、複数の武器を……!?」

　双剣、槍、手斧、槌矛、両手剣。

　５種の武器が、唸うなりをあげて襲い掛かった。
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　模擬戦において、真島孝弘が誤解していたことがある。

　両手剣を使うようになった鐘木幹彦と剣を交えた彼は、技術面で追い抜かれてしまったことを知って、親友には才能があると喜んでいた。

　しかし、現実はそれどころではなかった。あの樹海最強の白い蜘蛛くもが才能を指摘したという事実を、もっと重要視すべきだったのだ。

　実際のところ、鐘木幹彦が身に付けた武術は剣術だけではなかった。この世界において騎士は武ぶ芸げい百ひやつ般ぱんを求められるが、彼もまたありとあらゆる武器に手を付けていた。なぜならば、彼の固有能力はひとつの武器に対して発揮されるものではなかったからだ。

　扱える武器が多くなればなるほど、同時に操れる武器の数も多くなる。それこそが、鐘木幹彦の『エアリアル・ナイト』の真の力だ。

　ただ、これはよいことばかりではない。当然、分散したぶんだけひとつひとつの武器の扱いの習熟は遅くなるからだ。

　しかし、そうでありながらも、彼の剣の腕は真島孝弘のそれを技術面で追い抜いていた。

　扱えるようになった武器のなかでは剣の扱いは早いうちに習熟したものであり、他の武器を同じレベルで扱えるわけではないものの……それでも、剣術一本伸ばしの真島孝弘を上回った事実は脅きよう威いだろう。

　無論、才能だけで為せることではない。

　自分が有用ではないと判断されたとき、大事な人がどうなるのかはわからない。

　あっさりと解放されるのかもしれないし、あっさりと消されてしまうのかもしれない。

　その確信がない以上、壮絶なプレッシャーのなかで、彼は自分の有用性を示し続けるしかなかった。ここ数ヶ月の彼の生活は、ほぼモンスター討とう伐ばつと訓練とで占められて、まともに息をつく暇ひまもなかった。

　その必要があったし、そうすることを彼本人が望んだ面もあった。

　まるで贖しよく罪ざいのように、自分自身を苛め抜いた。

　皮肉なことに、好意を寄せる女性ひとり守ることができなかった少年にとって、無価値で無意味なものにしか思えなかったその才能は、失意と絶望のなか鍛きたえ上げられることで、確かな輝きを放っていた。

「行け！」

　頭の芯しんに鈍にぶい痛みを覚えながら、鐘木幹彦は５種の武器を同時に操る。

　当たり前のことだが、自前のもの以外に10本の腕を操っているようなものなので、先程までより負担は大きくなっている。だが、その恩おん恵けいもまた大きかった。

　武器の習熟に差があるとはいえ、複数人で攻撃を仕掛けているようなものなのだ。実質の戦力増加は５倍どころでは済まない。

「……これが、いまのお前の実力か」

　状況を把は握あくした真島孝弘の顔には、純粋な驚きが浮かんでいた。

　だが、怯ひるみはしなかった。

「これは負けてはいられないな」

　鐘木幹彦にこの数ヶ月の時間の積み重ねがあるなら、それは真島孝弘にとっても同じだ。

　左腕を振るった。

「アサリナ！」

　先日の模擬戦では、アサリナの補助はなかった。だから、彼女が与える機動力を、鐘木幹彦は知らなかった。

「サマァ！」

　蔓つるの体で強く地面を叩き、駆ける主の体を大きく弾き上げる。

「……なっ!?」

　人間ではありえない挙動は予測が利かない。５種の武器による攻撃は空くうを切った。

　強引な挙動は体勢を崩しそうなものだが、真島孝弘は完全に自身を制御している。続けて、身の裡うちに宿る魔力を励れい起きさせた。

　途端、鐘木幹彦は背筋が粟あわ立だつのを感じた。教会の指示で向かったモンスター討とう伐ばつで、何度か修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けた経験が、紛まぎれもない強敵の予感を告げていた。

　彼にとってはさいわいなことに、その予感は裏切られない。

「魔法『霧きりの仮宿』」

　発動したのは、真島孝弘に許された唯一の魔法。少年の全身から白い霧きりが溢あふれ出し、空間を満たしていく。広い空間が、彼のフィールドに変わった。

　そうして齎もたらされた結果に、鐘木幹彦は驚きよう愕がくした。

　背後から襲い掛かった槌矛の一撃が屈かがんで躱かわされる。

　直後に反転して振るわれた剣に、飛び込んだ双剣が弾き飛ばされる。

　アサリナが地面を叩くことで、槍やりの刺突と両手剣の薙なぎ払いが空を切る。

　手斧が追撃をかける前に、片手がこちらに突き出される。

「アサリナ！」

　完かん璧ぺきなタイミングで、蔓が刺突のように飛び込んできた。

「お、おおお!?」

　鐘木幹彦は、咄とつ嗟さに動いていた。魔法の道具袋に手を突っ込む。選別の暇はない。抜き出したのは薙刀なぎなただった。

　即座にかまえて繰り出した動きは、いっぱしの騎士に劣るものではない。

「おおおお！」

　踏み込み、切断する。

　だが、直後に切断面からアサリナの首が再び生まれて、薙刀に絡からみ付いた。

「なっ……!?」

　まるで切断されることがわかっていたかのように――いいや。『霧きりの仮宿』によってわかっていたからこその、すさまじい反応速度だった。手を離すのが一瞬遅れてしまう。

「サマァ！」

「うおぉおお!?」

　力比べでは敵わない。

　鐘木幹彦はまるで小石のように投げ出されて、ごろごろ石の床を転がった。

「ぐっ」

　意表を突かれておきながら、能力の制御を手放さなかったことは賞賛されるべきだろう。

　追撃をかけようとした真島孝弘を手斧の一撃で牽けん制せいする一方で、アサリナが絡みついている薙刀も追加で『エアリアル・ナイト』の能力の制御下に置いて、追撃を防ぐ。

　立ち上がったところで、冷や汗が湧いた。

　彼の首には目に見えない首輪が繋がれている。あまりにもあっさりとやられてしまえば、手を抜いたものと判断されてしまう可能性があった。そうなれば、大事な人の身に危険が及んでしまうかもしれない。

　本気で戦わなければならない理由が、彼にはあった。

　……にもかかわらず、あっさりやられかけた。

　予想していた以上に、強い。

「これが、いまの孝弘かよ……」

　確かに、真島孝弘は純粋な武術の才能では、鐘木幹彦に劣っているのだろう。付け加えれば、あまり強力な固有能力ではない『エアリアル・ナイト』よりも、さらに輪を掛けて戦闘向けではない能力しか発現しなかった。

　だが、彼の手に入れてきたものはそれだけではなかった。

　もちろん、それは鐘木幹彦には使えない魔法を習得しているといったような、短たん絡らく的てきな話ではない。そもそも、真島孝弘には魔法の才能だってないのだ。生き延びるための白兵戦能力を鍛えるのに必死で、普通の魔法を修得する時間はなかった。

　使えるのは、『霧の仮宿』サルビアとの契約により得られた魔法だけ。

　それはつまり、この世界で得た出会いと絆きずなの証だった。

　無論、これは魔法だけの話ではない。たとえば、その身を巡る魔力の一部が眷けん属ぞくのものであることなどは、その最たる例だろう。この世界で得た出会いと絆のすべてが彼を支えているのだった。

「……まいったなぁ」

　鐘木幹彦は小さくぼやいた。

　決して舐なめていたつもりはなかった。だが、正確に見積もることができていなかったのは、事実だった。

　……ひょっとすると、お互いに元の世界にいたときに過ごした時間が、むしろ現在の真実の姿を見えなくしていたのかもしれない。

　自分の知っている真島孝弘の姿とは、やはり平和で平穏で平へい凡ぼんな日常のなかを生きているそれだったからだ。

　けれど、いまは違う。それだけではない。

　鐘木幹彦は、ようやくその事実を肌で理解した。

　目の前にいる少年は、この世界にやってきた転移者のなかで、間違いなく最多の窮きゆう地ちと死地を乗り越えてきた。ウォーリアをはじめとした例外たる転移者を除けば、単独での戦闘能力はもはやこの世界の最高位に達している。

　全身全霊を振り絞らなければ、あっさりと敗北してしまうだろう。

「心配なんてしてる場合じゃなかったやね」

　そうつぶやく鐘木幹彦は、ふっと口くち許もとをほころばせた。










05　全力を尽くして




　親友との鎬しのぎを削けずる戦いのなかで、鐘木幹彦には悟ったことがあった。

　より正確に言うなら、最初から気にはなっていたのだった。

　ここに来てから、真島孝弘は一度も『なぜ』を口にしていない。敵に回った事実に対して疑問をぶつけてきていないのだ。

　かといって、問もん答どうをする余地もないほどに、怒りと殺意に突き動かされているふうでもない。

　ただ、こちらをまっすぐに見詰めて、いまも攻撃を捌さばいている。それは、決して『裏切り者』に向ける態度ではなかった。

　……これはもう、間違いない。

　真島孝弘は、いまの鐘木幹彦が置かれた状況を把は握あくしている。

　大切な人を人質に取られ、言いなりにされていることに気付いているのだ。

　どうして気付いたのか――なんてつまらないこと、疑問には思わない。同じ立場なら自分だって気付いただろうからだ。

　お互いに、相手のことはよく知っている。状況と合わせて考えれば、どういう境きよう遇ぐうに陥おちいっているのかなんて、おおよそ想像はつくものだ。

　もちろん、それはあくまで相手が変わってしまっていないことを信じられるのであればの話だが……。

「……それこそ、疑問に思うまでもないってね」

　つまるところ、真島孝弘はいまでも鐘木幹彦の友人でいてくれているという話だ。

　そのうえで、戦うことに迷いも見せていない。こちらに向けられる視線には、怒気も殺意もないが、戦意だけは研とぎ澄すまされている。素直に全力を尽くそうとしていると感じられた。

　その態度を見て、わかった。

　彼はこちらの意図に乗ってくれようとしているのだ。

　向けられたまっすぐな視線は「これでいいんだろう」と言っているかのようだった。一度は腹に穴をあけられておきながら、自分が裏切られて嵌はめられるのではないかと疑心に駆られる様子もない。そこには全ぜん幅ぷくの信頼が込められていて、鐘木幹彦は声もなく笑った。

　自然と心は定まっていた。

《なにをしている、鐘木幹彦！　全力で行け！》

「……わかってますよ」

　魔法道具越しの声に、適当に声を返してやる。

　言われるまでもない。全力でやってやる。

　けれど、それはこうして無理矢理に命じられたからではない。

　友情に応えるために、自分は全力を尽くすのだ。

「行くぜ、孝弘」

　ここからが、本気の戦いの始まりだ。

　鐘木幹彦は地面を蹴って走り出した。

　それと同時に、魔法の道具袋から武器を取り出しては放り投げていく。主には剣だ。長剣、短剣、大剣、細剣、片刃、両刃、刺突剣、直剣、曲刀……そのすべてを片かたっ端ぱしから『エアリアル・ナイト』で掌しよう握あくする。

「……ぐっ」

　加速度的に、能力の処理が重くなった。

　基本的に『エアリアル・ナイト』は同じ武器を二重で操作できない。だが、裏道もある。

　形状等の違いを別カウントするという微妙に詐さ欺ぎくさい方法なら、扱いが一番慣れていて処理が楽な剣を複数操作することも可能なのだ。

　ただ、それでも脳のう味み噌そが割れるような頭痛が走る。

　その痛みを噛み殺して、操作下に置いた武器の数だけ、自身のアバターを作り出した。

「これ……でぇ！」

　総数20の『鐘木幹彦』が、真島孝弘に殺さつ到とうする。

　戦力増強は20倍以上。たとえ戦鬼エドガールだって、対応不可能だと思われる数の暴力が襲い掛かるが――

「当たらねえっ……！」

　魔法『霧きりの仮宿』の認識能力と、アサリナによる機動力を併あわせ持ち、それを使いこなす真島孝弘は、もはや人間の動きをしていなかった。

　単純な速度もそうだが、瞠どう目もくすべきは機動力だ。自由自在に動き回るアサリナの働きにより、疑ぎ似じ的な空中移動さえも可能にしている。

「ここまで厄やつ介かいかよ……！」

「サマァ！」

　鐘木幹彦にしてみれば、速度自体がそもそも自分より上の相手が三次元的に動くのだから堪たまらない。おまけに、アサリナは攻撃を防ぐ自律した鞭むちとしても働いていた。

　そして、それに輪をかけて厄介なのが、周囲を覆おおった霧の魔法だった。

　多数で畳たたみかけることの有利は、手数が増えることもあるが、多方向から攻撃を仕掛けられる点が大きい。

　攻撃に対処するためにはまず対象を認識しなければならないが、人間の目は正面にふたつしかない。物事に同時に対処するためには、認識の点で限界があるのだ。

　だが、いまの真島孝弘は、霧の魔法により周囲の空間すべてを把は握あくしている。

　内面世界に現れるほどの犠ぎ牲せいを払ったことで、その精度は過去最高に高まっていると言っていい。そんな彼を見守るサルビアの想いもまた高まって、さらに深まったふたりの結び付きは魔法の精度に反映されている。いまや魔法『霧の仮宿』は、20本もの武具の挙動をつぶさに把握しているのだった。

　ただ、それでも操る武器すべてで同時攻撃を仕掛けることができれば、さすがに対処は不可能だっただろう。

　だからこそ、真島孝弘はそうならないように振る舞っていた。

　常に移動し続けることで、周囲を完全に取り囲ませないようにする。弛たゆまぬ鍛たん錬れんと、死闘の経験が、そうした戦いを可能にしていた。

　速度と機動力で劣る鐘木幹彦では、追い付くことができない。

　どうにか数を頼りにして回り込むことに成功しても、それでは数本の武器で襲い掛かるのがせいぜいだ。真島孝弘にしてみれば、対処できる範はん疇ちゆうに留まる。

「おおおっ！」

　正面から襲い掛かる剣２本を右手の剣でまとめて薙なぎ払い、同時に左手の盾で側面からの攻撃を防御し、背後の攻撃はアサリナに任せて残りの攻撃を宙に跳んで避ける。

　追いすがる剣の切っ先に、籠こ手てに仕込まれた魔石から吐き出された炎弾をぶつけて、あらぬ方向に吹き飛ばす。

　着地を待ち構えて放たれた槍やりの一撃は、見ることさえなく切り払われる。

　掠かすり傷さえ与えられない。

　それどころか、他に気を回す余裕さえあったのだ。

「危ない、工藤！」

　籠こ手てから放たれた風弾が、横合いからエドガールを襲った。
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「がぁああ、くそ！　やってくれんじゃねえか！」

　不意打ちに放たれた風弾は、エドガールを横合いから殴りつけていた。

　かなりの威力があったはずだが、金属質な黒い皮膚と強きよう靭じんな肉体には、大したダメージにはならなかったようだ。ただ、勢いを削そがれたのは確かで、お陰で危うく攻撃を直撃されそうになった工藤陸は、かろうじて攻撃から逃れることに成功した。

「……くっ」

「おらぁ！　どうしたどうしたぁ！」

　疾走するベルタに、エドガールが追いすがった。

「さっきから逃げてばっかじゃねえか！　話に聞いてるもう１匹の姿が見えねえが、おれの隙すきでも狙ってるつもりか？　その前に、お前が潰れちまうぞ！」

　姿が見えないドーラがエドガールの隙を狙っているのだとすれば、確かにその目もく論ろ見みは叶いそうにない。隙を作るどころか、徐々に工藤陸は追い詰められつつあったからだ。

　何度も攻撃を受けた彼は、ベルタの背中の上で息をあげていた。防御はできているとはいえ、魔力での強化もできないただの人間の体しか持たない彼にとっては、吹き飛ばされる衝撃だけでも体力を削られてしまう。

「……まったく、情けない」

　工藤陸は皮肉っぽい苦笑を浮かべた。

　とはいえ、どうしようもないことではあった。

　固有能力『魔軍の王』は、非常に強力な異能だ。

　けれど、その力は当人の肉体を削る。言い換えれば、工藤陸当人は絶対に強くなれない。むしろ、どんどん弱体化していく。まるでそれは、ある種の呪いのように……。

「王よ。ご無事ですか」

　戦闘中でありながら、ベルタから主を気遣う声があがった。

　実のところ、彼女はこの戦闘に主が参加することに反対していた。罰を下されることを覚悟した諫かん言げんだった。

　けれど、工藤陸は提案を退しりぞけこそしたものの、罰を与えることはなかった。ベルタにとっては予想外のことだった。あるいは、工藤陸本人にとってもそうだったかもしれない。

「……ベルタ」

　切っ掛けがあったとすれば、それはこの異界で交わした真島孝弘との会話だった。

　――ぼくがなにをどう考えているとしても、そんなのはどうだっていいことでしょう。ぼくは世界を恨む魔王です。ただ、それだけです。

　そう言った工藤陸に、真島孝弘は反論したのだ。

　――それは違う。

　――お前に救われてほしいと思っているやつもいるんだから。

「……ああ。まったく、馬鹿なことですね」

　知らなかったこと。知ってしまったこと。

　真島孝弘が伝えたベルタの望み。それが、なにかをもたらしたのか。

　工藤陸のつぶやきは、ベルタの耳にも入っただろう。だが、戦闘中であるために、問答をしている暇はなかった。

　それにきっと、そうでなくても、工藤陸が自分の内心を吐と露ろすることはなかっただろう。

　彼が告げたのは、別の事柄だった。

「本気で行きなさい、ベルタ」

「……王？」

　ベルタは動揺した様子を見せた。

「いま、なんと？」

「本気で行けと命じました。ここからは、姿を偽いつわることなく全力を出しなさい」

　ベルタの真の姿は別にある。だが、工藤陸はその姿を明かすことを禁じていた。

　一度は、その禁を破ったことでひどく彼女を罰ばつしたこともあった。

　だというのに、いったい、どんな心変わりがあったのか。

「早くしなさい。これ以上、真島先輩にお手間をかけるわけにもいきません」

　やはりそれを工藤陸が語ることはない。

　けれど、それは確かな変化の兆きざしだと、ベルタには感じられたかもしれなかった。

「……御意に。王よ、全力をお見せいたします」

　狼は力強く、命令に応えたのだ。

「なにをごちゃごちゃ言ってやがる！」

　飛び込んできたエドガールが剣を振るった。

　だが、今度ばかりは踏み込みが足りなかった。

　彼の動きが悪くなったわけではない。ベルタの動きが、明らかに速くなっていたのだ。

「なんっ……!?」

　触手と泥の壁を挟むことで鈍にぶった攻撃は、これまでとは違い、芯に届かない。反撃の炎の吐と息いきが鼻先を舐めて、エドガールが初めて後退した。

　そして彼は、目の前の存在が変へん貌ぼうを遂とげていることに気付いた。

「てめえ……」

「王のご命令だ。ここから先は全力で行く」

　狼の背から生えた女が、誇り高く告げた。

　スキュラのベルタ。いまの彼女こそが、魔王の配下最強を誇るモンスターの真の姿である。

　自じ縄じよう自じ縛ばくの枷かせから放たれた狼が、全速力で疾走を始めた。










06　激突




　超常の力によって操られる剣が、無数に戦場を飛び交う。

　眷けん属ぞくとの出会いと絆を武器に、少年が攻撃を捌さばいていく。

　魔王を背に乗せた狼が駆け回り、猛たけり吼ほえる鬼が追う。




　各陣営が全力を振り絞った結果として、戦力は拮きつ抗こうしていた。

　少なくとも、いまのところは。

　とはいえ、当事者である鐘木幹彦は理解している。このままいけば、最初に崩れるのは自分だと。

「相性が悪いのもあるけどな……」

　ずきずきと痛む頭を押さえてつぶやく。

　固有能力『エアリアル・ナイト』の強みは手勢の多さだ。

　しかし、真島孝弘もまた、剣と盾、アサリナ、魔法道具と手数が多い。そのいずれも自分より強く、速度だって一段、二段は上だ。

　数自体はこちらが上だが、それも魔法『霧きりの仮宿』のせいで強みが活いかしきれていない。

　いまも剣を主とした20の武器が殺到しているが、真島孝弘は危うげなくそのすべてに対応している。

　剣で弾き、いなし、かと思えば、魔法道具で迎撃し、それが無理なら躱かわすか防ぐ。

　現状では真島孝弘を封じ込めているように見えるが、むしろ実態はその逆だ。あらゆる面で強みを封殺されていた。

　相性が悪い。

　いや……。

「……そんなの言い訳にはならねーな」

　そもそも、真島孝弘の戦い方には隙すきが少ない。彼を倒そうとするのなら、それこそ圧倒的な攻撃力と速度で正面から叩き潰すしかないだろう。

　そんな相手に、相性を語るのは意味がない。誰でも相性が悪いことになってしまうからだ。

　目の前にあるものがすべてだ。

　鐘木幹彦は、真島孝弘に敵わない。

《なにをしている、鐘木幹彦！》

　どうやら我が慢まんができなくなったらしい。わずらわしい声が魔法道具越しに届いた。

《まさか貴様、手を抜いているのではないだろうな》

「本気ですよ」

　気を逸そらされないように返事をするのは、なかなか苦労した。

「確認してもらってかまいません。戦いが始まってから、こっちの監視はしてるはずでしょう。人員を回してるはずだ」

　戦いが始まってしまえば、目の前の敵に集中しなければならないぶん、周囲への警戒は下がる。真島孝弘一行の注意が集まった隙を突いて、この『闘技場』に襲しゆう撃げき班が踏み込んでくることは予測済みだった。恐らく、回廊あたりに潜んでいるのだろう。

　ハリスンが秘ひ密みつ裏りに動かせる人員は限界に近い。聖堂騎士団のトップとはいっても、今回の暗殺のような事態に動かせる人間はそう多くないからだ。転移直後に総攻撃を掛ける作戦が失敗した時点で帝都から呼び寄せられていたなけなしの人員は、必要がなければ元の配置に戻されることになっていたが、手札の損そん耗もうが激しい現状、そのまま作戦に従事している。いまはこの場にひそかに侵入し、全体を統とう括かつして指示を出すこの男に情報を送っているはずだった。

《ぐっ、確かに手は抜いていないようだが……》

「ええ。おれは、これが限界です」

　事実だった。

　鼻の奥につんとした感覚があり、ねっとりとしたものが流れ出した。鼻の下を拭ぬぐうと、赤い血が付着した。毛細血管が破けて出血したのだ。

　20本もの剣を操り続けて、もう10分以上が経過した。集中し過ぎた精神が、摩耗して煙けむりをあげているのを実感する。とっくの昔に、頭痛は堪たえがたいレベルに達していた。

　そんな状態で、こちらの隙を本気で窺うかがう真島孝弘を封じ込めているのだ。これで手を抜いていると疑う者はいないし、実際に手は抜いていない。

「こっちは、これ以上どうにかするのは無理です。エドガールさんのほうはどうですか」

《……あちらも膠こう着ちやく状態だ》

　どうやら工藤陸はうまくやっているらしい。

　転移者と同レベルの戦闘能力を持つ『戦鬼』相手に立ち回れているということは、工藤陸の従えている配下の精鋭が力を合わせたときの実力は、相当に高いものなのだろう。

《なんということだ、これほどまでとは》

　頭を抱えていそうな声が聞こえた。

　ざまあみろだ。

《……貴様が相手であれば真島の手も緩ゆるむかと思ったが、うまくはいかないか》

「裏切り者に対しては情も働かないみたいっすね」

　適当に話を合わせておく。

　本当は逆だ。お互いに信じているからこそ、自分たちは全力を振り絞っている。

《手詰まりか》

　首輪を嵌はめているとはいえ、さすがにできないことをやれと馬鹿なことは言えない。

　ここまでやっていれば、人質に取られたあの人の身は安全だと、鐘木幹彦は安あん堵どした。

　あっさりとやられるわけにもいかず、かといって、こちらが勝ってもいけない。もともと、限界ぎりぎりを振り絞った膠着状態が続くことを狙っていた。

　現在は、理想的な状況が生まれている。

　とはいえ、それもあと何分持つか。いますぐに破は綻たんしてもおかしくなかった。

　だから、次の指示も予想はしていた。

《やむをえん。勝負をかけろ》

　長い長い道の果てに、ついに終わりが見えてきていた。
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「……了解」

　ぎりぎりまで粘った。

　ずっと、ずっと、頑張ってきた。

　自分にできるなにもかもを吐き出した。

　あとはもう『信じる』しかない。

「行くぜ、孝弘」

　ぼたぼたと垂れる鼻血を拭ぬぐう余裕もなく、血塗れの顔で鐘木幹彦は笑った。

　操っていた剣を、一度に引き戻す。

　状況の変化に気付いた真島孝弘が足をとめた。

　いまに至っても、その身には怪我けがひとつない。その事実に胸を撫なで下ろした。

　……けれど、同時にちょっとだけ悔しくもあった。

　友人だけれど。

　いいや。友人だからこそ。

　負けたくないと思う気持ちもあったのだ。

　もちろん、この場においての勝敗を言っているのではない。自分は彼と、互いに胸を張れる自分でありたいのだ。だから――。

「これが、おれの切り札だ」

　準備はもともとしてあった。

　意識を向けると、回廊に伏せてあった武器が浮かび上がって集まってくる。同時に、腰に下げていた魔法の道具袋を手に取って魔石を破壊した。仕舞ってあった武器がぶち撒まけられる。

　複数武器の同時並列操作。先程までと違うのは、その数だ。

　刃物は大小の剣から無骨な鉈なたまで。

　長物は槍やりから薙刀、戦せん斧ぷまで。

　鞭や多節棍なんて代物もある。

　それらを動かすのは――出来損ないの夢の残骸だった。

　転移者の能力は望みを反映したものだ。

　である以上、そこには当人の無自覚な認識が大きく影響を及ぼす。

　大事な人を守る騎士になりたかった。

　本気で惚ほれたから、本気でそう願った。

　けれど、それは叶うはずのない夢だった。




　鐘木幹彦は、騎士になれない。




　ガラではない。器ではない。大事な人ひとり守れなかった男が、騎士になどなれるはずがない。たとえ、どれだけ願ったとしても。

　もしもできるとしたら、せいぜいその真似事くらいのものだろう。

　だからこそ、発現した能力は『空っぽで虚ろな騎士エアリアル・ナイト』――中身のない、騎士の紛い物だ。

　……けれど、それでもだ。

　たとえ理想になれなかったとしても、守りたいものがあったのだ。

　真似事でもいい。大事な人を守り抜けるのであれば。

　そう決意したから、彼の力はこのかたちを取った。

「おおぉおおおおおおおおお！」

　操る武器の総数は、およそ２５０。

　かつてあった同盟第三騎士団の総数とほぼ同数であり、それは決して偶然の一致ではない。

　これこそが、鐘木幹彦の能力の真の姿だった。

　すなわち、騎士になれなかった少年が率いる、虚ろでからっぽな紛い物の騎士団。

　それでも誰かを守りたいと願って得た、いまだ完成には程遠い最終形。

「『エアリアル・ナイツ』――ッ！」

　膨ぼう大だいな武器の群れを率いて、少年は最後の突貫を敢かん行こうした。





◆　◆　◆






　人間の脳には処理限界がある。固有能力の発現は並列で武器を操る感覚を与えてくれるものの、それにも限度というものはあるのだ。

　継続的に扱うのであれば20でぎりぎり。

　その10倍を同時に操作しようなんて、どうかしている。

　こんな数を自在に操れるわけがない。いいや。いずれはそれも可能になるのかもしれないが、少なくともいまは不可能だ。

「がっ……!?」

　ただ武器を宙に浮かべただけでも、視界が真っ赤に染まった。

　脳が砕けるような激痛が弾けて、意識は明滅を繰り返している。

　それらすべてを呑み込んで、ただ前に駆けた。

「あああああああ！」

　発動時間は、ごく短時間。細かい調整も遠隔操作もできない。

　だから、少年は自身ごと突貫した。

　あたかもそれは、武器を掲げて敵を撃滅せんとする騎士団のように。

　殺到する武器の群れは、たとえ相手がウォーリアであろうと手数で削り殺すだろう。

　転移者の能力に早熟と晩熟の別があるのなら、確実に鐘木幹彦は後者の部類だ。発現直後に暴力的な戦闘能力を発揮できるウォーリアなどに比べれば、強くなるまでの道程があまりにも遠過ぎる。それでいながら、短時間でここまで能力を高めた事実は驚きよう愕がくに値あたいした。

　飛び抜けた戦闘の才能があったのは確かだが、それだけでどうにかなるものではない。想いの丈たけが、胸に抱いた願いが、短時間で彼をこの域にまで辿り着かせた。

　あるいは、あと１年の時間が与えられれば、彼の能力は完成に至っていたかもしれない。

　５年の月日があれば、常時これだけの数を扱うことさえできた可能性もある。

　けれど、その時間が彼には与えられなかった。対峙する少年にとって最大の勝機は、そこにあったのかもしれない。彼は小さく名前を呼んだ。

「アサリナ」

「――」

　真っ赤に染まった視界のなか、鐘木幹彦はその光景を見た。

　親友の腕が、蔓つるに包まれて怪異なものに変わっていく。

　それは眷けん属ぞくであるリリィの『悪魔ノ腕』の模も倣ほう。

　真島孝弘個人が持ちえる最大最強の一撃である。

「サルビア」

　そして、さらに一言。

　その瞬間、確かに鐘木幹彦は自分の『エアリアル・ナイツ』に異変を感じ取った。

　なにをされたのかはわからないが、なにが起こったのかはわかった。

　従えていた武器の大半が、なにかに引っかかったかのように動きを鈍にぶくしたのだ。

　通常であれば、なんの問題もない程度の遅延である。しかし、現在は乾けん坤こん一いつ擲てきの特攻の最さい中ちゆうだった。

「くっ、おぉ!?」

　一度に集中させるはずだった総攻撃が、崩れる。

　咄とつ嗟さに反応して抵抗を突き破ろうとしたのは、鐘木幹彦の戦闘センスの為なせる業わざだった。

　そうして従わせた『エアリアル・ナイツ』の総数は、50ほど。数は減ったものの、本来の限界値の２倍以上の数の暴力である。

　だが、そこに『悪魔ノ腕』が振りかぶられた。

　打ち出す怪力は、樹海最強の白い蜘蛛くもの暴虐の８割。本家本元には劣るものの、その怪異な左腕はアサリナが形作ったものであるために、ある程度の柔軟性を備えている。

　いまや異形の腕は巨大化し、その間合いは恐ろしいほど広く、長大なものになっていた。

　薙なぎ払われる。

「……ああ」

　鐘木幹彦は安心したふうに、血ち反吐へど混じりの吐と息いきを零こぼした。

「おれの負けだ」

　付き従えた武器の群れごと、少年の体が薙ぎ払われた。










07　勝利に続く細い糸




　全身が粉々に吹っ飛んだ。

　そう錯さつ覚かくするほどの一撃だった。

　気付けば、鐘木幹彦は硬い石の地面の上で仰向けに倒れていた。

　意識が飛んでいたらしい。目を開けると、こちらを見下ろす親友の姿が見えた。

「……生き、てる？」

「それをおれに聞かれてもな。自分が一番よくわかるだろう」

「……そりゃ、そうだ」

　かすかに笑う。どうやら粉々にはなっていないらしかった。

　とはいえ『生きていた』というよりは『死ななかった』という感じではあるが。状態としては、ボロ雑巾と評するのが相応ふさわしい。いっそ気持ち良いくらいの完全敗北だった。

「……あー、くそ」

　訂正。やっぱり気持ちよくはなかった。

「情けねえなあ。手も足も出なかった」

「そんなことはないだろう」

　真島孝弘は首を横に振ってみせた。

　言葉に嘘うそは感じられない。

　それを証明するように、彼の左腕はだらりと下がっていた。先程『エアリアル・ナイツ』と激突したほうの腕だ。垂れ下がった指先からは、いまも血液が滴したたり落ちていた。

「全然敵わなかった、なんてことを思っているんじゃないか？」

「……ええっと」

「一応言っておくが、手なんて抜いてないぞ。というか、そんなことをしたら、こっちが死んでた」

　真面目くさった顔には、頬ほおに大きな裂傷があった。

　体にもそこかしこに傷があった。

　なによりその声を聞けば、それがただの慰なぐさめの言葉でないことは明らかだった。

「幹彦は強かったよ。だからおれも全力を出せたんだ」

　彼は信じていたのだ。ひょっとすると、本人よりも余程強く。

　自分の親友がこれくらいで死ぬわけがないのだと。

　そして、そのように彼が信じてくれていることを、鐘木幹彦本人も戦いのなかで感じ取っていた。

　だから、あの最後の瞬間に『死ぬわけにはいかない』と思えた。激突した『エアリアル・ナイツ』により、わずかに速度の落ちた『悪魔ノ腕』の直撃を、自分でも信じられない底力で身を捩よじって避けることができたのは、そういうことだ。

　ぎりぎりのところで生死をわけたのは『信じられている』という事実だったのかもしれない。

　きっとそれこそが、覚悟していた死を避ける唯一の道だったのだ。

「……そっか」

　鐘木幹彦は深い吐と息いきをついた。長い道を歩いてきて、ようやく一息つけたかのように。

　けれど、そこに無粋な気配が近付いてきていた。

「敗北したか」

　この空間を取り囲むように設しつらえられた回廊から、飛び降りてきた者がいたのだ。ずっと鐘木幹彦の監視をしていた騎士。なかでも、特に手て練だれのひとりだった。

　やはりというべきか、戦っている間に入り込んできていたらしい。姿を見せていないだけで、侵入者は彼だけではないだろう。捨て石である鐘木幹彦が仕事を果たしたあとの、追い打ちの襲しゆう撃げき班だった。

「鐘木幹彦。動けるのであれば、真島孝弘の動きをとめろ」

　彼が襲撃班のリーダーなのだろう。淡々と命令を口にした。

「……そんな無茶を言われてもね」

　鐘木幹彦は苦笑を零こぼした。

　全身が痛過ぎてもはや状態がよくわからないが、少なくとも、手足は残らずへし折れている。また、周りには『エアリアル・ナイツ』に使用した武器が転がっているが、当然、能力なんて切れていて、ぴくりとも動かせない。

　もっとも、そうした答えが返ってくることは予想していたのだろう。

「そうか。残念だ」

　事務的に言うと、騎士は手をあげた。隠れ潜んでいる仲間たちへの攻撃の合図だった。

　こうして満を持して現れたからには、希少な魔法道具でも持ち出したのかもしれない。殺害対象である真島孝弘が決して軽くない手傷を負っているのは確認できたし、捨て駒を巻き込むことに躊ちゆう躇ちよもないだろう。

　鐘木幹彦にとって予想していた展開だった。

　ただ、こうなったあとでは、なにもできなかった。

　だから彼は、自分にできることはやり尽くしていた。考えられる限りの手は打っていた。そのうえで『信じて』いた。

　人間、ひとりでできることには限界がある。だからこそ、人は誰かを信じるのだ。

　そして、人事を尽くした彼であればこそ、その信頼は実を結ぶ。

《な、なんだ、お前は……!?》

　不意に、声が届いたのだ。

　それこそが、勝利に続く細い糸。

　堪たえ忍び続けた少年が、ついに掴み取った希望だった。
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　音の出どころは、鐘木幹彦に貸与されていた遠距離通信用の魔法道具だった。

《なぜだ。なぜ、貴様がここにいる!?》

　これまで彼に遠方から指示を出していた男の、慌てふためいた様子が伝わってくる。だが、それも一瞬のことだった。

《ぎゃっ!?》

　男の断末魔の絶叫が響き渡ったのだ。明らかな異常事態だった。

「な、なにがあった……？」

　攻撃命令を下そうとしていた騎士が、ぎょっとした顔をした。

　通信の向こうでは、なにかを破壊するような音が響いており、慌ただしい物音が続いた。

　そうして10秒ほど。聞こえてきたのは意外な声だった。

《鐘木様！　聞こえますか!?》

「……え？」

　呼び掛けは女性の声で、反応したのは真島孝弘だった。

「シラン？」

　聞き間違えるはずもない。それは、彼に剣を捧げる騎士の声だったのだ。

　しかし、この場に飛ばされていたはずの彼女が、どうして帝都で団長を監視している男が持つ通信道具の向こうにいるのか。

　しかし、驚きはそこからだった。

《姉様！　西側、制圧できました！　次、どうしますかって御手洗さんが！》

「……ケイまで？」
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　今度は、帝都で取り残されていたはずのケイの声まで漏れ聞こえてくる。なぜか『剛腕白雪』御手洗葵の名前まで出てきて、状況はますますわからない。

《わかりました、ケイ。少し待ってください。いま、鐘木様に連絡を取っていて……って、マーカス!?》

《幹彦様！　聞いてますか！　おれたち、やりましたよ！》

《こ、こら。返してください！》

　さらに今度は感極まったような男の声が響き、慌てたようなシランの声が続いたのだ。

《とにかく、手て筈はず通りに団長の身み柄がらは確保しました！》

「なに!?」

　襲しゆう撃げき班のリーダーが驚きよう愕がくの声をあげた。

　状況についていけないのだろう、ぱくぱくと口を開閉させている。

　しかし、鐘木幹彦の意識はそうした男の反応を、まともに取り上げていなかった。

　彼が求めているのは、ただひとつの声だけで――




《……幹彦。この、馬鹿者め》




　――その瞬間、これまでの少年のすべての苦労は報われたのだ。

　本当に、なにもかも。

　奇跡のように。

「団長。ご無事ですか」

　なけなしの魔力を振り絞って、鐘木幹彦は通信道具の向こうの彼女に声を届けた。

《……ああ。もちろんだ。無事でないはずがあるか。誰が守った命だと思っている》

　彼女は怒っているようだった。それが嬉しかった。

《あとで話がある。長い話だ。だから……幹彦。必ず生きて合流することだ。いいな。約束だぞ》

「わかりました」

　噛み締めるように約束を交わして、通信はシランへと移った。

《囚われていた同盟騎士団のみなも解放しました。いまから連れて脱出します》

　いまは作戦の最中だ。そこで通信は途切れた。

「な、な、な……」

　もはや襲しゆう撃げき班のリーダーの男は、攻撃どころではないようだった。

　狼ろう狽ばいを露あらわにした彼は、地面に転がったままの鐘木幹彦を睨にらみ付けた。

「お、お前！　いったい、なにをした!?」

「……なにって、そりゃまあ、団長の救出だよ。聞いてなかったの？」

「そんなことが……！」

「できるよ。というより、いましかなかったんだ」

　少年は、にやりと笑った。

「ハリスンが秘密裏に動かせる部下の大部分が総動員される、このタイミングしかね」

「な……っ!?」

　そう。この瞬間こそを、ずっと彼は狙っていたのだった。

「これだけ大規模な作戦だ。まとまった数の人手が必要になる。だけど、いくらハリスンが聖堂騎士団のトップとは言っても、こんな暗殺作戦に動員できる人間は多くない。ましてやトラブルが起きれば、帝都で待機させておくはずだった人員まで動かさなきゃいけなくなるのは目に見えてた」

　聖堂騎士団を構成するのは、あくまでも騎士だ。この世界においては、モンスターの脅威から人々を守り、世界を守護するまっとうな者たちなのだ。ゴードンがそうであったように、大半の騎士はなにも知らされておらず、ハリスンの手札は限られていた。

　そこに付け込む隙があった。

「だから、おれは計画の邪魔をし続けた。孝弘を守るため。そして、団長の救出のためにね」

「お、お前は……」

「おれはもう心が折れていると判断していただろ？　実際、孝弘とこうして本気で殺し合いまでしてみせたしね。そうなれば、人手が足りないなかで団長の監視を厳重にし続ける意味はない。……と、判断するように仕向けたんだよ」

　鐘木幹彦を監視していた者もいたが、真実を見抜くことは困難だった。なぜなら、親友との死闘は嘘うそではなかったからだ。

　死ぬ覚悟さえ決めて、鐘木幹彦はこの戦いに臨んでいた。

　そうした本気の態度が、監視者に意図を悟らせなかったのだ。

「同盟騎士団には、セラッタで捕まらずに逃げ出せた人間が何人かいた。おれは彼らと秘密裏に連絡を取り合って、救出作戦を立てた。ただ、それだと戦力的に心こころ許もとないところもあった。だから助っ人を頼むことにしたんだ」

「なるほど。それでシランを……」

　真島孝弘が納得の声を漏らした。

　親友の性格をよく知っていた彼は、鐘木幹彦が死ぬ覚悟を固めていることを察しつつも、それだけでは終わらないだろうと察していた。だからこの戦いの間『その意図に乗っていた』のだ。だが、詳細については当然知らないため、いまは親友の話に耳を傾けた。

「シランさんにはすべて説明したうえで、転移の魔法道具で帝都に戻ってもらった。現地では、捕縛を逃れた同盟騎士たちが準備万端整えてあって、シランさんには彼らと合流して救出作戦に参加してもらったってわけだね」

　シランは先程鐘木幹彦が言った『セラッタで捕まらずに逃げ出せた同盟騎士団の騎士』のひとりだ。敬愛する団長を救出することに異論などあろうはずもない。

　そうすることで、敵に回らざるをえなかった鐘木幹彦が解放され、彼女が剣を捧げた勇者にとっての脅威を減らすことにも繋がるとなれば尚更だった。

「き、き……貴様ァ！」

　すべてを明かされて、襲しゆう撃げき班の男は吠ほえた。

「そ、そんなことができるはずがない！　お前は監視されていた！」

「ああ。あんたらによってな。だけど、できた。それが事実だよ」

「ぐ、ぐ……！」

　監視役だった彼は、ずっと出し抜かれていたことになる。激げつ昂こうするのも当然と言えた。

「死ね！」

　怒りのままに彼は再び手を振り上げて、侵入してきた仲間たちに攻撃の合図を送ろうとした。

　なんにしても、いま真島孝弘がダメージを受けていることには変わりないのだ。ここで潰してしまえばいい。

　しかし、その瞬間、彼の腹から影絵の剣が生えた。

「な……に？」

「残念だが、貴様の仲間はすでに全滅している」

　そう告げたのは、影絵の娘ドーラだった。

　ずっと姿を見せなかった彼女は、エドガールの隙をうかがっていると見せかけて、部屋に侵入してきた敵への対応を行っていたのだ。

「馬、鹿な……」

　襲撃班の最後のひとりであるリーダーの男が倒れる。

　この瞬間、鐘木幹彦の孤独な戦いが、ようやく終わりを告げたのだった。










08　敵対する男




　親友同士の戦いに終止符が打たれ、襲しゆう撃げき者による追撃も潰ついえた。

　そのときには、広い空間から争いの喧けん騒そうは消えていた。

「無事でなによりです、先輩」

　真島孝弘のもとに歩み寄ったベルタの背中から、工藤陸が声をかけた。

「工藤？　エドガールはどうした？」

「すいません。逃げられました。先輩たちの戦いが終わったのを見ると、すぐに逃げ出しまして。まさか逃げるとは思いませんでしたので、意表を突かれました」

「そうか……いや、かまわない。とりあえずは、追い払えただけで十分だ」

「あ。そのことなんだけどさ、孝弘。話しておかないといけないことが」

　鐘木幹彦が、ふたりのやりとりに口を挟んだ。

「エドガールは敵じゃないかもしれない。いや。だからといって、味方ってわけじゃなくて、警戒はすべきなんだけど……」

「どういうことだ？」

「話をする機会があってさ。あいつ、他に目的があるみたいだったんだ。ハリスンがどうして、孝弘のことを敵視するのか知りたいって言ってた」

「ハリスンが、おれのことを敵視する理由……？」

　友人の言葉に、眉を顰ひそめる。

　確かに、彼らの強引な行動に疑問は抱いていた。帝都に自ら招いておいた自分を殺すような、聖堂教会の信頼と威信を大きく損ねるデメリットばかりの決断を、どうして下したのか不思議だった。

　とはいえ、人間は理性だけで動けるものではない。そうでなくても、マクローリン辺境伯がそうだったように、価値観の違いが争いを生む可能性もありうるのだ。『モンスターを率いる』という性質それ自体が敵対する理由に十分なりうる以上、あまり考えていても仕方ない事柄ではあった。

「わかった、幹彦。助かったよ。あっさり引き下がったのが、そのあたりが理由なら、変に警戒をする必要はなくなるからな」

　そうして最低限の情報交換をしている間にも、出入り口から新しい人影が入ってきていた。

「くぅー」

「あ。ちょっと、待ってってば」

　戦いの間は離れていた、あやめと島津結衣だった。ぱっと見の印象では、島津結衣があやめの世話をしているようだが、実際はあやめのほうが護衛である。

　いまは力が使えないとはいえ『妖精の輪』の存在は切り札になりうるため、これも大事なお役目だった。

「安心したよ、真島。ちゃんと敵を撃破できたのね」

「はい。この通り。幹彦も命に別状はありません」

「そう。そちらが鐘木幹彦ね……」

「初めまして。うまく孝弘と合流できたみたいでよかったです、島津さん。……島津さん？　あまり睨にらまれると困るんですけど」

「いや。ちょっと折り合いが付かなくて。わたしを騙だましてくれたの、あなたなんでしょ？」

「……それは本当に申し訳なく。謝罪ならいくらでもしますが」

「いいよ。わたしも真島の力になることに文句はないし。それに、あなた、ボロボロだしね」

　と、多少のいざこざのようなものはあったが、これで全員が顔を揃えたことになる。

「それじゃあ、ここから先の行動に関してだな」

　真島孝弘の言葉に、全員が耳を傾けた。鐘木幹彦の件については片付いたが、これはまだ状況の一段階目が終了したに過ぎないのだ。

「次は、加藤さんだ。攫さらわれた彼女を救出しないといけない。幹彦。彼女がどこにいるのか教えてもらえるか」

「もちろん」

　少年たちは為すべきことを為そうとしていた。しかし、そのときだった。

「なんだ!?」

　地面から突き抜けるような大きな振動が、その場の全員を襲ったのだ。

　これまでで一番大きな振動だった。

　それと同時に、さっきあやめと島津結衣が入ってきた出入り口が閉まった。

　その場の全員が緊張に顔を硬くする。そうしたなか、場違いな笑い声があがった。

「は、はは……」

　地面に倒れ伏した、襲しゆう撃げき班のリーダーだった。先程ドーラに斬られたが、まだ息があったのだ。吐血で真っ赤に染まった口が開かれた。

「ははは。終わり、だ」

「お前、なにを知ってる!?」

　鐘木幹彦が怒鳴ると、男は死相の浮かんだ顔に笑みを浮かべた。

「おれ、たちは……失敗した。だから、次だ」

「次……？」

「覚悟、しろ……この……部屋は、崩れる……」

　呪のろいの言葉を残して、男は今度こそ事切れた。

　その言葉を証明するように、天井に亀裂が走った。

「まさか!?」

　鐘木幹彦は状況を理解して、大きく顔を歪ゆがめた。

　彼は自分が捨て駒であると認識していた。ぶつけて相手を損耗させるための消しよう耗もう品だと。

　しかし、実のところ、それどころではなかったとしたら？

　たとえば『この場に真島孝弘を釘付けにするためだけに配置されていた』のだとしたら、どうだろうか？

　最初から勝敗に意味なんてなかったのだ。

　勝てるならそれでよし。仕留めきれないか、敗北するかした場合は、諸もろ共ともに圧殺する。最初から、そのつもりだったとしたら……。

「ハリスン――ッ！」

　少年のあげた怒号が、地響きに掻かき消された。
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　時間はしばし遡さかのぼる。

　オットマーに連れられた加藤真菜は、監視役の女騎士エリナーに引き摺ずられるようにして移動していた。事件の首謀者であるハリスンに呼び出されてのことだった。

　辿り着いたのは、祭さい壇だんを備えた大部屋だった。

　部屋に足を踏み入れた瞬間、少女は顔を引き攣つらせた。

　待ち構えていたふたつの集団が、視線を集中させてきたからだ。

　一方はオットマーによく似た雰囲気の鎧よろいの男たち。もう一方はエリナーと同じ聖堂騎士だ。

　女性も何人かいたが、大多数は男性だった。

「う……っ」

　口のなかが一瞬で乾いて、血の気がひいた。再発した男性恐怖症は収まっていない。オットマーひとりでさえきつかったのに、これだけの人数だ。胃酸が食道を逆流しかけて、酷ひどい目眩めまいが襲ってくる。身も世もなく叫び出して、来た道を駆け戻りたい衝動が胸きよう郭かくを突きあげた。

　そうして正気を失ってしまえたら、どれだけ楽だっただろうか。

「加藤様？」

「……なんでもありません」

　パニックの兆ちよう候こうを、少女は無理矢理に抑え付けた。

　正気を失うわけにはいかなかった。想いを寄せる少年のためになにかできることはないかと、彼女は歯を喰いしばってこの場に来たのだから。

　唇を噛んで正気を保つと、集団からひとり外れて祭壇に立つ一際立派な騎士を睨にらみ付けた。

　短く刈かり上げた黒髪に、ヘイゼルの瞳ひとみ。彫ほりは深いながらも自分たちと似通った顔立ちは、彼に流れる異い邦ほう人じんの血を感じさせる。鍛え上げられた分厚い体には、重厚な存在感があった。

　聖堂騎士団団長ハリスン＝アディントン。今回の事件を引き起こした首しゆ魁かいだった。

　このような機会でもなければ、近付けなかった相手だ。

　ぎゅっと握り込んだ華きや奢しやな拳で、少女は自分の胸を強く押さえ付けた。

「……力をください、先輩」

　かつてコロニーで人々の残酷さに心を抉えぐられ、死の恐怖に魂たましいを脅おびやかされながら樹海を彷徨さまよい、なお前に進んだ彼のことを思った。彼に寄せる思し慕ぼの念だけが、彼女を支えてくれていた。

「行きますよ」

　オットマーが振り返って声をかけてくる。

「……ええ」

　自分のなかにあるトラウマを抑え付けながら、足を引き摺って歩く。

　一歩、一歩。

　震えあがる体の芯を抑え付けるようにして、一歩ずつ。

　ふたつに分かれた集団の丁度、真ん中へと、ようやく辿り着いて――

「……？」

　ふと気付いた。

　なにか、おかしい。

　頭が回らないせいで気付くのが遅れてしまった。しかし、一度気付いてしまえば、違和感の正体は明らかだった。

　呼び出しておきながら、この場にいる人々は自分の存在に無関心だったのだ。

　祭壇の上にいるハリスンはこちらに一いち瞥べつを向けるでもなかった。他ふたつの集団も、彼女に目を向けたのはさっき大部屋に足を踏み入れた瞬間だけ。代わりに彼らは、なにかを熱心に見詰めていた。

　なにを見ているのか。

　そちらに視線を向けたところで、少女は大きく目を見開いた。

「……真島先輩!?」

　祭壇の前、ふたつの集団が注目する先。

　床が丸く切り取られて、遠い景色を映し出していた。なんらかの魔法的手段による映像だろう。広い空間で話し合う少年たちを、俯ふ瞰かんで見下ろす視点だった。

　傷付き倒れた鐘木幹彦と、彼を下くだした真島孝弘の姿があった。

　無事だったのだ。その事実に安あん堵どしつつも、加藤真菜は不審に思った。

　この光景は、ここに集った人間にとっては望ましくないものであるはずだった。

　なのに、彼らが悔しがったり困惑したりする気配はまるでなかったのだ。

「……してやられましたな」

　聖堂騎士のひとりが言った。特に動揺した様子はなく、淡々としていた。

「意味のない勝利だ。これで終わりなのだから」

　今度は平坦な目をした騎士のひとりが口を開いた。

　それを聞いて、加藤真菜は背筋に怖おぞ気けが走るのを感じた。男の口にした言葉には、目の前の人間の死を確信した不吉な響きがあったからだ。

　このままではいけない。その想いが、少女を突き動かした。

「ハリスン＝アディントン！」

　恐怖を大声で誤ご魔ま化かして叫んだ。

「わたしを呼んだのはあなたでしょう！　なにか用があったのではないのですか！」

　それで、初めてハリスンのヘイゼルの瞳ひとみが彼女を映し出した。

　思ったよりも落ち着いた目だった。

　先日、挨あい拶さつをしたときとは違って、事ここに至っては態度を繕つくろう必要はない。てっきり、モンスターを率いる少年に対して抱いている、おぞましさや怒りといった負の感情を見せるかと思ったのだが、彼はあくまで変わらない。

　騎士のなかの騎士。

　その佇たたずまいは変わらないままに、ハリスンは口を開いた。

「……なにか、勘違いがあるようだな」

「え？」

「あなたに用があるわけではない。わたしはただ、無用な犠ぎ牲せいを出すつもりはないだけだ。万が一のことを考えると、あの場所では『巻き込まれる』可能性があったからな」

　これは、予想していなかった。

　てっきり、真島孝弘のことに関して、あれこれと尋問されるのではないかと覚悟していたからだ。あるいは、見せしめとして痛めつけられるか。しかし、そうではないらしかった。

　付け加えると『巻き込まれる』という言葉の意味もわからない。

　意外なことに、隣で体を支えているエリナーも戸と惑まどった様子だった。ここまで自分を連れてきたオットマーのほうは、こちらに背中を見せているのでわからないが、少なくとも彼女は状況を知らされていないようだ。

　見当も付かない以上、訊きくしかない。

「なんの話ですか」

「説明はしてもいい。あなたには、その権利がある」

　意外なことに、あっさりとハリスンは許きよ諾だくした。ただ、こうも続けたのだ。

「だが、その前にすることがあるな」

　静かに、命じた。

「やれ」

　瞬間、オットマーがこちらを向いた。
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　振り返ったそのときには、オットマーの手は剣の柄つかを握っていた。

　抜き打ちの一いつ閃せん。

　ハリスンに気を取られていたため、加藤真菜はまったく反応できていない。もっとも、そうでなくても、騎士として鍛たん錬れんを積んだ男の攻撃に、戦闘技術を持たない少女がなにをできるはずもなかった。

　剣が振り抜かれ、鮮血が飛び散った。

　真っ赤に染まった加藤真菜は、ぺたりと地面に尻しり餅もちをついた。

「……」

　理解が追い付かない。

　目の前の現実をそのまま認識することしかできなかった。

「エリナー、さん……？」

　斬られたのは、監視役の女騎士だったのだ。

　ごぼりと大量の血液を吐き出して、彼女は地面に膝ひざを突いた。

　祭壇の上から命令を下したハリスンが、口を開いた。

「……先程、同盟騎士団の団長が奪取された。鐘木幹彦の指示に従い、同盟騎士団の残党が動いたらしい。それだけではない。どうやら今回の作戦におけるトラブルの多くは、鐘木幹彦の差し金だったようだ」

「え？　鐘木先輩が？」

　加藤真菜にとっては、初耳の情報だった。

　ただ、鐘木幹彦の言動には疑問を抱いていたため、腑ふに落ちるものもあった。

　彼は裏切り者と思われることも覚悟して、大事なものを守ったのだろう。なにがあっても大事なもののために抗う姿は、彼女が想いを寄せる少年に通じるものがあった。

　泥に塗まみれて、なお輝かがやかしいものがある。

　その輝きに魅みせられる者がいるのは、不思議なことではない。自分がそうだし、彼女もきっとそうだったのだろう。

　血に塗れたエリナーに、ハリスンは淡々と言った。

「常に鐘木幹彦には監視が付いていた。動き回れるような隙はなかった。とはいえ、ひとりでも裏切り者がいたならば、多少は話が違ってくる」

「……」

「お前が裏切り者だ。申し開きはあるか」

「いいえ。ございません」

　エリナーは血の気の失せた顔で答えた。

「処罰を受けるのは当然のことです。けれど、後悔もありません」

「たぶらかされたか。己の使命を見失うとは」

「懸けん命めいな人は輝いて見えるものです。たとえ想いが届かないとしても。あの方を損なうことに、わたしはどうしても正義を見出せませんでした」

「それでも正義を為すのだ。それこそが異邦人の末まつ裔えいであり、この世界を構成する一員たりえぬ我らの役目なのだから」

　ハリスンは首を横に振った。

「揺らぎやすいこの世界を維持することこそが、我らの使命であり、正義なのだ。残念だ、エリナー。無駄に命を散らすとは」

「なにを……」

「お前の裏切りには意味がない。ここで彼らは死ぬ」

　ハリスンは断言すると、手に持った拳大の宝玉を掲げた。

「この『世界の礎石』は制御が難しい。だが、十分に時間をかけて場所を絞り込んだうえであれば、大規模な改変も不可能ではない。このようにな」
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　拳大の宝玉――魔法道具『世界の礎石』にハリスンが魔力を流し込むと、地面が徐々に揺れ始めた。

　揺れは段々と強くなる。しかし、魔法による映像の向こうは、その比ではなかった。

「せ、先輩……っ！」

　加藤真菜が見詰める先で、少年たちが異変に気付いて血相を変えていた。

　パラパラと落ちる天井の破片らしきものが見えた。

「まさか、部屋ごと圧殺するつもりで……!?」

　この場にいる人間が、鐘木幹彦の敗北に動じていないわけだった。どのように転んでも問題ないように、ハリスンは手を打っていたのだ。

　そう気付いた少女の背筋を、戦せん慄りつが駆け抜けた。

　だが、もう遅い。

「これで、終わりだ」

　残酷な宣言。

　少年たちの努力も、想いも、献けん身しんも。すべては正義のもとに押し潰される。

　この異界そのものを操作する力に、抗うすべなどあるはずもない。

　そのはずだったのだ。

「……なんだと？」

　疑問の声が、ハリスンの喉のどを震わせた。

　映像の向こうで揺れは続いていた。だが、それ以上に崩ほう壊かいが進むことはなかった。

　予定外の事態だった。

　いったい、なにが起こっているのか。

　この場で最初に気付いたのは、戦う力を持たない少女だった。

「先輩……？」

　床に展開された魔法の映像のなかで、少年がひとり頭上を睨にらみ付けている。まるで覗のぞき見みに気付いているかのように。

　その目が、まだ終わらせはしないと告げていた。
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「なぜ、崩れない……？」

　想定外の状況に、ハリスンは低く呻いた。

　とはいえ、さすがに動揺は小さい。すぐに原因を探ろうとする素そ振ぶりを見せた。

「『世界の礎石』が操作を受け付けなくなった？　いいや、違うな。むしろ、これは……」

「ハリスン様？　いかがなさったのですか？」

　聖堂騎士のひとりが問い掛けた。

「まさか『世界の礎石』に、なにか問題でも……？」

「いや。『世界の礎石』は支障なく稼働している。なんの問題もない」

「でしたら……」

「だが、動かないのだ。これではまるで、干かん渉しようを受けているかのような……」

　ハリスンの言葉を聞いて、場がざわついた。各々が近くの者と顔を見合わせる。

「干渉？　そんなことがありえるのか？」

「わからない。だが、ハリスン様がおっしゃるのなら」

「待て。『世界の礎石』は、この異界を創り上げている特異な魔法道具だぞ」

「そうだ。この異界そのものに作用している以上、同種の魔法効果でなければ干渉などできるはずがない……」

　口々に言い合う。

　ハリスンが仕掛けているのは、ある意味で世界そのものを用いた圧殺だ。抵抗などできるはずがない、絶対の罠だった。

　だから、その場の全員が状況を理解できない。ただのひとりを除いて。

「同種の魔法？　……まさか」

　希望を込めて、加藤真菜はつぶやいた。

　彼女は知っていたからだ。もうひとつの、異界を創り上げる魔法を。

「真島先輩……！」

　気付けば、魔法の映像の向こうは霧きりの白色に染まりつつあった。
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「こ……れは？」

　落ちてこない天井を見上げて、鐘木幹彦は目を瞠みはっていた。

　いつの間にか、天井を霧が覆おおいつつあったのだ。

　もちろん、そんなもので天井を支えられるはずもない。

　本来であれば。

　だが、事実として霧きりは天井の崩ほう壊かいを喰いとめている。それどころか、亀き裂れつさえ修復していくのだから、瞠どう目もくするほかなかった。

「た、孝弘？　これ、お前がなにかやってんの？」

「……ああ」

　真島孝弘の背後には、霧を纏まとうサルビアが姿を現していた。ふたりから生み出される霧は濃さを増し、いまや広大な空間を満たそうとしていた。

「最初からな、こうするつもりではあったんだ。だから、幹彦と戦いながら、サルビアには準備を進めてもらっていた」

「準備？　って、なんの？」

「この異界を生み出した『世界の礎石』の制御に、干渉するための準備だ。理屈のうえでは可能だったからな」

　強制転移でこの場に連れてこられた時点で、魔法『霧の仮宿』は使用不可能になっていた。

　この場が異界であり、それを創り上げた『世界の礎石』の『異界を創る』という魔法効果が『霧の仮宿』本来の性質と干渉していたからだ。そこで、干渉をしないように調節することで、魔法『霧の仮宿』を発動できるようにした。

　いましているのは、その逆だ。

　干渉を最大にしている。

　作用に対する反作用。干渉をされていたのなら、こちらから干渉できるのが道理だ。

　とはいえ、もちろん、それが不十分なものであれば、抵抗はあっさり潰されてしまうだけだ。だが、いまの真島孝弘にはそれを可能とする素地があった。

「おれにどこまでできるかはわからなかったけどな」

「……いいえ。いまの旦那様ならできるわ」

　サルビアは少年の頬ほおを撫なでた。愛おしげで、どこか痛ましげな仕草だった。

　あの内面世界で彼女だけが目の当たりにした喪失を代償にして、少年の魔法は次の段階に進んでいたのだ。それこそが、異界の創成能力だった。

　一から作ろうとすれば、さすがに魔力が足りないが、今回は元からある異界を操作するだけでいい。必要とされるのは、最低限の強度と、相手をはるかに上回れるだけの制御力だ。そして、制御だけであれば、真島孝弘の『霧の仮宿』は、ハリスンの操る『世界の礎石』を十分に上回っていた。

「そっか。さっきのはそういう……」

　そう鐘木幹彦がつぶやいたのは、先程、奥の手の『エアリアル・ナイツ』を凌しのがれたときのことを思い出したからだった。

　あのとき、およそ２５０あった彼の武器は、一いつ斉せいに動きをとめられそうになった。なにをされたのかと思っていたが、あの時点で、すでに真島孝弘は異界に一時的な干渉をできるようになっていたのだろう。この異界の空間そのものに作用することで、間接的に武器の群れをとめたのだった。

「……ははっ、すっげーじゃん」

　戦いの間、彼は親友との戦いに相性の悪さを感じていたが、これはそれどころではなかった。異界を制御しているハリスンにしてみれば、こんなの想定すらしていない致ち死し性せいのウィルスのようなものだろう。

「もう少し時間がほしかったけどな。こうなったら仕方がない」

　霧きりの女を引き連れて、真島孝弘は魔力を練り上げた。

　決意を込めて、宣言する。

「ここから、この世界の制御を乗っ取る」

　そうして、侵食は開始された。

　まずは手近な制御からだ。

　揺れを収めて、天井を完全に修復する。これで命の危険はひとまずなくなった。

　あとは、近いところから片っ端だ。

　ほとんど、抵抗らしい抵抗はなかった。当たり前だ。想定していない危機に備えることはできないのだから。

　同時に、霧の魔法の認識能力を応用するかたちで、乗っ取った異界を触覚に変える。

　まるで無人の野を駆けるがごとく、意識は世界を行き渡って――

「――見付けた」

　そうして、真島孝弘は目的のものを見付け出した。

「ハリスン＝アディントン」

　重厚な空気を纏まとった騎士の姿を、確かに少年の感覚は捉えていた。

　それはつまり、この異界を制御する『世界の礎石』のもとまで、侵食の糸が届いたことを意味している。

　ここまでくれば、完全掌しよう握あくまではあとわずかだ。

　気を抜くことなく、最後まで侵食の糸を伸ばそうとして――




「まだだ」




　――確固たる信念に支えられた、男の声を聞いた。

　次の瞬間、一度は引っ繰り返したはずの勝負の天てん秤びんが反転した。
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　――聖堂騎士団団長とは、果たしてどのような存在だろうか。

　この世界において最大の武力と、最長の歴史を誇るのが聖堂騎士団という組織である。ゆえに、その団長を務める者には、これまで積み上げられてきたすべてを背負って立つだけの力が求められる。すなわち、ある観点においては、ハリスン＝アディントンという男こそが、この世界に住まう人々の頂点と言っていい。

　だから、まだ終わらない。

「な、に……？」

　その瞬間に起きたことは、ただ理不尽としか言いようがなかった。

　ぶちぶちと。

　真島孝弘が伸ばしていた制御の糸が、力尽くで千切られていったのだ。

　ありえないことだった。

　魔法の強度というものは、魔力操作の巧たくみさと、注ぎ込んだ魔力量の乗算で決まってくる。その点でいえば、魔法『霧きりの仮宿』に関わる真島孝弘の魔力操作能力は、例外も例外だ。それは魔法に関わる技術の巧みさというよりは、魔法そのものであるサルビアとの親和性に拠ったものだからだ。

　ましてや、『世界の礎石』は操作が難しい。魔力操作においては、隔かく絶ぜつした差があった。

　しかし、だとすれば、少年がいま感じているものはなんなのか。

「こいつは、まさか……」

　彼はそれを知っていた。

　重々しく、膨ぼう大だいな魔力量。理不尽極まりない力。

　それはきっと、世界を救ってしまえるほどの。

　いいや。むしろ、これはそれ以上の……。

「ハリスン……！」

　戦せん慄りつとともに呻うめき声をあげる。

　収まっていた揺れが、再び活動を始めていた。
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「……嘘うそ」

　加藤真菜は、目の前で起こっていることを信じることができなかった。

　手に『世界の礎石』を持つハリスンの身から、膨大な魔力が迸ほとばしっていた。回復魔法だけとはいえ、魔力を扱うことのできる彼女には、その異常さが理解できた。

　魔力規模の、桁けたが外れているのだ。

　確実に転移者レベルか、それ以上。

　単純に魔力量だけで強さが決まるわけではないにせよ、これに対抗できる者が探索隊に何人いるだろうか。

「これは、いったい……」

「……『完全一致』」

　答えたのは、血に塗まみれたエリナーだった。

「研けん鑽さんを重ね、心身ともに鍛え上げ、魂たましいの在り方をかつての勇者様に一致させることで、かつての勇者様を再現したもの。それが『完全一致』です」

「ハリスンがそうだというんですか」

　加藤真菜の言葉に、エリナーは首を横に振った。

「いいえ」

「……え？」

「違うのです。そうではありません。それどころではないのです」

　否定されたのは、決して高く見積もっていたからではなかった。

「不敬なことであるために、公称としては『完全一致』とされていますが、実際は違います。ハリスン＝アディントン様は、史上唯一、かつての勇者様を超えた存在なのです」

「な……っ」

　加藤真菜は絶句した。

　なんだそれは。

　ありえない。

　あってはならない。

　反射的にそう思った。

　……いいや。

　正確にいえば、彼女の聡そう明めいさはそれがありえることを瞬時に理解していた。

　転移者が半生を元の世界で過ごしたうえでこの世界にやってくるのに対して、現地の人間はこの世界で最初から戦いのなかに身を置いている。『恩恵の血族』のような転移者の子孫が、素質においてオリジナルに迫りうるのであれば、そのなかにオリジナルを超える者が出てくることは十分にありえる事態だった。

　だが、だとしても、やっぱりありえないのだ。

　可能性としてはありえても、状況がそれを否定している。

　だって、この世界では転移者は勇者として崇あがめ奉たてまつられている。いまこのときも、最重要のものとして扱われているのだ。もしも本当に転移者を超える現地の実力者がありえるなら、転移者をこうも重要視する必要性なんてない。

　おかしい。

　ありえない。

　その瞬間、彼女は底知れない怖おぞ気けを感じていた。

　消化できないものを呑み込んでしまったような違和感。ずっと感じていたモノ。

　この世界はなにかおかしいと、これまでずっと感じていた。

　それが、これだ。

　そう直感していたのだ。

　そもそも、この世界はそれほど『勇者』を必要としているだろうか？

　もちろん、一個の強大な戦力の有用性については理解できる。人々が滅びかけていたという古い時代から今日まで、その存在が必要とされていた期間は長かっただろう。

　だが、世界は進歩し、発展する。

　いまや、この世界は十分に文明を発達させており、ある程度纏まとまった戦力を養えるようになっている。真島孝弘一行が苦戦した辺境伯領軍などは、その最たる例だろう。

　必然、勇者の価値は相対的に低くなっている。これは良い悪いではない。そういうものなのだ。世界が進歩発展していくにしたがって、かつて必要不可欠だったものの重要性が下がっていくのは、歴史の必然と言える。

　そういう意味で、ハリスン＝アディントンの存在は、いっそ象徴的でさえあった。

　彼は個人として結晶した、歴史の精髄とも言っていい。恩おん寵ちようの血族という素養ある人間が多く集まり、十分に才能を磨みがきうる環境が用意されたからこそ、そのなかから彼のような存在は生まれうるのだから。

　しかし、その一方で、この世界が勇者を最重要視し続けていることは事実だった。

　これはどういうことなのか。

　あまりにもハリスン＝アディントンという男の存在は、理解不能でいて理り不ふ尽じんだった。そのような男の手によって状況が大きく変えられてしまったのなら、それはある種の必然だったのではないかと感じられるくらいに。

　魔法の映像の向こうでは、収まっていたはずの崩ほう壊かいの予よ兆ちようが、少年たちを脅かしていた。

「さすがはハリスン様！」

　聖堂騎士たちは色めき立ち、反対に加藤真菜は蒼あお褪ざめる。この人物には勝てるはずがない。いまのハリスン＝アディントンには、そう思わせる格があった。

　勝敗は決したかに思えた。

「……ハリスン様？」

　しかし、誰もがすぐに、状況はそう簡単なものではないことに気付いた。

　ハリスン本人が、厳しい表情を崩していなかったからだ。

「この状況で堪たえるか、真島孝弘」

　漏れた言葉には、驚きが滲にじんでいた。

　大きく揺れてこそいるものの、映像の向こうの空間は崩れない。ハリスンが大きく優勢であることは確かだが、まだ抵抗が続いているのだ。いまも壮そう絶ぜつなまでの制御争いが行われていることは、膨ぼう大だいな魔力を放ち続けているハリスンの姿から明らかだった。

「真島孝弘。まさに不ふ屈くつだな」

　少年は諦あきらめない。

　理不尽な力に引き千切られるはしから、侵食の糸を繋げていく。

　一瞬でも気を抜けば押し潰されるプレッシャーのなかで、必要なことをし続ける。それどころか、反撃に転じる機会を狙い続けてさえいる。そうした姿は、強大なドラゴンに剣一本で挑むお伽とぎ噺ばなしの英雄めいたものさえ感じさせた。

「お前のような者こそ、本物の勇者と呼ぶのかもしれんな」

　そこに、なにを思ったのか。

「残念だ」

　ハリスンがこぼした言葉には、本物の感情が含まれているように思えた。

　だが、それでなにが変わるわけでもなかった。

「わたしはお前を殺さねばならないのだ」

　断固とした口調で告げる。

　そうした姿を見て、加藤真菜は自分が勘違いをしていたことに気付いた。

　ハリスンは単純な好悪や生理的な拒絶といった感情で、敵に回ったわけではない。そこには、鋼こう鉄てつの意志がある。真島孝弘と同じく、彼もまた強烈な信念を抱いてここにいるのだった。

　だとすれば、反撃の隙は生じまい。そのような緩みを、ハリスン＝アディントンその人が自分自身に許さないからだ。

　このままでは駄目だ。

　そう悟さとって、真っ暗な闇のなかに放り出された気持ちになった。

　この場に、他に仲間はいない。可能性があるとすればエリナーくらいのものだが、彼女は瀕死の状態だ。ひとりでどうにかするしかなかった。

　だが、自分には戦う力がない。武器や道具の類は取り上げられてしまっているし、あったところでこの状況でなにができるわけでもないだろう。

　かといって、ハリスンを説き伏せることも不可能だ。彼の鋼はがねの意志を覆くつがえすのは、真島孝弘に眷けん属ぞくを殺させようと説得するようなものだ。そんなことできるはずもない。

　八方手詰まり。なまじ頭が回るために、少女は最も残酷なその結論に達してしまう。

　絶望が指の先までを満たしていく。

　自分には、この状況を覆せない……。




　――だから、ここでなにもできずにいるの？




「ッ……！」

　その瞬間、全身がカッと熱を持った。それは、魂たましいの奥底からの拒絶の意志だった。

　映像の向こうでは、大事な少年が諦あきらめずに抗あらがっている。

　だったら、自分だって諦めるわけにはいかない。

　燃え上がった感情が、恐怖も絶望も纏まとめて焼き尽くしていく。

　少女もまだ、諦めてはいない。










10　少女の願い




　このまま大事な人を失うことだけはあってはいけない。

　加藤真菜はぐっと拳を握り締めた。

　これまで、自分はあの人にずっと守られてきた。だからこそ、ひとりで立つことができたし、みんなのために考えを巡めぐらせることもできたのだ。

　けれど、いまはそれでは足りない。自分ひとりで彼を助けなければいけないのだった。

　恋い焦がれる少年の死が秒単位で近付いてくる現状を前に、少女の思考は危ういほどに研とぎ澄まされていた。

　可能性を模も索さくする。

　現状は手詰まりだ。選択肢はひとつとしてない。

　すでに整理し終えている状況から、まずはそう結論付ける。

　だから活路を見出すとしたら――まだここにない選択肢を生み出すしかない。

　すなわち、自分自身の転移者としての適性を。

「どうして……」

　どうして自分は、無力であり続けているのか。

　それは、無力さを痛感し続けていた彼女が、これまでずっと考え続けていた疑問だった。

　何千、何万、何十万回、疑問を繰り返したかもわからない。

　いまこそ、その答えを出さなければならないのだった。

　さいわい、この場所に来てから手掛かりは得られている。脳のう裏りに思い出されたのは、工藤陸から掛けられた言葉だった。

　――あなたは、ぼくと似ている。弱いところも、破滅的な性質も含めて。断言しましょう。あなたが能力を発現したとき、きっと酷いことになる。

　――少なくとも、いまのあなたでは、待っているのは破滅です。その未来が恐ろしいから能力を発現できずにいるなら、下手なことは考えないほうがいい。

　彼の言っていることは、部分的には正しい。

　転移者の能力は、望みによって生まれる。望む内容によっては、破滅的な能力が発現する可能性はありうる。

　そして、加藤真菜は自身の望みを最初から知っていた。

　わざわざ考えるまでもない。自分という人間を知っていれば、他人でも想像が付けられるような『わかりやすい望み』だからだ。

　ゆえに、発現されるだろう能力も、実のところ予測ができている。

　それはもう酷いことになるだろう。そこについては、工藤陸の言い分は的まとを射いていた。

　しかし、破滅が恐ろしいから能力を発現できずにいるという部分は違っている。

　だって、恋い焦がれる少年を失うほうが、よっぽど恐ろしい。

　天秤にかけることさえ馬鹿馬鹿しいくらいに。

　だから原因があるとしたら、別にあると断言できた。

　だとすると、それはなにか？

　やはり望みが足りないのか……。

「……いえ。違う」

　それでは行き詰まりだというのもあるが――それ以上に、もしもそうであるのなら、工藤陸は忠告なんて寄よ越こさなかっただろう。

　あの少年は、どこか自分と似通った部分がある。それは彼自身も言っていた通りで……その彼が破滅のにおいを嗅かぎ取ったという事実は、軽々に無視していいものではないだろう。

　自分の抱いている望みの強さを疑うべきではない。

　この胸にある想いの丈を、もっと信じてあげるべきだ。

　そう結論付けたことで、ひとつ思考が前に進んだ。

　すなわち、ここで本当に考えるべきことは『能力が発現しないのはなぜなのか』ではなく『当然発動しているはずの能力を妨さまたげているものはなんなのか』ということなのだと。

　そう気付いて、もう一歩。次の段へと階段を昇るようにして、理解が進む。

「……あ」

　ヒントをくれたのは、魔法の映像の向こうにいる彼だった。

　必死に抗うその姿が、彼女に気付きを与えた。

　襲い掛かる『世界の礎石』と、せめぎ合う『霧きりの仮宿』との拮抗。

　同種の能力。壊すものと、抗うもの。

　逆のベクトルの想いがぶつかり合い、打ち消し合う。

「ひょっとして……」

　これと同じことが起きているのではないだろうか。

　足りなくて発動しないのではなく、発動はできるけれど、打ち消されてしまっている。

　そして、自分の願いの発現を妨げるものがあるとしたら、それは――

「――もうひとつの願い？」

　転移者が心からの望みをふたつ持っていたとしたら、どうなるのだろうか？

　ましてやそれが、お互いにお互いを否定していたとしたら？

　もちろん、能力を発現させるほどの望みをふたつ持つなんて、可能性としてはあまりにも低過ぎる。だが、可能性の低さは、可能性そのものを否定するものではない。

　矛む盾じゆんした願いを持つなんて、おかしなことではあるかもしれない。けれど、矛盾を抱くことができるのも人間なのだ。

「……そういうことだったんですね」

　そこまで理解が進めば、聡明な少女が答えに辿り着くのは、そう難しいことではなかった。





◆　◆　◆






「……ふ、ふふっ」

　少女の唇から、小さな笑い声が零こぼれ出た。

　真島孝弘を潰すために集中していたはずのハリスンがそれに気付いたのは、戦う者としての直感が、身に迫る危険を感じ取ったからかもしれない。

「なにを笑っている？」

　無論、このときの彼はそこまで深く状況を理解していない。ただ気を逸そらされたと感じただけだった。

　笑いを収めると、加藤真菜は答えた。

「……いえ。自分が、情けなくて」

　答える口調は落ち着いていた。囚とらわれの身であり、目の前で大事な仲間が圧死させられかけているのを目の当たりにした人間としては不自然なくらいに。

「本当に、情けない」

　そう続けた瞬間、その場にいる全員が不吉なものを感じ取った。

　けれど、ハリスンでさえ、それがなぜなのかわからない。

　実際、目の前にいるのは無力な少女なのだから仕方なかった。

　内側にあるモノの特異さは、表に出るまではわからない。

「わたしはずっと、先輩に守られてきました。一度壊れてしまったわたしが歩き出せたのは、間違いなく先輩のお陰です。他人のことを気遣っている余裕なんてなかったはずなのに、あの人はわたしを気遣ってくれました。あのとき、確かにわたしは先輩の心に触れたように感じたんです」

　滔とう々とうと少女は語った。

　まるでそれが遺ゆい言ごんのように聞こえたのは、きっと、間違いではなかった。

「先輩に恋い焦がれて動き出した。仲間として扱ってもらった。それはまるで、夢みたいな時間でした。だから、そのものが望みにもなったんです」

「……なにを言っている」

「自覚していなかった望みの話です。わたしは願っていたんです。夢みたいなこの時間が、ずっと続いてくれればいいって。最初に与えられた先輩からの居場所が『守られる存在』だったから、そうあり続けなければいけないと無意識に思ってしまった」

　楽しい日々。面白おかしい時間。幸せなひととき。なにもかも変わらずにいてほしいと思うことは、それなりに普ふ遍へん的てきな感情だろう。彼女も同じだったのだ。

　なにもかもを諦あきらめきっていたから、少年から与えられたものは殊こと更さらに嬉しくて、なににも代えがたい宝物となった。

　ただ傍そばにいられるだけで幸せだった。失うことなんて怖くて考えられなかった。

　だから、変わらずにいることを無意識に望んだ。

　それが能力として成立するくらいに。

「だけど、それも終わりです」

　少女は臆おく病びようでもあったが、同時にひたむきでもあった。この場面を打開して想い人の危機を救うためには、これまで押さえ付けられ続けていた能力を行使する必要があると知っていた。どうして押さえ付けられていたのか原因がわかれば、そのくびきを取り払うことに躊躇ためらいはなかった。

　……もちろん、変わらずにいたいと思う気持ちは、いまでもあった。

　幸せな日々。温かな時間。

　恋人にはまだ届かないけれど、親しい友人よりも確実に近い距離。

　あの人の近くで、変わらない日々を過ごしたい。

　変わってしまうのは怖い。あまりにも、恐ろしい。

　……けれど、無力なままであり続けて大事な人を失うことのほうが、もっと怖い。

　だから、自分を繋ぎとめていたこの願いにさよならをしよう。

　最初の願いを呼び覚まそう。

　あの山小屋で出会い、恋をして、怪物とともにある少年を前に抱いた想いを、ここに解き放つのだ。

　たとえそれが、自身の破滅を意味しているとしても。





◆　◆　◆






「オットマー！」

　ハリスンが叫んだのは、予兆を感じたからだった。

　恐ろしく膨ぼう大だいな魔力が、女性にしても小柄な少女のなかで蠢うごめいたように感じた。これまで感じたことのないほどの最悪の危機感が、端たん的てきな指示として放たれた。

「斬れ！」

　加藤真菜の一番近くにいたオットマーは、叶う限り迅速に命令をこなした。

　先程、エリナーを斬った剣を袈け裟さに振るう。

　剣の切っ先が深々と少女の肩口に埋まった。

　しかし、それは遅きに失した。

「この感触は……？」

　オットマーは目を見開いた。剣を握った手から伝わってきたのが、人を斬ったとは思えない異様な感触だったからだ。

「駄目ですよ」

　いっそ穏やかに、少女は笑いかけた。

　彼女にとっては、別にこれは驚くようなことでもなかった。

　この程度の攻撃では、痛つう痒ようを感じるはずもない。なぜならば、転移者が発現する能力の強度は、方向性こそ様々ではあるものの、概がいして望みの強さに比例するからだ。

　この望みは、常に彼女のなかにあった。

　少年に恋をしたその瞬間から、願い続けてきた。

　想いは募って、褪あせることはなく、積もり積もって、いまに至る。

　ずっと、ずっと。

　狂おしいほどに。

　心に秘め続けてきた望みを、さあ、いまこそ口にしよう。

　この思いの丈だけは、誰にも負けることはないと断言できるから。




「わたしは、怪物になりたい」




　その瞬間、少女の姿は反転する。
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　最初に標的となったのは、ハリスンだった。

　ほとんど爆発にも近い激突音があった。

　間合いを無視した振り下ろしの一撃と、認識できた者がいたかどうか。

「な……!?」

　その場の人間が気付いたときには、ハリスンが立っていた祭壇が崩落していた。

　なにが起こったというのか。

　だが、事態を把は握あくする時間はなかった。

　吹き飛んだ瓦が礫れきが地面に落ちるよりも前に、質量を持った黒い嵐が空間を蹂じゆう躙りんしたからだ。

「がぁあ……!?」

　オットマーは衝撃を受けて、高く宙を飛んでいた。

　彼は最悪の敵の一番近くにいた。けれど、ハリスンが優先して攻撃されたために、異変に気付いて回避するだけの時間があった。

　危機感に突き動かされて背後に跳び、壁となる『天使人形』を創生した。自身も盾をかざして防御できるだけの十分な鍛たん錬れんを積んでいた。だから――防御を固めた３体の人形をまとめて砕いたことで勢いが削がれた攻撃を、防御のためにかざした盾に受けて腕の筋を痛めながら、広大な部屋の端まで吹き飛ばされる程度で済んだのだった。

　だが、その場にいた全員がそうであったわけではなかった。

　オットマーと同じ特殊部隊と、聖堂騎士団第一部隊が合わせて50名ほど。いずれも劣らぬ最高クラスの騎士たち。




　――そのうち、実に６割が先の一瞬で絶命した。




　３割は即死しなかっただけで、あと数分ともたない瀕ひん死しだった。

　残りの１割だけが、決して無事ではない満まん身しん創そう痍いの状態でそれを見た。

「……なんだあれは」

　呆然と、オットマーはつぶやいた。

　見上げる先に、おぞましいモノが立っていた。

　ぱっと見た印象は、枝を伸ばした真っ黒い樹木だ。だが、よく見れば違うことに気付いた。

「モンスター……？」

　どす黒い半液体状の体組織を持つ化け物だった。

　枝のように見えたものは、側面から無数に生えた触手だった。これが、渾こん身しんの力でハリスンに振り下ろされ、続けて辺りを縦じゆう横おう無む尽じんに薙なぎ払ったモノの正体だった。

「……『スライムの亜種』か？」

　オットマーはすぐに、自分の知識のなかで近いものを発想した。

　自分の常識内で理解できるものに当てはめたと言い換えてもいい。

　実際、よく似てはいた。

　……とはいえ、似て非なるものであることも確かだった。

　黒い触手が、ゆらゆらと揺れている。オットマーには、それがひどく、おぞましいものに感じられてならなかった。見ているだけで、自分のなかのなにか大切なものが削れていくような実感があった。奥歯を強く噛み締めて、正気を保った。

「……これが、あの少女だと？」
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　呻うめき声が漏れた。

　普段から人形のような男にしては珍しく、声が震えていた。

「どんな醜しゆう悪あくな願いを抱けば、このような醜みにくい化け物になるのだ」

　まるで理解できない。オットマーは、ただおぞましさに怖おぞ気けを走らせて――
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　――だから、彼には永遠に想像さえできないのだ。

　可か憐れんな少女が、どうして醜悪な怪物になったのか。

　少女のこれまでを知っていれば、いっそわかりやす過ぎるくらいだったし、以前に彼女は口に出してもいた。

　それこそ、彼女の旅が始まったばかりの頃のことだ。

　あの樹海の奥深くで、まだ名前もない白い蜘蛛くもに投げ掛けた言葉があった。

　――あなたたち眷けん属ぞくには言いたいことがたくさんあります。思い返せば、リリィさんもそうでしたね。なんでわたしなんかを羨うらやましがっているんですか。隣となりの芝しば生ふは青く見えるとはいえ、あんまりに残酷過ぎるとは思いませんか。『羨ましい』のはこちらのほうだっていうのに。

　――あなただってそうです。わたしには絶対に手に入れられないものが手の届くところにあるのに、それに気付いていない。文句のひとつも言いたくなって当たり前じゃないですか。

　かつてリリィは『醜みにくい怪物』である自分にコンプレックスを持っていて、主と同じ人間である加藤真菜を羨ましがっていた。けれど、その想いは向けられる側にしてみれば、あまりに残酷なものだった。なぜなら、その『醜い怪物』こそ、少女がなりたいものだったのだから。

　彼女はずっと、羨ましくて仕方なかったのだ。

　それこそ、こんな怪物に成り果ててしまうほどに。

　実際のところ、彼女がこれまで少女としてのカタチを保っていられたのは、ほとんど驚異的なことと言っていい。そこにいたのが、真島孝弘と加藤真菜のふたりであればこそ、そのようなことがありえたのだ。

　真島孝弘は誠実な少年であり、加藤真菜は聡さとい少女だった。

　あの状況で、人間である自分が想い人に仲間として受け入れられたことの価値を、少女は正しく理解していた。

　真島孝弘はトラウマに苛さいなまれながらも、加藤真菜という『人間』に向き合ったのだ。そんな彼の想いを無む為いにするような真似まねが、どうしてできるだろうか。

　結果、少女は『人間』を保った。

　眷属たちのことを羨ましいとは思っても、妬ねたましいとは思わなかった。ただ傍そばにいられるだけで満足していた。実際、望みを現実のものとする『霧きりの仮宿』の異界でも、彼女は数少ない『変わらなかった者』のひとりだった。自分も怪物になりたいという狂おしい望みは消えることはなかったけれど、現状の幸せが彼女を満たしていたのだ。

　恐らく、今日のような差し迫った状況さえなければ、彼女が自分の力に目覚めることは一生なかっただろう。

　ハリスンたちは、それを引き摺り出してしまった。

　一度、解放してしまった望みは力に転換され、その強さゆえに歯止めがかけられない。

　真島孝弘が元いた世界の記憶を失ったように、加藤真菜から少女の姿と付ふ随ずいした理性は失われた。

　ここにいるのは世界最強の怪物。

　覚えているのは、恋をした少年を守るという目的だけ。

　その目的に従って、怪物は動き出した。

　きっと怪物は、少年を脅おびやかすものをすべて排除するだろう。

　けれど、代わりに失われたものは大きい。

　あまりにも、大き過ぎた。




　……もしも、それをどうにかすることができるとしたら。

　それはきっと、ひとりだけだ。










11　失われてはならないもの




　異界そのものを利用したハリスンの攻撃は恐るべきものだった。

　おれはもう、ひたすらに堪たえるほかなかった。

　ただ、諦あきらめることだけはしなかった。反撃の隙を窺うかがい続けた。引き千切られる魔力の糸をしつこく伸ばし続け、加速する負荷に歯を喰いしばって、潰されてしまわないように努めた。

　ただただ、必死だった。だから、変化はあまりに唐突なものに感じられた。

「……え？」

　熾し烈れつな攻防を繰り広げていた敵の存在が、忽こつ然ぜんと消えたのだ。

　こちらのいる空間を押し潰す命令が途切れた。

「なにが起きたの……？」

　サルビアも同じものを感じたらしく、戸惑っていた。そうする間にも、落ちかけていた天井が修復されていく。こちらの制御が一方的に通った結果だった。もはや崩れる気配はかけらもない。あまりにも都合の良い状況に、一瞬、呆然としてしまった。

「ね、ねえ。どうしたの、真島」

　あやめを抱き締めていた島津さんが、異変に気付いて問い掛けてくる。しかし、どう説明したものかわからない。結局、そのままを話した。

「敵の干渉がなくなりました」

「なくなった？　どうして？」

「……わかりません。ちょっと待っていてください」

　状況は把は握あくできていないが、抵抗がなくなったことだけは確かだ。

　であれば、状況を知るためには先程のようにすればいい。世界を侵食する糸を伸ばしていき、同時に認識を飛ばしていく。敵の首しゆ魁かいがいるはずの空間へと……。

「……なんだ、これは」

　そうして見えたのは、惨状だった。

　広大な空間のあちこちで、石の床が不吉な赤色に染まっている。人だったものの残ざん骸がいが、そこかしこに転がっていた。漂う死臭さえ錯さつ覚かくするような光景だった。

　ハリスンが立っていたはずの祭壇に至っては、完全に崩れてしまって見る影もない。

　そして、その代わりを務めるかのように、空間の中央に怪物が屹きつ立りつしていた。

「……黒い怪物？」

　同じものを見ているサルビアがつぶやいた。その声には、明らかな怯おびえが含まれていた。それくらいに、怪物はおぞましくも圧倒的な気配を放っていたのだった。

　……けれど同時に、たった一体で立ち尽くす姿には、どこか物悲しい印象もあった。

「全員がやられたのか？　あの怪物に……」

　呆然とつぶやいたところで、はっと大事なことに気付いた。

「加藤さん！　加藤さんは……!?」

　先程、ハリスンのもとまで感覚の手を伸ばしたとき、加藤さんの存在をその場に感じた。

　この惨状で、彼女はどうなってしまったのか。一瞬で血の気がひいた。

「どこに!?」

　おれはすぐに空間を走査した。

　そうして、少しだけ胸を撫なで下ろした。

「いないか……」

「そうみたいね」

　殺された人々も含めて探しても、加藤さんの姿はない。彼女がどこにいるのか確認するまで安心はできないが、少なくとも、あの場で死んでいないことだけは確かだった。

「なあ、孝弘。なにがあったんだ」

　幹彦が声をかけてきた。

「『霧きりの仮宿』の応用で、孝弘がハリスンたちのいる場所を認識できてるんだろうなっていうのは推測が付くけど、それ以外はさっぱりだ。おれたちにもわかるように話してくれ」

「あ、ああ。そうだな。といっても、わかっていることはあまりないんだが……」

　話をするのに異存はない。むしろ敵の状況を一番よく知っている幹彦の意見はほしかった。

「どうやらハリスンたちはモンスターに襲われたらしい。見たこともないやつだ。それに、恐ろしく強い。なにしろ、あの場にいた人間たちの大部分を、この短時間で殺したんだからな。幹彦には心当たりはないか？」

「ハリスンたちを短時間で殺せるモンスター？　……いや、ないな」

「そうか。てっきり、敵の隠し玉かと思ったんだが」

「おれにまで隠されていたのなら、わかんないけどね。それで、加藤さんがどうこうって言っていたのは？」

「さっきまで、ハリスンと同じ場所に加藤さんがいたんだ。だけど、いまはいない。といっても、一緒に殺されたわけじゃないみたいなんだが。ただ、どこに行ってしまったのかは……」

　この異界の領域の一部は、かなりの範囲をすでに制御下に置いている。ただ、一度に認識できる領域には限りがあった。

「どこかに連れていかれたのだとすれば、探さないといけないが……手掛かりもなしだと時間がかかるな」

　おれが歯は噛がみしていると、床に仰あお向むけになっていた幹彦が上体を起こした。

「そのことだったら、孝弘。力になれるかもしれない」

「幹彦？」

　まだ治療も受けていない体は痛むだろうに、身を起こした幹彦は懐ふところからなにか取り出してみせた。

「渡そうと思ってたんだ」

「これは……転移の魔法道具か？」

　見たことのある紫色の宝玉だった。

　理解できずに見返すと、幹彦は真剣な顔で口を開いた。

「もう一方は、加藤さんが持ってる。正確には、気を失っている間に仕込んどいたんだけど」

「幹彦、お前……」

「これで加藤さんのもとに行けるはずだ」

　きちんと手を打っていたらしい。本来なら死ぬことも覚悟してここにいたはずだから、これは幹彦なりのケジメだったのだろう。この場面では、これほど頼りになる品物はなかった。

　しかし、幹彦の表情は厳しいものだった。

「わからないのは、これはもともと、こっちに加藤さんを奪だつ還かんするために用意しておいたものなんだ。ひとり協力者がいてさ、時期を見計らって使わせるように言っておいたんだよ。おれが負けた時点で、飛んできてる手て筈はずだったんだけど……」

「なにかあったってことか」

「かもしれない」

　幹彦は転移の魔法道具を指さした。

「わかってるとは思うけど、それで飛べるのは１回だけだ。加藤さんがどこに行っちゃったのかはわからない。飛んだ先でなにかあっても、戻ってくることはできないぜ」

「わかってる」

　頷うなずきを返した。

「だとしても、助けにいかないと」

「オーケー。言うまでもなかったな」

　迷いはなかった。なにかあったのなら殊更に、加藤さんを放ってはおけない。決意を込めて、魔法道具を握り締めた。

　しかし、そこに水を差すように声があがったのだ。

「そのことですが、大丈夫だと思いますよ」

　どこか陰いん鬱うつそうな表情で、工藤がこちらを見ていた。
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「……工藤？　いまのは、どういうことだ？」

　普段と違って、工藤の顔に韜とう晦かいの微笑ほほえみはなかった。影のある表情にはただ、ひどく気の進まなそうな雰囲気だけがあった。

「先輩がその魔法道具を使っても安全だと思います。まず間違いなく、飛ぶ先はハリスンのいたという場所でしょうから」

　おれの問い掛けに、工藤は予想を口にした。

　とはいえ、まだなにが言いたいのかわからない。幹彦も眉まゆ根ねを寄せていた。

「おい。工藤、なにを言ってるんだ。孝弘の話じゃ、そこには加藤さんはいないってことだっただろ。それに、仮にそこに飛ぶんだとしたら、ハリスンのやつをやった怪物とやらがいるんだ。むしろ危険じゃねーか」

「いいえ。危険ではないはずです。少なくとも、先輩にとっては」

　答える口調は淡々としていた。

　感情を排して、ただ事実と認識しているものを語る口調だった。

「考えてもみてください。そもそも、この状況で都合よくハリスンたちが全滅するなんておかしいでしょう。タイミングが良過ぎますし、瞬殺した怪物の強さにしたところで異常です。最低でも『狂獣』や『竜人』クラス……あるいは、それ以上かもしれませんが。そんな存在が、ぽっと湧いて出るわけがありません」

「だからなにを……」

「待て、幹彦」

　おれはふたりのやりとりをとめた。

　無意識のうちに、声は硬いものになっていた。ここでわざわざ『狂獣』や『竜人』の存在を引き合いに出した工藤の意図に気付いたからだ。

　すぐに気付けたのは、頭のどこかでその可能性を考えていたからかもしれない。にもかかわらず、その発想が意識に昇ることがなかったのは、それがどうしても受け入れがたいことだったからだろう。だが、だからといって、確認をしないわけにはいかなかった。

　ひどく重く感じられる口を開いた。

「工藤。お前は、あの怪物が加藤さんだって言うんだな？」

　タイミングからすれば、確かにそれが自然だった。

　女の子が怪物に姿を変えるなんてありえない現象だが、自分たち転移者にとってはそうではない。これまでの日々で、それは十分に思い知っていた。

「な……っ!?　加藤さんが怪物に……!?」

　幹彦が絶句するが、おれはむしろ口に出したことで確信してしまっていた。

　もしもそのような力があるなら、加藤さんならやるだろう。できることがあり、その必要があるのなら、彼女はきっと躊躇ためらわない。

　ふと、工藤が加藤さんにかけていた言葉を思い出した。

　――あなたは、ぼくと似ている。弱いところも、破滅的な性質も含めて。断言しましょう。あなたが能力を発現したとき、きっと酷いことになる。

　あの怪物が加藤さんなのだとしたら、彼女は能力を発現したということになる。

　おれは意識を黒い怪物に向けた。そして、すぐに気付いた。

「……敵は殲せん滅めつしたのに、元に戻る気配がない？」

　それどころか、理性らしきものを感じなかった。敵を倒したあとも、怪物は広い空間のなかでただ佇たたずんでいるばかりだった。最悪の可能性が脳裏に浮かんだ。

「まさか……理性を失って、元に戻れなくなってしまっているのか？」

「『狂獣』と同じタイプですね」

　愕がく然ぜんとしてつぶやくと、工藤が相あい槌づちを打った。

　いま『狂獣』を従えているのは工藤だ。それこそどういう状態になっているのかは、すぐに把は握あくできたのだろう。

「理性と心を取り戻さない限り、彼女は元に戻れないでしょう。もっとも『狂獣』がこれまで元の姿に戻ったことはありませんが……あれは、そういう類たぐいの能力です」

「……そんな」

　蒼あお褪ざめたおれに、工藤は決定的な事実を告げた。

「残念ですが、先輩。加藤真菜という存在は、もう失われてしまったんです」
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　ぐらりと世界が揺れた。

　そう感じられるほどの衝撃があった。

　加藤さんが戻ってこない。もう二度と、言葉を交わすこともできない。そう考えただけで、感覚は正常な働きを失ってしまっていた。

「……先輩？　大丈夫ですか、先輩？」

　呼び掛けてくる工藤の声が遠い。

　なにもかもが遠く感じられた。

　あまりの衝撃が、世界の感覚を失わせてしまったのか。

　いいや。実際に、おれの世界を構成する不可欠なひとかけらが欠け落ちたのだ。

　加藤さんはリリィたちとは違って眷けん属ぞくではない。けれど、同じくらいにかけがえのない存在だった。

　彼女がいたから、おれは人間を信じていられた。もしも彼女と出会っていなかったら、おれは人間と接触することを避けて、いまでも樹海の奥地で暮らしていたかもしれない。いまの自分がいるのは、確実に加藤さんのお陰だと言い切れた。

　おれの世界は、彼女なしにはありえない。

　……だから、失われたなんてこと、認めるわけにはいかなかったのだ。

「まだだ」

　呼び掛ければ、まだ声が届く可能性はあるはずだ。少なくとも、やってみるまで可能性はゼロではない。

　……理性は、その希望はまやかしだと否定していた。

　けれど、心は希望を捨てられなかった。

　こんなふうに彼女が失われてしまうなんて、どうしても認められなかったのだ。

　まだ諦あきらめない。その想いが、転移の魔法道具に魔力を流させた。

「先輩!?」

　驚く工藤の顔が、視界から消え去った。

　世界の切り替わる感覚とともに、別の場所に移動する。

　広い空間だった。

　工藤の言っていた通り、魔法道具で飛んできた先はハリスンたちのいた場所だった。血と臓ぞう物もつと、粉ふん塵じんのにおいが鼻を突いた。だが、そんなものはすぐに意識から消え去った。

　改めて肉眼で目の当たりにした怪物の黒い威容に、意識を奪われていたからだ。

「……加藤さん」

　佇む怪物に向けて、おれは手を伸ばした。

「迎えにきたよ」










12　奇跡を超えるもの




　おれの呼び掛けに、黒い怪物は反応を示した。

　ずるずると、こちらに這はい寄ってきたのだ。

　素直な反応だった。いっそ従順と言ってもいいかもしれない。

　見た目は違うが、這ってくる動きは少しリリィを思わせた。

　リリィも本性は巨体だが、こちらはさらに大きい。色合いが不気味なこともあり、威圧感があった。

　なにより、恐ろしく濃い魔力の気配を漏もらしていた。

　……正直、転移者まで含めても、これまで見たことのないレベルだった。

　まさしく怪物だ。これならハリスンたちが一蹴されたとしても不思議はない。

　ただ、そんな危険な存在が近付いてきているのに、おれは恐怖を感じなかった。

　危険を感じなかったからだ。攻撃を仕掛けてくる気配は微み塵じんもない。これだけの惨状を引き起こしたというのに、いまは静かなものだった。

「……ああ」

　安心してもいいはずなのに、胸に湧き上がるのは喪そう失しつ感かんだった。

「やっぱり、加藤さんなんだな」

　近付いてきたものの、怪物はそれ以上、なんのリアクションも起こさない。

　近くにいるだけだ。

　それでいて、周囲にゆらゆらと揺れる触手には、油断のなさが感じられた。怪物自身かおれに危害を加えようとする者が現れれば、容よう赦しやなく猛もう威いを振るうに違いない。実際、ハリスンたちは撃滅されている。この従順さを思えば、恐らく、おれが移動すれば付いてきて守ってくれるのだろうし、簡単な命令なら従うかもしれない。この怪物がいるだけで、この空間での安全は保証されたようなものだった。

　ここから出たあとだって、そうだろう。ありとあらゆる危険から、おれを守ってくれるに違いない。肌で感じる怪物の底知れなさは、他の転移者を凌りよう駕がしていた。ひょっとすると、あの探索隊と対抗することさえ可能かもしれない。

　護衛として見るならば、最高の存在だった。

　これはただ近くにいて、おれを守るだけのモノだった。

　ある種の人々にとっては、素晴らしいことなのかもしれない。

　……けれど、おれにとってはまったく違った。

　到底受け入れられることではない。彼女を失うことなんて考えられなかった。

　震える唇で言葉を紡つむいだ。

「戻ってきてくれ、加藤さん」

　理性を失っている以上、彼女は元には戻れない。

　だったら、理性を取り戻してもらうしかない。

　そのための手段は、呼び掛ける以外になかった。

「目を覚ましてくれ」

　正面から呼び掛けた。

　怪物はただ佇んでいた。

「加藤さん」

　手を伸ばして、表面に触れた。

　怪物はただ佇んでいた。

「……加藤さん」

　触れながら、呼び掛けた。

　何度も。何度でも。

　呼び掛けた。

　けれど、怪物はただ佇んでいるだけで……。

「……加藤、さん」

　当然、声が届くことなどなかったのだ。
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　わかっていたことだった。

　いまの彼女は、呼び掛けに応えられる状態ではない。

　それでも一いち縷るの望みに懸けて、この場所に飛んできた。そうせずにはいられなかった。その結果が、これだった。

　どれだけ想ったところで、奇跡は起こらない。

　知っていた。

　もしもこの世に奇跡があるのなら、おれも加藤さんもコロニー崩ほう壊かいの際に、あんな目には遭っていない。この世界には、奇跡なんてモノはありえない。ただ現実があるだけだ。

　だけど、それでも……諦あきらめることだけはできなかった。

「旦那様」

　声をかけてきたのは、サルビアだった。契約でおれの体に宿っている彼女は、転移の魔法道具で一緒に付いてくることができていた。

「サマー……」

　もちろん、それはアサリナも同じだった。気遣わしげに鳴きながら、おずおずと手の甲から顔を出してきた。

　サルビアは交互に、痛ましげな視線を怪物とおれとに向けた。

「加藤さんは、どうなの？」

「心を失ってしまっているのは、確かみたいだな」

　無力感に膝を突きそうになるのを堪こらえた。

　膝を突けば、そこで本当に終わりになってしまいそうな気がしていた。

　理性を完全に失い、心が死んでしまえば、絶大な力を持つ怪物は彼女の墓ぼ標ひようとなる。墓の前で膝ひざを突いて嘆なげき悲しんでしまえば、それこそ終わりを認めるようなものだ。だから、歯を食いしばった。

　諦あきらめない。諦めるわけにはいかない。

　けれど、おれにはもはや取れる手段がなくて……。

「声は届かないの？」

「……駄目だった。静かにしているからわかりづらいけど、状態としてはチリア砦とりででシランがアンデッド・モンスターになってしまったときと似ていると思う」

「シランさんと同じ……」

　サルビアが小さくつぶやいた。

「それじゃあ、シランさんと同じようにはできないのかしら？」

　尋ねてくる声色には、かすかな希望が表れていた。

「聞いた話では、シランさんのときはパスを繋つなげて心を引きあげたのでしょう？　それと同じようにしてやればいいんじゃないかしら？」

　チリア砦襲しゆう撃げき事件の間での出来事だった。

　アンデッド・モンスターと化したことで理性を失ってしまったシランの心を、おれはパスを繋げることで取り戻したことがあった。同じようにできるのならば、元に戻すこともできるだろう。サルビアの言い分は正しかった。

　……ただし、同じようにできるのなら、だが。

「それは、無理だ」

　うめくように、答えた。

「シランはアンデッド・モンスターになっていたけど、加藤さんは違う」

「違う？」

「怪物だけど、モンスターじゃない。姿かたちが変わっているとはいえ、あくまで人間だ。『狂獣』や『竜人』と同じなんだ」

　おれは『狂獣』とパスを繋げられなかった。会ったことはないが、『竜人』ともパスを繋げられるとは思えない。そして、加藤さんの能力は彼らと同じタイプのものだった。

「あくまでおれの能力は、モンスターと心を繋げるものだ。人間は……加藤さんは、対象にできない」

　だから、彼女を救うことはできない――とは、口にしなかった。まだ諦あきらめるつもりはなかったからだ。

　けれど、有効な方法を考え付ける気もしなかった。

　届かないとか、足りていないのであれば、どうにだってしてやろう。努力はいくらだってしてやるし、犠牲を払ったってかまわない。けれど、そもそも目的に伸ばす腕を持っていないなら、どうすればいいのか……。

「旦那様」

「……」

　進しん退たい窮きわまったことを自覚する。

　サルビアの呼び掛けに応える余裕さえ、もはやない。

　この異界に飛ばされてから、諦めずに抗ってきた。なのに、最後の最後でこれだ。目の前に、残酷な現実が立ち塞がっていた。

　自分にはもうどうしようもない。

　いつだって、そうだった。

　この現実というやつは、自分ひとりではどうしようもなくて。

「旦那様！」

　――だから、手を取り合って協力できる仲間の存在が必要なのだった。





◆　◆　◆






　呼び掛けとともに、サルビアの手がこちらに伸びてきた。

　両手で頬ほおを挟まれて、ぐいっと引き寄せられる。真しん摯しな瞳ひとみが、正面から覗のぞき込こんできた。
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「サ、サルビア？」

「それでも――」

　サルビアはおれの目を覗き込んで言った。

「それでも、わたしはできると思うわ」

「サルビア……」

「旦那様と、真菜さんのことだもの。あなたたちふたりなら、きっと心を繋げることだってできる」

　断言する。

　根拠もなにもない言葉だった。

　ただ、まったくの出で鱈たら目めかといえば、そうではなかった。

　そう思わせないものが、彼女が口にした言葉には含まれていた。

　あるいは、それは直観だったのかもしれない。頭で理解しているわけではなくて、感覚で把は握あくしている。根拠を言語化することはできなくとも、確信は抱いている。決して出鱈目を言っているわけではない。

　なぜならサルビアは一度、霧きりの異界におれを呑み込んだことがあったからだ。

　願いを叶える、ほんのひとときの奇跡のような魔法の世界だ。

　当然、そのために彼女の世界には『願いを読み取る力』が備わっている。すなわち、彼女はおれの望みも読み取っているのだ。

　そして、願いこそは転移者の力に直結するものだ。

　加えて、彼女は契約者であるおれのことをずっと見守ってくれていた。そんな彼女だからこそ、きっと確信を込めて告げることもできたのだ。

「旦那様ならできるわ」

　頬ほおから手が離れた。

　導かれるように、おれは改めて怪物に向き直った。

　手を伸ばして、自分だけが持つ感覚に集中する。

　そして、気付いた。

「これは……」

　無論、それは奇跡などではありえなくて――





◆　◆　◆






「――勘違い、というのはありえるかもしれません。可能性の話ですけどね」

　少年の声が、広い空間に響いた。

　取り残された工藤陸とその配下、鐘木幹彦のいる空間だった。

「ご存知の通り、ぼくたち転移者の能力は、望みに拠よるものです。そのために、どうしても無意識の領域に影響を受けます。コンプレックスや、思い込み、勘かん違ちがいにね」

　鐘木幹彦は、ドーラの手によって応急処置を受けていた。

　その間に、ふとした様子で工藤陸が口を開いたのだった。

「そう、勘違い。だから『きちんと望みを自覚すること』が大事になってきます。そこを間違えると、能力を十全に発揮することは絶対にできません」

「……それがどうしたってんだよ」

「いえ。そのうえで疑問がありまして。真島先輩の願いは、なんだったんでしょうね」

「孝弘の願い？」

　鐘木幹彦は眉を顰ひそめた。それくらい、当たり前のことを尋ねられたように思えたからだ。

「……それは、リリィさんたちとこの世界を生きていくことだろ。そのために、あいつはずっと頑張ってきたんだから」

　しかし、工藤陸は首を横に振った。

「いいえ。違います。それ自体は事実ですが、ぼくが言っているのはそういうことではありません。能力を発現するに至った望みがなんだったのかということです」

「ん？　んん？　それって、なにが違って……いや。待てよ。そういうことか」

　少し困惑したあとで、理解に辿り着いた。

「時系列が違ってるのか」

　真島孝弘がリリィたち大事な存在を得たのは、能力を発現したあとのことだ。当然、彼女たちと生きていきたいという想いは、そのあとで生まれたものになる。

　なにかを得たいという望みと、得たものを守りたいという願いとは別のものだ。

　工藤陸が尋ねているのは、前者――より根本的な部分だった。

「能力を発現したときに、あいつがなにを求めてたのかってことだな」

「ええ。それ次第では可能性もあるかもしれません」

　頷うなずく年下の少年に対して、鐘木幹彦は眉を寄せた。

「……お前、どうしてそれをあいつに伝えなかった？」

「あくまで可能性があるというだけですから」

　工藤陸は肩をすくめた。

「それに、気付いたところで簡単にはいかないでしょう。思い込みというのは、そう簡単に覆くつがえすことができるものではありません。ぼくは誰よりも、それをよく知っています」

　自じ嘲ちようめいた表情を見せる。

　魔王の傷は深く、永遠に癒いえることはない。ベルタがそっと目を伏せた。

「最初から可能性がないよりも、可能性があったのに駄目だったほうが傷は深い。ひょっとすると、折れてしまうくらいに」

「だから、言わなかったってか」

　それもまた、ひとつの気遣いのかたちではあるのだろう。とはいえ、それもいまとなっては遅い話だった。

「なんにせよ、先輩は行ってしまいました。追いかけるにしても時間がかかります。その前に、こちらはこちらで『やるべきこと』をしてしまいましょう」

「やるべきこと？」

　頷うなずきを返して、工藤陸は一度だけ視線を遠くに向けた。

「こうなってしまっては、ぼくにはあなたをとめることはできません。望むものを取り戻せるように願っていますよ、先輩」





◆　◆　◆






　それは、本当にか細い繋がりだった。

　サルビアの言葉がなければ、気付くこともできなかったに違いない。

　けれど、確かに繋がりは生まれたのだ。

　おれと加藤さんとの間に。

「どうして……？」

　ありえないことだと思った。

　だが、実際に起きている。つまり、認識のほうが間違っていたということだった。

「自分の能力について勘違いしていた……？」

　そういえば、考えたことがなかったかもしれない。

　自分の能力がいったいなんなのか、なんてことは。

　そんなの当たり前過ぎて、今更考えることではなかったからだ。だが、こうなった以上、考え直す必要があった。

　まずは整理してみる。

　おれは『モンスターを率いる者』だ。

　パスによって『モンスターと心を繋げる力』がある。

　一部の特別なモンスターには、もともと、心の芽とも呼ぶべきものがあり、パスが接続することが芽吹きを促して『モンスターに心を与える』ことができる。その結果、眷けん属ぞくとなったモンスターがおれに力を貸してくれることになれば――あくまでそれは彼女たち次第だが――『モンスターを率いる』ことになるわけだ。

　つまりは、あくまでも『モンスターに心を与える』ことや『モンスターを率いる』ことは、結果として引き起こされた現象であって、能力そのものではない。

　おれの能力の本質は『モンスターと心を繋げる力』にある。

　……と、思っていた。

　勘違いがあったとしたら、この本質の部分だ。

　能力の本質。それはすなわち、願いの現れと言い換えてもいい。

　そこを勘違いしていたとすれば……。

「……おれは、なにを願っていた？」

　もちろん、覚えていた。

　それこそが、ここにいる自分の始まりだからだ。

　コロニーから逃げ出して辿り着いた、あの洞どう窟くつで。

　裏切られて、踏み躙にじられて、苦しんで、死にかけて。

　人間なんて屑くずばかりだと絶望して、そのすえに。




　――……誰か、おれを助けてくれ。




　それでも、願ったのだ。

　誰も信じられないけれど、それでも誰かに傍そばにいてほしい、誰かを信じていたいのだと。

「……あ」

　あのときは、思いがけずリリィが応えてくれた。たまたま、心を繋げることができたのがモンスターだった。それに、人間を信じることができなくなっていたから、彼らに心を開くなんて考えられなかった。

　だから、勘違いをしてしまっていたのだとしたら？

　モンスターと心を繋げる力は、あくまで能力の一面でしかない。

　対象を選ぶことなく、傍にいてくれる誰かと心を繋ぐ力。

　それこそが、真島孝弘の得た力の真の姿だったのだとすれば……。

「……おれは、人間とも心を繋げるのか？」

　そうして口にした言葉には、ありありと困惑が表れていた。

　だって、今更だ。

　これまで限定的にしか能力を使えていなかっただけなのだとしても、ずっと思い込んでいた以上、おれにとって自分の能力は『モンスターと心を繋げる力』になっている。そう認識してしまっているのだ。そして、転移者の力は構造上、まさにその無意識の領域にこそ大きな影響を受けてしまう。

　これまで適当に能力を扱ってきたのならともかく、この力はリリィたちとの絆きずなだ。ずっと大事にしてきたぶんだけ、無意識の認識は強いものになっている。

　この認識を覆くつがえすことは、少なくとも、現時点ではひどく難しい。むしろ下手なことをすれば、現在の能力を保つことができなくなる可能性すらあった。

　おれはあくまでモンスターと心を繋げる能力者だ。

　そこは変わらない。

「だけど……」

　おれは、目の前の黒い巨体に目を向けた。

「今回ばかりは、例外だ」

　ああ、確かにサルビアの言う通りだった。

　――それでも、わたしはできると思うわ。

　――旦那様と、真菜さんのことだもの。あなたたちふたりなら、きっと心を繋げることだってできる。

　その言葉の通りに、繋がりはすでにあった。

　もちろん、これは奇跡などではない。

　この世界に、そんなものはない。

　だから、これはそんなものではない。

　たとえ眷けん属ぞくではなくても、おれにとって特別な存在になった彼女。人間かモンスターかなんて関係なく、ここまで絆を深めてきたから、この繋がりはありえたのだ。

　これまで積み上げてきた時間と想い、育んできた絆こそが、奇跡さえも超えさせる。

　そう感じられたから、無意識の思い込みさえも覆して、ふたりを繋ぐものは存在感を増していく。

　その繋がりこそが、失われた彼女の心に導いてくれる一筋の道しるべとなった。










13　すれ違ってきたふたりだから




　意識が体を離れ、深いところに沈んでいく。

　いつものように辿り着いたのは、おれ自身の世界。

　心と心を繋ぐ深いところにある、記憶により形作られた場所。

　……では、ないようだった。

　場所は同じ高校だ。しかし、なにかが決定的に違っている。

　当然のことだ。同じものを見たとしても、見る人が違えば見えるものは変わってくる。見えるものが違えば、記憶している世界のかたちだって変わるだろう。

　間違いない。ここは『加藤さんの世界』だ。

　世界を構築しているのはおれの力だが、参照されているのは彼女の記憶のほうだ。

　どうやらきちんと、目的の場所に辿り着けたということらしい。

　そのあたりの違いが原因なのか、おれの姿は、最近は袖そでを通すこともなくなった制服姿になっていた。もっとも、懐かしがっている暇はない。

「……加藤さんを探さないとな」

　少し考えてから、おれは校舎に上がり込んだ。

　学校の記憶がまだ残っているのはさいわいだった。迷うことなく歩を進める。

　本校舎は『目』の字のようになっていて、横線部分に教室がある。真ん中のふたつ、Ｂ棟とＣ棟が一般教室で、端のＡ棟に職員室があり、逆端のＤ棟には各科目の特別教室がある。

　まず探すとしたら、加藤さんの教室だろう。そう考えて、１階の１年生の教室に向かった。

　残念ながら、加藤さんが何組だったのかは聞いていないし、Ｂ棟とＣ棟のどちらなのかもわからない。地道に探した。

　廊下から教室を覗き込んでいき、いないのを確認して次の教室へ。

　ひとつ、ふたつ、みっつ――。

　加藤さんは水島さんと同じで吹すい奏そう楽がく部に所属していたはずなので、芸術関係の教室が入っている別校舎のＥ棟にも縁がある。そちら側にいる可能性も考えていたが、結論から言えば、そこまで探しに行く必要はなかった。

　教室にひとり、ぽつんと座っている加藤さんを発見したからだ。

　その姿を見付けられたことに、おれは喜びと安あん堵どを覚えたが、すぐにそうした気持ちは引っ込んでしまった。

　彼女の様子が、どこかおかしかったからだ。

　ぼうっと窓の外を眺める横顔は、魂たましいが抜けてしまったかのように虚うつろだった。

　扉を開けて、おれが教室に足を踏み入れても反応はない。

　教室を横切って歩み寄り、傍そばに立つ。それでも、やはり反応はなかった。

「加藤さん」

　声をかけると、ようやく彼女のまつげがぴくりと震えた。

　ゆっくりと瞬まばたきをする。まるで彫ちよう像ぞうが動き出したかのような、緩かん慢まんな仕草だった。

「……先輩？」

　かろうじて声は届いたようだ。わずかだが、彼女の口許に喜色が浮かんだ。

　けれど、すぐに表情は消えてしまった。

「……いえ。そんなわけがありませんね」

　またぼんやりとした表情に戻った。どうやらこれは、うまくおれのことを認識できていないらしい。

　この世界でサルビアたちと接触するときには、このようなことはないのだが……。

　やはり人間相手では、普段と勝手が違うということだろう。まだ心は届いていなかった。

「馬鹿ですね。先輩が来てくれるはずがないのに」

　彼女の口許には、諦あきらめたような笑みが浮かんでいた。

　胸が締め付けられるような表情だった。

「わたしはモンスターじゃない。心は繋がらない。この想いは届かない」

　切ない想いが紡つむがれる。

「……先輩には、振り向いてもらえない。わたしは人間だから」

　人間だから。

　その事実が、彼女にとって、どれだけ大きいのかが伝わってくる。

「だけど、それでいいんです」

　彼女はゆっくりと首を横に振った。

　机の上の手が軽く握り締められて、もう一方の手が胸を押さえた。

「真島先輩はトラウマに苛さいなまれながら、わたしに向き合ってくれた。お陰で傍にいられるようになった。だから、わたしは満足なんです。傍にいられれば、それだけで幸せだから」

「加藤さん……」

　ここは彼女の世界だ。これが彼女の本音であることは間違いない。

　秘められていた想いを、ここでおれは初めて知ったのだった。

　寄り添い合う怪物たちが羨うらやましくて、自分も怪物になりたいと思い募つのらせる。

　それでいて、結局のところ自分は人間だから、想いは届かないと諦めている。

　それでも傍にいられれば、自分は幸せなのだと満足している。

　能力を発現した現実の彼女の姿を思い出せば、それらすべてが能力として現れていることに気付けた。どの想いも強固で、互いにしっかりと噛み合っている。それがゆえの、あの怪物の強さであり……取り返しのつかなさなのだった。

　これは小こ手て先さきではどうにもならない。

　根本のところを覆くつがえさなければ、どうしようもない。

　そう理解できたから、確信する。

　彼女を取り戻すことができるとしたら、それは自分だけなのだと。

　なぜなら加藤さんが現在の能力を発現するに至った『怪物になりたい』という願いは、『人間の自分では想いが届かない』という認識を前提にしているからだ。

　その認識こそが、問題の根本だ。

　だから、それは違うと否定してやることでのみ、彼女の願いは土台をなくす。これは、当事者の一方である自分にしかできないことだった。

　そう考えてみると、加藤さんと『モンスターとしてパスが繋がること』がなかったのは、さいわいだった。もしもそうなってしまえば、彼女は『モンスターになったから心が通じ合った』と思い込んでしまっただろう。それでは、彼女の思い込みは覆せない。

　彼女に戻ってきてもらうためには、強固なその思い込みを覆す必要があった。

　そのためには……。

「おれも、思い込みを捨てないとな」

　机の上に置かれた加藤さんの手に、おれは目を向けた。

　とても華きや奢しやで、硝子がらす細ざい工くのように繊せん細さいで。

　下手に触ふれたら壊れてしまいそうに思えて、どうしても気き後おくれしてしまっていた。

　出会ったばかりの頃の、どうしても彼女のことを信じてやれなかった後悔の記憶がそうさせた。大事に想えばこそ、二度と傷付けたくなかった。男性恐怖症の彼女に対して、踏み越えてはいけない『仲間』という一線を引いて、万が一にも男として接することのないようにしたのだった。

　けれど、そうした自分のスタンスこそが、彼女が『想いは届かない』と思い込む一因ともなってしまった。

　逆に、そうした状況におれが気付けなかったのは、加藤さんが仲間という関係でかまわないと身をひいていたことが大きい。

　出会ったばかりの頃の人間不信だったおれが、必死に向き合った事実を大事にしてくれていたからこそ、傍にいられれば満足だと身をひいてしまっていたのだった。

　お互いを想っていたからこそ、気持ちは少しずつすれ違って届かなかった。

　過去にあった過酷な状況が、ふたりの関係をそういうふうにしてしまっていた。

　だけど、いまこのときには、それでは駄目なのだ。

　そうわかったから、おれは彼女の手を握った。

　意識的に『仲間』という立ち位置の境界線を踏み越える。

　次の立ち位置へと、一歩進むために。

　それは同時に、遠いところへと失われつつあった彼女の心に、こちらから近付いて引き寄せる行為でもあったのだ。

「加藤さん」

　そうして改めて呼び掛けた。

　より強く、より近くで、心を繋いだ。

　今度こそ、その声は届いたのだ。

「……先、輩？」

　焦点の合っていなかった彼女の瞳ひとみが、そこでようやくおれの姿を映し出した。

「良かった。声が届いて」

　それだけでひどく安あん堵どしてしまって、自分の気持ちを再確認する。

　だからもう躊躇ためらうことはなかった。

「えっと、先輩？　なにが……？」

「迎えにきたんだよ、加藤さん」

　まだ状況がわからず、きょとんとした顔をする加藤さんに笑みを向ける。

「いや。伝えにきたと言ったほうが正しいか」

　ずっと抑えてきた気持ちの蓋ふたを取り払う。

　これまでずっと禁きん忌きとしていたこと。

　ひとりの男として、目の前の女の子を見詰めた。

「……あ」

　繋いだ手で、絡からまった視線で。

　熱は伝わる。

「え？　え？　先輩？」

　加藤さんの顔が、徐々に赤く染まっていった。

「な、なにを……？」

　手を握られていることに気付き、見詰められていることに動揺する。珍しくあたふたする、その仕草が可愛かわいらしい。

　そう素直に認めてしまえたから、もうとまれない。とまるつもりもない。

　至ってシンプルな話なのだ。加藤さんが抱いている『人間の自分では想いが届かない』という認識を覆くつがえすためには、こちらから想いを伝えてしまえばいい。




「加藤さん。おれは、きみが好きだ」




　告白の言葉は、思いのほか自然に口をついて出た。

　こちらを見詰める加藤さんの目が、いっぱいに見開かれた。

「……」

　そのまま彼女は固まってしまった。

　完全に思考が硬直しているのだろう。本当に、ぴくりとも動かない。

　かまわない。どれだけでも待つつもりだった。

　やがて、ぽつりと言葉がこぼれた。

「……本当、ですか」

「本当だよ」

「わたしは人間なのに？」

「関係ない」

「それじゃあ、本当に……」

「ああ」

　何度だって確認したいのだろう。

　そのたびに、おれは応えた。

「さっきも言ったけど、おれは加藤さんが好きだ」

　もう一度、想いを告げる。

　すれ違い続けてきたおれたちだから、誤解なんて生まれさせない。

　それで、完全に伝わった。

「あ……ああああ」

　みるみるうちに、加藤さんの両目に涙が盛り上がった。

　ぼろぼろとこぼれ落ちる。出会ってからこれまで傍で過ごしてきて、初めて見る表情。長い間、求めていたものをようやく手に入れた、幸せに満ちた涙だった。

「先輩……！」

　呼び掛け、飛び込んでくる。彼女の体を、しっかりと受けとめた。

　小柄な体を抱き締めると、彼女もこちらの背中に腕を回して力を込めた。

「わたしも……わたしも、先輩のことが好きです。大好きです！　出会ったときからずっと好きでした！」

　耳元で告白する声は、喜びに満ちていた。

「好き。好きです。大好き。ああ、やっと……やっと、言えた」

　噛み締めるような言葉だった。

　まるで想いを告げることができたのが奇跡のように、万感の想いがそこにはあった。

「大好きです、先輩……」

「ああ。おれもだ」

　ふたりきりの世界で、おれたちは抱き締め合う。

　想いは成じよう就じゆし、献けん身しんは報むくわれる。

　これまで彼女が抱え込んでいた『振り返ってもらえない』という思い込みが消えていく。

　怪物になる必要は、もはやどこにもなかった。










14　騎士のなかの騎士




　現実の世界に戻ってきて最初に感じたのは、ほっとするような柔らかさと温かさだった。

　つい先程までいた心の世界でもそうしていたように、小柄な体を腕に抱いている。

　怪物の姿はなくなっていた。

　その代わりに、腕のなかに加藤さんがいた。

　彼女は身じろぎをすると、こちらの胸に埋うずめていた顔を上げた。ふわりと花のほころぶような微笑ほほえみが生まれた。

「先輩」

　耳をくすぐる声色が心地よく、戻ってきてくれたのだと実感できた。

「さっきの……夢、じゃないですよね」

「ああ」

　認めてやって、こちらからも尋ねる。

「それに、ほら。感じるだろう？」

　その問い掛けの意味を理解して、加藤さんは本当に幸せそうに微笑ほほえんだ。

「これが、先輩のパスなんですね」
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　心の底から喜んでいることが伝わってくる。比ひ喩ゆではなく、本当に。

　それを、これまでどれだけ望んできたのかも。

　これまでの時間が、育んできた絆が、おれたちを繋げてくれていた。

　微笑ほほえみ合ったところで、声をかけられた。

「旦那様。加藤さんに戻ってきてもらえたのね」

「サマ！」

　サルビアとアサリナだった。

　どうやら倒れていた女性の手当てをしていたようだが、怪物の姿がなくなったことに気付いて、こちらにやってきたようだ。

　ふたりとも、加藤さんが戻ってきてくれたことを喜んでくれていた。

「ご心配をおかけしました」

「いいえ。無事に戻ってこれてよかったわ。それに、ようやく想いも通じたみたいだし」

　くすくすと笑う。最後の部分は、おれたちふたりに向けた言葉だった。

　おれは軽く頷うなずいて、加藤さんは幸せそうに頬ほおを染めた。

「……っと、あまりこうしてもいられないか」

　幹彦たちを置いてきてしまっている。

「戻らないと」

「そういえば、先輩、ここにはおひとりで？」

「幹彦が用意してた転移の魔石を使わせてもらった。あれはひとりでしか使えないからな。加藤さんの持ち物に仕込んでたらしいんだが」

「いつの間に……」

　途中の道をすっ飛ばして、転移の魔法道具で加藤さんのいる場所に飛んできたために、元いた場所はわからない。本来なら、戻るのは困難だっただろう。

　だが、さいわいなことに、幹彦と同じ場所にはあやめがいてくれているので、お互いの位置関係だけはわかった。そして、それさえわかればどうにかなる。いまのおれには『霧きりの仮宿』を介して、この異界に対する制御能力があるからだ。

　位置関係さえわかれば、そこまで辿り着く道を探し出すことは、そう難しいことではない。隔離されてしまったリリィたちとの合流も叶うだろう。

　加藤さんとのパスに集中していたために、現在では制御の糸は切れてしまっているが、繋ぎ直せばまた使える。かなり消しよう耗もうしてしまっているため、繋ぎ直すのには一苦労しそうだが、あとひと踏ん張りだ。

　おれは霧の魔法を行使しようと魔力に集中して――そのときだった。

「これは……？」

　唐突な悪お寒かん。

　緩んでいた気持ちが一瞬のうちに引き締まり、思考は戦闘態勢に移行する。

　霧の魔法の認識能力が、危険を察知したのだ。

　振り返ったのと、背後で瓦が礫れきが音を立てて崩れたのが同時だった。

「……先輩!?」

　おれは咄とつ嗟さに加藤さんを連れて飛び退っていた。

「あいつは……」

　崩ほう壊かいした祭壇の下から、何者かが姿を現す。

　まだ終わっていないと、こちらに向けられた眼光が語っていた。





◆　◆　◆






「……ハリスン。生きていたのか」

　瓦礫の下から現れたのは、聖堂騎士団団長の姿だった。

　堂々たる体たい躯くはボロボロになっている。短く刈り上げた黒髪を、赤い血がべっとりと汚していた。左腕は潰れてしまったらしく、だらりと垂れ下がって動かない。

　彼は残った右の腕だけで、のしかかる瓦礫を押しのけた。

　加藤さんが変じたあの怪物と交戦して、生き残っていたらしい。戦意を向けてくる姿に唖あ然ぜんとした。

　ただ、すぐにおれは冷静さを取り戻した。

「やめておけ。お前はもう、戦える状態じゃない」

　探索隊とも正面からやり合えそうな規格外の怪物に攻撃を喰らっておきながら、命を繋いだことは驚異的ではある。しかし、怪我けがはあまりにも深かった。

　地面を赤く汚す大量の血液。潰れてしまった片腕。大きく拉ひしやげた鎧よろいを見れば、その下の胴体がどうなっているのか想像がつく。立ち上がっているだけでも、命を危険に晒さらしかねない重傷だ。あれでは、体はまともに動かない。

　無理に動かしたところで大した力は出せないし、それで動けるのはほんのわずかな時間だろう。動けなくなるのを待つだけで、こちらの勝利となる。

　そんなことは、この男にもわかっているはずで――

「――それが、どうした」

　けれど、男は揺らがなかった。

　剣の１本も持たない拳が握り締められて、そこに戦意が宿った。

　血に濡れた足が床を蹴る。肉薄する体は深く傷付いていた。しかし、決して軽視することはできない脅威を、おれは感じ取っていた。

「かあぁああああ！」

　ごおと風を巻き上げて、振り下ろされる拳。咄とつ嗟さに跳び退り、直後に目を瞠みはった。

　さっきまでおれのいた場所の床が、一撃で打ち砕かれたのだ。

　大怪我をしているとは思えない威力だった。一発でも喰らえば、戦闘不能に陥りかねない。

　ただ、攻撃のモーション自体はチグハグとして、大振りだった。傷付いた肉体を魔力で滅茶苦茶めちやくちやに強化して、無理矢理動かしているからだろう。それでは繊細な運用など叶うはずもないのだ。

　反動で傷が広がったのか、ぼたぼたと血液が流れ落ちた。

　しかし、ハリスンが倒れることはなかった。

　戦意は衰おとろえることなく、透き通ったヘイゼルの瞳ひとみが睨にらみ付けてくる。

「お前……」

　強固な信念が、満まん身しん創そう痍いの男を支えているのだ。恐らく、この意志力こそが、彼を聖堂騎士団の長にまで登り詰めさせたものなのだろう。

　……そう感じられたからこそ、違和感を覚えた。

「真島孝弘。わたしは、お前を殺さなければならない」

　静かに告げる口調には、帝都で初めて顔を合わせたときにも感じたものが宿っていた。

　騎士としての矜きよう持じ。誇りと自負。

　世界の安あん寧ねいを守るために、己のすべてを捧げた高潔な騎士。

　そうした印象は、いまに至ってもなにひとつとして変わらない。

　顔合わせの際に、告げられた言葉が自然と思い出されていた。

　――わたしは真島様に対して、辺境伯のような悪感情は抱いておりません。

　――当然のことですが、トラヴィスのように我欲に走って勝手をするつもりもありません。わたしの望みは、ただ己おのれに課かせられた使命をまっとうすることです。

　――わたしは騎士としての生きた歳月のすべてを、この脆もろく壊れやすい世界の安寧を守るために費やしてきました。これからもそうあり続けるでしょう。

　おれたちが世界に弓引くようなことがなければ、彼が敵になることは絶対にあるまいと思ったことを覚えている。

　正義を掲かかげていたという意味では、マクローリン辺境伯の名みよう代だいだったルイス＝バードと同じだが、その在り方はずいぶん違う。

　一度だけ遭そう遇ぐうしたルイスは、『正義』として『悪』であるおれを見ていた。

　けれど、ハリスンはそうではない。実際、いまに至っても、こちらに向けられる視線に嫌悪はない。憎悪の念もなく、怒りの感情もない。あるのは、ただ使命感だけだ。

　これが演技だとは思えない。だからこそ、疑問に思った。

「どうして、お前はおれたちを殺そうとするんだ？」

　帝都にわざわざ招待したおれが死ねば、聖堂教会は信頼と権威を失いかねない。

　世界情勢は不安定なものになり、探索隊との関係すら悪化するかもしれない。

　にもかかわらず、彼は暗殺という方法に訴うつたえた。悪意もなければ、嫌悪も憎悪もなく。その行動原理は、あまりにも不可解に過ぎたのだ。

「どうして、お前は……？」

　問い掛けると、ハリスンはこちらを見返してきた。

　やはりその表情には嫌悪も憎悪も見付からなかった。

「真島孝弘。お前はどうして戦っている？」

「……なに？」

「お前はどうして戦っているのか、と尋ねた。いや。答える必要はない。知っている。お前はただ、仲間のために戦っているのだ」

　これが、おれの問い掛けに対する返答……なのだろうか。

　淡々とハリスンは語り掛けてきた。

「仲間を率いる立場として、責任を果たすために尽くしている。手の届く範囲で、大事なものを守ろうとしている。そうだろう？」

　口にされた言葉は正しいものだった。

「『アケルの勇者』などと呼ばれていても、お前は正義のためには戦わない。結果として人を救うことがあったとしても、間違っても正義を為すことを目的としているのではない。お前にとっては、まず何者よりも自身の仲間の存在が重いのだ。きっと、世界よりも」

　ひとつとして、否定する事柄はなかった。

　やはり、ルイスとは違う。

　ルイスがあくまでおれを『悪』と断じ、『邪悪なモンスター使い』としてしか見ていなかったのとは違って、ハリスンは理解を放ほう棄きしていない。それは、見逃すことなどできない大きな差異であり……けれど、結果として導き出された答えだけを見れば、些さ細さいな違いとも言えた。

　ハリスンはおれという人間を理解したうえで、なおも告げたからだ。

「だからわたしは、お前を殺さなければならない」

　きちんと理解されている。誤解によるすれ違いがあるわけでもない。ひょっとすると、評価さえされているかもしれない。

　それでもハリスンはおれの命を狙っている。

　世界を守る騎士のままで。

　……だから、ふと思ったのだ。

　とある仮定が頭に浮かんでしまった。

　もしもの話だ。

　もしも彼が、真に世界を守る騎士として、公正に、公平に考えたうえで、おれが死ぬべきだと判断しているのだとしたら――

「――あなたは」

　と、そこで加藤さんが口を開いた。

「わたしたちの知らない、なにを知っているんですか？」

　多分、おれより早く、同じ結論に至ったのだろう。鋭く踏み込むような問い掛けだった。

「この世界は、なにかおかしい」

　その眼まな差ざしは真実を見通そうとするように強く、ハリスンを見据えていた。

「以前から違和感はありましたが、今回のことではっきりしました。聖堂教会は、すでに勇者を必要としていません。転移者に近い力を持つ恩おん寵ちようの愛し子たちがいるのみならず、転移者の多くを超えるあなたのような存在がいるんですから」

　どうやら今回の接触で、加藤さんには気付いたことがあったらしい。

　彼女が口にしたことで、おれもその違和感に気付くことができた。

「そうか。ハリスンの力に対抗できるのは、探索隊でも二つ名持ちに何人いるかってところだから……」

「ええ。そうです。そして、重要なのは『コロニーから人間世界に辿り着いた転移者は１００人以上いた』ということです。従来であれば『転移者は平均して１００年にひとりふたり程度』ですから……」

「今回のようなイレギュラーがなければ、ハリスンより強い転移者が現れることは、まずなかった？」

「そういうことです」

　加藤さんは頷うなずき、ハリスンに水を向けた。

「転移者の力は有用ではあるのでしょうが、いまのように絶対のものとして信仰する必要性は薄いはずです。転移者なんて不確定なものに頼るよりも、自前の戦力に頼るほうが余程安心できるでしょう」

　加藤さんの言い分には、一いち理りあるように思えた。

「そして、今回の行動です。あなたは、真島先輩を悪と思っていませんよね。そもそも、そんな動機では、あなたは動かない。あなたはあくまで騎士です。人の世界を守り、維持する存在です。しかし、そうでありながら、真島先輩を暗殺しようだなんて、世界を守る教会の信頼と権威を傷付けるような真似をしている……なにもかもが滅茶苦茶です。いえ。なにも知らないわたしたちには、そのように見えてしまう」

　世界を守るために勇者を必要としていないのに、実際には勇者に頼っている。

　世界を守るために働いているはずなのに、そのために必要な自分たちの信頼を損なうような行動を取っている。

　なるほど、確かに滅茶苦茶だ。

　そうとしか思えない。

　けれど、こうして顔を合わせてみたハリスンはそのような滅茶苦茶をするような人間には見えない。ということは、おれたちの知らない事情があると考えるのが妥当だろう。

「わたしたちは、なにを知らないんですか」

　恐いくらいに真しん摯しな声で、加藤さんは問い掛けた。

　彼女も理解しているのだ。

　ここで目の前の男を理解しなければ、状況は解決しない。たとえ、この場で勝利してもだ。

　襲しゆう撃げきを失敗したうえに、その事実を知られた聖堂教会側には余裕がない。極端な話、この事実を公表されるのであればと思い切って、なりふりかまわずにアケルを潰しにかかられでもすれば、さすがに堪たえ切れないのだ。

　もちろん、そんなことをすれば反発も大きいだろう。だが、それはつまり大きな混乱が起こるということだ。世界中が大混乱に陥おちいる可能性すらある。当事者であるおれたちが、平穏に暮らせるわけがない。

　だから、ここは退けなかった。

「答えろ、ハリスン」

　おれもまた、強くハリスンを睨にらみ付けた。

　視線がぶつかり合い、恐ろしく重い沈黙が落ちた。

「……」

　堂々と立つハリスンの姿は、傷付いてなお、存在感を薄れさせることはなかった。

　こちらを見据える視線は、一振りの剣を思わせる鋭さと強きよう靭じんさを備えていた。

　もちろん、だからといって、こちらも臆おくしたりはしない。

　寄り添う加藤さんと一緒に、正面から睨にらみ返して――

「……知りたいか」

　――やがてハリスンは、血に濡れた口を開いたのだ。

「よかろう」

　そう言った声は静かで、不吉なものを感じさせた。

「求めるのであれば教えてやろう。この世界の真実を」










15　勇者の残した日記帳




　世界の真実を語る前に、ひとつ昔語りをしよう。

　それは、男にとって遠い記憶。

　すべての道を決めた日の出来事。




「……なんだこれ」

　あどけない声をあげたのは、ヘイゼルの瞳ひとみの少年だった。

　手には古ぼけた本があった。家の書しよ斎さいの片隅で見付けたものだった。

　まだ齢よわい10歳にも届かない彼は、帝国貴族の生まれだった。それも、この世界を救った勇者を祖先に持つ恩おん寵ちようの一族であり、代々聖堂騎士を輩はい出しゆつし続けている名門として知られる家だ。

　――我々は本来、この世界を構成する一員ではない。

　――ゆえに、自身を生かしてくれているこの世界を守る義務がある。

　――忘れるな。騎士として誇り高くあれ。

　父親は少年に言い聞かせ、少年もよく応えた。

　自分が背負うことになる役割の価値を、少年はよく理解していた。また、その道を行くことに不満もなかった。

　父と同じように立派な騎士になり、勇者を支えて世界を守る。そう思っていた。

　その日までは。

「これは、日記……？」

　少年が書斎で見付けた本は、彼の家の祖である転移者の少女が付けていた日記帳だった。

　どうして、それが書斎の片隅にあったのかはわからない。勇者ゆかりの品となれば、たとえただの日記帳であろうと丁寧な扱いをされるのが当然だ。そうなっていなかったということは、誰も知らずに書斎に紛まぎれてしまっていたということだった。

　もっとも、少女が異世界に現れたのは、もう何百年も前のことだ。長い年月の間に、なにかの拍子に紛れてしまうような偶然は、十分考えられた。

　日記帳には、少女が転移してしばらくして文字を覚えたときから、勇者としての活動を始めた頃までのことが書かれていた。

　少年にとっては、好奇心をくすぐられるのに十分な内容だった。

　尊敬するご先祖様の日常を知ることができるとなれば、読まない選択肢はなかった。

　当然、少年は先祖の勇者の伝説を知っていた。彼女は特殊な能力こそなかったものの、堅実に研けん鑽さんに励はげみ、数々の成果をあげた女勇者として伝えられていた。

　勉強熱心な少年は、きちんと彼女のことを知っていた。

　知っていたつもりだった。

　だから、読み始めてすぐに、意外の念に打たれた。

　日記帳には、包み隠すことのない少女の心情が綴つづられていたからだ。




　――知らない場所に飛ばされた不安があった。

　――受け入れてくれた人々に対する感謝があった。

　――元の世界に戻れないことについての絶望があった。

　――力を手に入れられたことに対する興奮があった。

　――怪物と戦わなければいけないことに対する恐怖があった。

　――世話になった人々のために戦いたいという勇気があった。

　――どうしようもない自分の境きよう遇ぐうに対する呪詛があった。

　――人々との出会いに感じる幸せがあった。




　綺き麗れいなばかりではない。かといって、汚いばかりでもない。

　日記帳の向こうにいたのは、まさに『人間』だった。

　剥むき出しの少女の存在に、まだ幼い少年は圧倒された。困難に苦しみながら必死に生きるひとりの少女の日々に目を奪われた。気付けば、一気に最後まで読みふけっていた。

　日記帳を閉じたときには、少年のなかで自分の先祖に対する認識はまったく変わっていた。

　神格化された勇者という存在が、自分と同じく悩み苦しむ人間であることを少年は知ったのだ。それは、この世界ではまったく例外的なことだった。

　そして、騎士を目指す少年は、人並み以上に他人を思い遣やる気持ちと責任感を備えていた。

　だからこそ、その結論に達するのは必然とも言えたかもしれない。




　子供心に、思ったのだ。

　勇者として転移者を頼る自分たちは、間違っているのではないだろうかと。





◆　◆　◆






　転移者は、哀あわれな漂流者だ。

　元の世界から切り離されて、悲しみと孤独を抱えて生きている。

　そんな彼らに、この世界の過酷な現実を背負わせていいものだろうか。

　そんなのはおかしい。

　可哀想じゃないか。

　騎士たる者には、手にした剣を以て、すべてを救う義務がある。それなのに自分たちは、この少女と同じ存在にいつまでも苦しみを負わせ続けるのか。

　そんなことを、騎士になるべく生まれた己は許せるのか。

　いいや。いいや。

　この世界の問題は、この世界に生まれた自分たちで解決すべきだ。

　誰もそうできないのであれば、自分こそがそれを成し遂とげてやる。

　自分こそが、勇者の代替になる。勇者の代わりに、この世界を守る。きっと、そのために自分はここにいるのだ。

　幼おさな心ごころにも決意は固く。むしろ幼心だからこそ純粋に。

　その日、少年は日記帳の向こうの少女に誓った。

　……ひょっとしたら、そのときに彼が抱いたものは、初恋にも近かったかもしれない。





◆　◆　◆






　少年にとって、その誓いは神聖なものだった。

　彼はこれまでにも増してひたむきに、力を求めた。

　勇者をすら超える力を求めて、研けん鑽さんに研鑽を重ねた。

　さいわいなことに、彼にはその資格があった。あるいは、その胸に宿る決意こそが、資格となったのかもしれない。恩おん寵ちようの愛し子として、能力を発現したのだった。

　とはいえ、その能力が他の恩寵の愛し子に比べて、特別優れていたわけではなかった。

　残念ながら、彼の祖先は特殊な能力を持たなかった。よって、少年にも固有能力は発現しなかった。たとえば『輝く翼』や『聖眼』あるいは『見通す瞳ひとみ』や『戦鬼』のような固有能力持ちに比べれば、決して条件は良いわけではなかったのだ。

　けれど、少年はそんなことを意にも介さなかった。

　彼は自分の祖そたる勇者を知っていた。異世界での日々を必死に生きたあの少女から受け継いだ力が、まさか他に劣るなんてこと、認められるわけがなかった。

　その想いこそが彼を強くした。

　少年は青年になり、騎士として力を増していった。淡い恋心は遠い日々の掠かすれた宝物に変わっても、あの日の誓いだけは色いろ褪あせずに胸に抱き続けた。

　そして、ついにその日はやってきた。

　大人になった彼が、他の何人も及ばない実績を積み重ねて、所属する騎士団のトップに立つ日が。

　無論、そこはゴールではなくスタート地点だ。

　この時点ですでに、彼は平均的な勇者を超えるだけの力を得ていた。

　これならば、あの日の誓いを果たすことができると信じた。

　ここからすべてを変えていく。

　そのつもりだった。

「失礼いたします」

　希望と理想を胸に、青年は自分を呼び出した大神官の部屋の扉をくぐった。その先に待つものを、知るよしもなく。










16　世界の真実




「お前たちは、妙に思ったことはないか」

　血に汚れた口を開いて、ハリスンは問い掛けてきた。

「どうして自分たち転移者が、特別な力を獲得できるのかと」

　おれは腕のなかの加藤さんと顔を見合わせた。

　もちろん、疑問に思ったことはあった。

　こんな不思議な力を手に入れたというのに、なにも考えないほうがおかしい。それこそ異世界に転移してきた直後、なにも知らなかった頃は、よく話をしたものだった。

　もっとも、その疑問にはすでに答えが与えられていた。

「……それが、この世界の法則だからじゃないのか」

「初代勇者が残した『ここは願いが叶う世界なのだ』という言葉ですね」

　加藤さんとふたりで答える。

　――ここは願いが叶う世界なのだ。

　初代勇者が残したというその言葉が、そのままこの世界の法則を示している。この世界では、やってきた転移者の願いが能力として実現されるのだ。

「法則である以上、そこに疑問を差し挟む余地はないはずですが……」

　加藤さんはそう答えたし、おれも同じように考えていた。

「違うな」

　しかし、ハリスンはこれを否定した。おれは思わず眉を寄せた。

「初代勇者の言葉が間違っていたっていうのか」

「いいや、そうではない。初代勇者様は、この世界の真理に辿り着いていらっしゃった。そのお言葉に間違いはない。ただ、お前たちは勘違いをしている」

「勘違い……？」

　つまりは、解かい釈しやくの問題ということだろうか。

　引き込まれるように尋ねたおれに、ハリスンは問い掛けてきた。

「どうして転移者だけが例外なのだ？」

「……なに？」

「それが法則である以上、そこに疑問を差し挟む余地はない。確かにそうだ。しかし、真にそれが世界の法則であるのなら、万人に適用されるべきではないのか。転移者だけを対象とした法則とはなんだ。そんなものがありえるのか」

「それは……」

　確かに、言われてみれば不自然ではある……だろうか？

　それに、初代勇者はあくまで『ここは願いが叶う世界なのだ』と言っただけで『転移者の願いが叶う世界だ』とは言っていない。

　とはいえ、実際に転移者が願いを元に能力を発現しているのは事実だ。

　対して、この世界の住人たちが能力を発現することはない。例外は、転移者の血を引く恩おん寵ちようの血族くらいのものだ。不自然だろうがなんだろうが、事実は事実だと思うのだが……。

　しかし、同じことを聞かされた加藤さんは、また別の考えを持ったようだった。

「……まさか」

　彼女は小さく息を呑んだ。

　ただ虚きよを突かれたというだけではない。

　ずっと探していたなにかに気付いたような、ひどく驚いた仕草だった。

　その反応を見て、おれもひとつ思い出した。そういえば、彼女も転移者の能力については、疑問を抱いていたのだ。工藤が拾った、あのメモ帳に書かれていたことだった。

《そもそも、わたしたちのこの力にしたところで、まだわからないことは多いのだ》

《この世界では、強い願いが叶う》

《世界がそういうものだというのなら、そこに疑問を挟む余地はない》

《ただ、法則に疑問はなくとも、目の前の現実には違和感がある》

《一言でいえば、この世界の現実は、法則に沿っていないように思えるのだ》

《多分だけれど、これには意味がある》

《この世界は、そもそも、なにかおかしい気がする》

　そして、それを読んだ工藤はこう言っていた。

　――それが法則というのなら、どうして転移者だけが特別なのかとは思いましたね。

　あのときは時間もなかったのであまり考察できなかった。だが、ここでハリスンもまたその点について言及した。あの場にいなかった加藤さんにとっては、これこそが足りていなかった思考のピースだったのかもしれなかった。

「どうして例外なのか……？　でも、事実として転移者は望みを能力に……転移者だけではない？　だとすると、いえ、まさか、そんなことが……？」

　なにか仮説に辿り着いたのか、口元を両手で押さえる。

「じゃあ、それは『なにを』……？」

「加藤さん？」

　つぶやく加藤さんに声をかけると、彼女はこちらを見上げた。その双そう眸ぼうには、これまで常識としてきたものを覆くつがえされようとすることへの動どう揺ようが、ありありと現れていて――

「――真島先輩。もしかして、この世界の『望みを叶える』という法則は、実のところ『誰もが平等に適用される』ものなのではないでしょうか」

「……」

　一瞬、彼女がなにを言っているのか理解できない。

　それくらいに、彼女の言葉は突とつ飛ぴだった。

「誰もが……というのは『この世界の住人も』ってことか？」

　実のところ、転移者には不思議な力などない。チートもなにもありはしない。誰もが平等。法則に従っている――それなら、確かにハリスンの指摘は通る。

　通るが、しかしそれは……。

「だが、加藤さん。それはありえないだろう。実際、望みによって能力を発現するのは転移者だけなんだから」

　いまの話では、現実から外れてしまう。彼女もそれは否定しなかった。

「そうですね。わたしにも、そのように見えます。……見えました」

　ただし、こうも続けたのだ。

「ですが『望みによって発現する能力』は『競合』します。同時にふたつの能力を発現する場合、競合する能力は発現しないのです。わたしがそうでした。そして、その事実に気付くことなく今日までの日々を過ごしていました」

「……この世界の住人たちも、そうだっていうのか」

　そこまで言われれば、彼女が言いたいことは理解できた。

「望みを発現できないのではなくて、すでに発現している……？　そうと気付くことなく？」

「そういう可能性があるという話です」

　加藤さんは頷うなずいた。

「もちろん、誰もがそこまでの強い望みを持ちえるとは思えません。ですが、わたしたちは『確かくたる望みなしに能力が発現する例』を知っています」

　これはすぐにピンときた。

「ウォーリアのことか」

「そうです。彼らは『転移なんてものをした自分たちはすごい力があるに違いない』という『無意識の認識』によって能力を発現していました。だとすれば……」

「……この世界の人間も同じように、なんらかの『無意識の認識』で能力を発現してしまっている？」

　ありえない……話ではないのか。少なくとも、ハリスンはその可能性を示し唆さした。おれたちがこの推論に辿り着いたあとでも否定する様子はない。

　こうして考えてみると、むしろ『転移者だけ』が『願いを叶えることのできる世界』のほうが不自然とも思えてくる。初代勇者だって、そんなことは言っていなかった。そして、そうして可能性を認めたところで、おれもまた加藤さんと同じ疑問に辿り着いた。

「だが、だとすれば……無意識に『なにを』発現させているんだ？」

　その仮定が正しいのだとすれば、この世界の人々はなにか能力を発現――無意識の認識を現実のものとしていることになる。

　だが、そんなものは思い付かない。少なくとも、見た覚えはない。

　本当に見たことがないのか。

　あるいは『当たり前過ぎてそれが能力の結果だとわからない』のか。

「……ねえ、旦那様」

　背後で静かにしていたサルビアが呼び掛けてきた。

　彼女はこうした場面では一歩退いていることが多いので、少し意外に思った。ただ、あとから考えてみれば、ここで彼女が口を開くのは必然とも言えた。

　これは、彼女こそが最初に気付けることだったからだ。

「わたしの『霧きりの異界』は『望みを叶える世界』よね。そして、『世界の礎石』で作られたこの異界は、モンスターを生成するときに『帝都の住人の無意識の認識』を反映しているわ」

　おれとサルビアはこの世界の制御権に介入している。その性質についても、ある程度は把は握あくできていた。だから、気付くことができたのだ。

「どちらの異界も、望みや認識、人の想いを元にしている点では共通しているでしょう。そして、この世界は『望みを叶える世界』だわ。この共通点は偶然なのかしら？」

「それは……」

「わたしだって突飛な考えだとは思うのよ。でもね、ふと疑問に思ってしまったのよ」

　緊張に掠かすれた声で言う。

「ねえ、旦那様。そもそも異界ってなんなのかしら」

　それは、奇妙な問い掛けにも思えた。

　異界を生み出す魔法こそが『霧の仮宿』たるサルビアなのだから。

　だが、そのような根本的なところに疑問を抱いてしまうのも無理はなかった。

　サルビアは、決定的な言葉を口にしたのだ。

「ひょっとすると、この世界と異界とは規模が違うだけで、本質的には同じものなのではないかしら」

「同じもの……？」

「少なくとも、共通点はあるわけでしょう。それに……そうよ。考えてもみれば、わたしとは別の異界を作る力を持つ『世界の礎石』は、聖堂教会のもとに集められていた。どうして？　どうして聖堂教会は『世界の礎石』を集めていたの？　あれは、本当に『異界を作るだけ』のものなのかしら。もしかすると……」

「正解だ」

　何者よりも重々しい声が、彼女の疑問を肯定した。

　沈黙していたハリスンが、口を開いたのだった。

「とはいえ、ここまでの手掛かりを得たのだ。わたしの言葉がなくても、お前たちはいずれ真実に辿り着いただろう。だから話した」

　実際、加藤さんが疑問に思っていた点について、ハリスンと同じように工藤が意見を述べていたわけだから、遅かれ早かれではあっただろう。

「だったら、やっぱり……」

「そうだ」

　喉のどの渇きを覚えながらおれが促すと、騎士のなかの騎士たる男は、守るべき世界の真の姿をここに明かした。

「この世界は、この世界に生きるほぼすべての人間の認識によって成り立っている。『この世界があるのは当たり前だ』という大前提たる無意識の認識を、現実にすることでな。それを維持管理しているのが『世界の礎石』――初代勇者様によって創られた『この世界を創生する魔法道具』だ」





◆　◆　◆






　そこに存在するから認識されるのではなく、認識されるからこそ存在する世界。

　それこそが、この世界の成り立ちだというのだ。

　いっそ淡々としたハリスンの口調は、ただ事実を伝えているだけのものだった。だけど、おれは寒さむ々ざむしいものを感じてしまっていた。

「……先輩」

　腕のなかの加藤さんが、おれの胸元を握る力を強くした。

　感じているものは同じだろう。

　目に映るもの、肌に感じるものすべてが、ある瞬間に消えてなくなってしまいそうな薄うすら寒さむい感覚があった。

　そこにあると認識されることで初めて存在するということは、『本来的にはなにも存在しない』ということだ。

　目の前の男にとっては、ずっと世界はそういうものだったのだろう。

　十分に理解が染み渡ったことを見て取ったのだろう、ハリスンは改めて口を開いた。

「この世界は不安定だ。なにせ、世界を具現化させているのは人々の無意識なのだからな。当然、その影響を受けてしまう。世情が不安定になるだけでも、モンスターの動きは活発化し、樹海の浸食は早まる」

「モンスターに、樹海……？　関係があるのか？」

「この世界は人々の認識によるものだと言っただろう。そもそも、樹海とモンスターというのは、人々の不安や恐怖が具現化したものなのだ」

「モンスターと樹海が、人々の不安や恐怖の具現化……？」

「そうだ。最近では、モンスターの活動が活発なものになっていてな。なにも知らない部下たちは、世情の不安にモンスターの活動の活発化が重なった不運を嘆なげいていたが、それらの根は同じものだ」

　それでおれが思い出したのは、チリア砦とりでを放棄したときに見た光景だった。

　この世界では、樹海で放棄された集落や砦はあっという間に木々に呑み込まれてしまう。

　チリア砦を出たとき、まるで樹海が生きているかのように、恐るべき勢いで浸食が進んでいたことを覚えている。魔法のあるこの世界なのだから、そういう現象があっても良いものかとあまり気にしていなかったのだが、あれは恐らく、砦を放棄するにあたって、駐留していた兵士たちの『ここは人間の領域だ』という意識が失われたことが反映されていたのだろう。

　それに、もうひとつ。

　人々の意識がモンスターを生み出したというなら、前々から少し不思議に思っていたことにも説明が付けられる。

　どうしてリリィたちモンスターが、人のような心を持ち得たのかということだ。

　ローズのような非生物系、サルビアのような非実在系をはじめ、モンスターたちは、おれたちと同じ進化の系統樹にあるようにさえ思えない。

　しかし、人の意識からモンスターが生まれたというのなら、そのなかにリリィたちのような『心の芽を持つ存在』が生まれることは、むしろ自然な成り行きにも思えたのだ。

「転移者が能力を発現しうるのは、外の人間である彼らがこの世界の成立に関与していないためだ。これは、その子孫である我ら恩おん寵ちようの血族も同じだな」

「だからお前たちも能力を発現させられるってことか」

「その通りだ。結局のところ、我ら恩寵の血族はこの世界を構成する一員ではないのだ」

　この世界を構成する一員ではない。

　それは、先祖が異い邦ほう人じんであることを忘れないよう自身を戒いましめる言葉ではない。本当にそのままの意味の言葉だった。

　ゴードンさんの口からも聞いたことがあるように思うので、恐らく、世界の真実を知る極一握りの人間が、せめて聖堂騎士団の意識に忍ばせた言葉なのだろう。そして、その事実こそがハリスンの決意を固くしたもののひとつでもあったのだ。

「ある意味では、この世界に生まれ落ちながら、我らは最低限の義務を果たせていないのだ。である以上、せめてこの世界を守るくらいはしなければならないだろう。この世界はあまりに脆もろく、揺らぎやすい。ゆえに、我々はこの世界をずっと守ってきたのだ」

「……だったら、お前がおれたちを殺そうとしたのは『おれとマクローリン辺境伯との確かく執しつが世情を不安定にするから』か？」

　世界の真実を知ったうえで、ようやく話が最初の疑問に戻ってきた。

　ハリスンが不自然なまでに、おれを殺そうとしてきた理由。

　実際、現在の世界情勢はこれまでにないほどに不安定になっている。その原因が自分の存在にあるのは否定できることではなく――

「違う」

　――しかし、ハリスンは否定した。

「もしもそこが問題なのであれば、我々は全力で仲ちゆう裁さいをするだけでよかっただろう。その程度の労ろうを厭いといはしないし、強引な手を使ってでもどうにかした」

　その口調に嘘うそは感じられない。実際、世界を安定させるという彼らの目的にしてみれば、そちらのほうがリスクは少なかっただろう。

「だったら、どうして？」

　ますますわからない。

　おれが疑問をぶつけると、ハリスンは表情を硬くした。

「……お前と、その眷けん属ぞくの存在が、許されないものだったからだ」

　なにも知らずに聞けば、単純に『邪悪なモンスター使いは存在することを許されない』程度の意見とも思えたかもしれない。だが、この男がそのような動機では動いていないことは、もう知っていた。

　それに、ハリスンの返答には、ほんのわずかではあるものの、苦いものが混じっていた。おれには、それは悔かい恨こんに近いもののように感じられた。

　ひょっとすると、こちらに罪悪感を覚えているのだろうか。淡々とした語り口は、それを表に出さないための意識的なものなのかもしれない。

　もしもそうした印象が正しいのだとすれば……むしろ恐ろしい。

　こちらにとって理り不ふ尽じんなことをしている自覚はあるし、まっとうな倫りん理り観かんだって持ち合わせている。それでもやるということは、為さねばならない理由があるということだからだ。

　とはいえ、ここまで来て怖おじ気け付くなんてありえない。

「許されないというのは、どうしてだ？」

　ハリスンもまた、ここで口を噤つぐんだりはしなかった。

「『大破局』」

　口にされた短い単語は、不吉な響きを持って耳じ朶だを震わせた。

「勇者様の伝説には語られていないため、お前たちは知らないだろうが、知る者のなかでは、そう呼ばれ恐れられた出来事があったのだ。聖堂教会が成立して以来、最悪の出来事だったと伝えられている。当時の人間社会の実に７割が失われ、同盟騎士団は壊滅、ふたりいた勇者様は死亡し、恩おん寵ちようの血族も多くが失われた。記録に残すことさえ禁じられた災害だった。まかり間違えば、人間社会が滅びていただろう」

　大破局。確かに、聞いたことはなかった。

　この世界で生きていくために、おれはある程度、この世界のことを知る機会を設もうけている。歴史的な事柄についても勉強しているのだが、少なくとも、大破局という名に覚えはない。

　と、思ったところで、なにか引っ掛かるものがあった。

　なんだっただろうかと思い、記憶を遡さかのぼって、思い当たった。

　確かあれは、アケルの王宮に滞在中、書庫に日参していたリリィと交わした会話だった。

　――アケルの歴史書には、エルフの記述はそこそこ出てきたの。ただ、どの文献を当たっても、８００年くらい前までしか記述がないんだよね。というか、そもそも、それ以前の出来事に触れられてる文献が少ないんだけど。どうもそのあたりで情報の断絶があるみたいでさ。

　――なんでも、世界的な大災害があったみたい。モンスターの大発生と天変地異が重なったとかなんとか。

　――勇者の伝説では触れられてないんだよね。勇者の絶対性に傷が付くって判断なのかも。ただ、影響は確かにあって、そのあたりより前の伝承が、かなり曖あい昧まいな感じなんだよね。

「８００年前の情報の断絶……モンスターの大発生と、天変地異が重なったという話は、まさか……」

「知っていたのか？」

　ハリスンは少し驚いた様子を見せた。

「ああ、それだ。情報の断絶はまだしも、具体的な出来事について知っているとは思わなかったが……いや、だが、そうか。お前はアケルに身を寄せていたのだったな。中央の手の及ばないアケルなら、抹まつ消しようされた記録の断片が残っていてもおかしくはないか」

「仲間のひとりが熱心に調べてくれたんだ。といっても、もともとは、エルフの過去の記録を調べていたみたいだけどな」

「……エルフか」

　そこで、ハリスンは苦い表情を浮かべた。

「エルフがどうかしたのか」

　意外な反応だった。彼はエルフ差別のようなことはしないものと思っていたからだ。

「エルフになにか思うところでもあるのか」

「まさか。いまを生きるエルフたちにはない」

　実際、差別はないようだった。

　だったら、さっきの反応はなんだったのか……いや。待てよ。

　いまを生きるエルフたちには？

「そのエルフが、大破局の一因だ」

「……は？」

　思わぬ言葉におれは声をあげたが、ハリスンはあくまで真面目な態度を崩さなかった。

「大破局は、エルフという種族が引き起こしたのだ。とはいえ、彼らが積極的になにかをしたわけではないが」

「なにを言ってる。どういうことだ」

「エルフはモンスターだ」

「……」

　今度こそ、おれは言葉を失った。一瞬、なにを言われたか理解できなかったくらいに。

「正確に言えば、大破局の１００年ほど前、とある転移者が出しゆつ奔ぽんした先で従えたモンスターが、いまで言うエルフと精霊だ」

　こちらの反応に頓とん着ちやくすることなく、ハリスンは話を進めた。

　軽く混乱しながらも、おれはどうにか口を開いた。

「……おれと似た存在が、過去に存在したってことか？」

　そして、エルフと精霊は、彼に従った眷けん属ぞくだったと。

　突とつ飛ぴな話だった。とはいえ、否定するだけの根拠もなかった。

　エルフの存在は、この世界で異質だ。ヒトではない唯一の種族。長い耳など人間にはない特徴を持ち、殺されさえしなければ永ながい時を生きる。

　そして、８００年以上前の彼らについて、まったく資料がなかった事実。

　あれが大破局だけのせいではなく、そもそも、それ以前にはエルフなんて種族が存在しなかったのだとしても、矛盾は生じない。

「当時の聖堂教会にはモンスターを眷属とする存在の知識はなく、勇者と最初のエルフも自身の出自には口を噤つぐんでいた。勇者の関与がわかったのは、のちのち隠されていた記録が見付かったあとのことだ。ゆえに当時は彼らが何者であるのかわからず、これまで交流すらなかった他種族と見なされた。いくつかのトラブルは起きたものの、彼らエルフは辺境で地盤を得て、１００年ほどかけて数を増やしていった」

「……」

　ハリスンの語る話は、おれに大きな衝撃を与えていた。

　それは、決して悪い意味ばかりではない。

　なにせ自分たちの前にも、眷属とともにこの世界で居場所を作り上げた人間がいたというのだ。もちろん、ハリスンの口ぶりではいまとは状況が大きく違ったようだし、さほど人と容姿の変わらないエルフであればこそ受け入れられた部分もあるのだろうが、それでも彼らが成し遂げたという事実は変わらない。

　おれたちにとって、そうした先達がいたという事実は希望だった。

　しかし、ハリスンの話は違っていた。

「エルフは人間社会に溶け込んでいった。その結果、世界は破局に導かれたのだ」

「……わけがわからない。どうしてそうなる」

　おれは呻うめき声をあげた。

「エルフがモンスターだって主張は認めるにしても、それと大破局が繋がらない。というより、そんな天変地異みたいなことを、たかだか一種族が起こせるのか」

「普通であれば起こせはしない。それに、先程も言ったが、彼らが積極的に破局を起こすべく行動したわけではない」

　ハリスンはおれの言い分を認めたが、すぐに首を横に振った。

「彼らは世界を破滅させようとしたわけではない。ただ、彼らが存在することそれ自体が『世界の在り方』に反していたのだ」

「……」

　これまでで一番わけのわからない話だった。

　ただ、適当なことを言っているわけではないのは、ハリスンの顔を見ればわかった。厳げん粛しゆくなまでに引き締まった表情は、凍こごえてさえ見えたのだ。

「この世界には、正しい在り方が定められている」

　ハリスンは言った。

「『正しい世界の在り方』。すなわち、『世界観』を定めること。それこそが、この脆もろい世界を存続させるために初代勇者様が講じられた、世界を安定させる方法だ」





◆　◆　◆






「先程から話しているように、認識に拠って立つこの世界は、元来非常に脆い。そこで初代勇者様は『異世界から現れる勇者が人々を救う』という『世界観』を、世界の在り方として『世界の礎石』に定義した」

　凍えたような表情は変わらないまま、ハリスンは語った。

「『世界観』というのは『共通した認識』と考えればいい。この世界が無数の人間の認識によって成り立っている以上、認識がバラバラであっては都合が悪い。同じ『世界観』を共有することで、世界をひとつのものとして機能させようとしたのだ」

　要するに……どのように世界を捉えるべきであるのかのテンプレートのようなものを、初代勇者は用意した、ということだろうか。

　それが『異世界から現れる勇者が人々を救う』という『世界観』。

　この世界は勇者の存在なしでは――少なくとも昔は――成り立たないほど、モンスターに対して劣勢だったわけだから、その認識は現実に即したものではある。

　そして、みんなが同じものを世界として認識することで『共通した認識』はより強固なものとなり、認識に拠って成る世界を安定化させる。

　さらに、勇者によって救われると思っていれば、民衆にも希望が生まれる。それが、人々の不安の現れであるモンスターの活動を抑制する。

　すべてがうまく噛み合っている。なるほど、よくできた仕組みではあるのかもしれない。

「初代勇者様の対策により、世界は安定したものになった。その『世界観』に世界が当てはまっている限り、かなりの混乱があっても世界が致命的な揺らぎを起こすことはない」

　言われてみれば、最近のマクローリン辺境伯絡みの対立でも、世界的な不安が高まっているにもかかわらず、起きた現象は『モンスターの活動の活発化』に留まっている。もちろん、このままずっと状況が変わらないか、悪化してしまえば、もっと悪い現象に繋がるのかもしれないが、これだけ世界が混乱していても即崩ほう壊かいのようなことにはなっていない。

　世界は揺れ動いてはいるものの、それなりに安定しているということだろうか。初代勇者により『世界の礎石』に遺されたシステムによって。

「聖堂教会は、現実の世界をその『世界観』に合わせるために活動している。無論、聖堂騎士団も一役買っている。ただし、『世界観』に沿う必要がある以上、その役割は固定されているがな。『世界観』に反するような真似はできない」

「それが、この世界が勇者を最重要視し続けている理由か？」

「そうだ。勇者の役割は転移者にしか担えない。そういうふうになっている」

　ハリスンは頷うなずいた。

　彼の力は並の転移者を超えている。しかし、それにもかかわらず聖堂教会は勇者に頼り続けている。そうしなければならないからだ。

　この世界の人間が並の転移者では対抗できないほどの力を得ても、人々の希望を背負って立つ勇者にはなれないのだ。むしろいまの話では、そんなことをすれば、世界を不安定化させてしまうのだろう。

「どれだけ志こころざしを高く持とうと、どれだけ努力をしようと、資格がなければ為せないことがある。この世界の人間では、転移者の代わりにはなれない。これが、この世界の仕組みなのだ」

　そう語った一瞬だけ、鋼こう鉄の剣を思わせた男の表情に痛みが過よぎった。

　あれだけの怪我けがを負っていながら、その事実のほうが余程痛いみたいに。

　しかし、すぐに郷きよう愁しゆうめいたものを振り払って、ハリスンは続けた。

「エルフの存在は、当時の『世界の礎石』の『世界観』には記載がなかった。エルフという存在の正しい捉え方は存在しなかった。エルフと接する機会のある地域では、ある者は好意的に受け入れ、ある者は嫌って拒絶した。エルフがまだ版図を広げていない地域では、ある者は実在を疑い、ある者はそもそも存在さえ知らなかった。『世界とはどのようなものであるのか』という共通認識の一部に、ほころびが生じたのだ」

　長い間、聖堂教会が保持していた人々の常識に、差異が生じてしまったということだろう。

　教会の教えにはない存在なのだから、どのように解釈していいかすらわからない。解釈は拡散し、共通の認識はほころびる。そして、エルフという存在が広く知られるにつれて、次の深刻な問題が生じた。

「エルフを知る者が少ないときは、それでも、まだほころびで済んでいた。しかし、エルフの存在を知る者が多くなるにつれ、事態は致命的なものに変わっていった。『異世界より現れる勇者が人々を救う』という『世界観』にエルフは存在しない。受け入れるにせよ拒絶するにせよ、『この世界にはエルフが存在するのが当たり前だ』と、世の人々の大多数が認識してしまった時点で『世界観』との齟そ齬ごは致命的なものになってしまったのだ。結果、世界の安定は大いに崩れた」

「……それが、大破局？」

「そうだ。そして、いま一度、世界は危機に直面しようとしている」

　言葉を切ると、ハリスンはこちらを見詰めてきた。

「問おう、真島孝弘。自分の大事な存在か、この世界か、お前はどちらを選ぶ？」










17　それぞれの選択




　自分の大事な人か。それとも、世界か。

　どちらか選べ。

　そう問われたときに、即答できる人間なんていないだろう。

　二者択一の設問である以上、その問い掛けは『どちらか切り捨てるほうを選べ』というのと同じだ。あっさりと答えられる人間がいるとしたら、ほとんど化け物みたいなものだろう。

　少なくとも、おれには無理だった。

　口を開いて閉じてを、何度か繰り返す。喘あえぐように息をする。

「……」

　けれど、そこまでだ。

　拳を握り締めた。それで覚悟は定まった。

「……おれは、仲間とこの世界で生きていきたい」

　はっきりと言った。

「捨てられるわけがない」

　言い切った。

　ずっと前から答えは決まっていたのだ。ただ、口にするのに勇気が必要だっただけで。

「……そうか」

　ハリスンは、この答えを予想していたのかもしれない。この男は、おれのことをちゃんと理解している。あるいは、だからこそ、こうまでして殺そうとしてきたのかもしれない。

「ならば、お前は世界に害を為す悪だ」

　敵意を込めて、ハリスンは断じた。

　否定はできそうになかった。

　これまでだって、おれはただ大事なものを守りたいだけで、世界を守るなんてご大層な正義のために戦ったことはない。正義か悪かという軸では動いてこなかった。

　だから、悪と罵ののしられる行いであったとしても、大事なものは捨てられない。

　たとえ世界と天てん秤びんにかけられようとも、仲間を捨てることなんてできなかった。

　おれにとっては、世界よりも仲間のほうが重い。

　それは、ハリスンがつい先程指摘した通りだった。

「己のエゴで世界を滅ぼすか」

　だから、こう言われるのも仕方がないことなのだ。

　そう弁わきまえていた。

　……とはいえ、それを肯定するかどうかは、また別の問題だった。

「勝手なことを言うな。世界を滅ぼすつもりなんてない」

「……なに？」

　怪け訝げんそうな顔をするハリスンを、おれは正面から見据えた。

　言われてばかりでいるつもりは毛もう頭とうなかった。

「おれは、大事なものを捨てるつもりはない。だけど、だからって他のすべてがどうでもいいとも思わない」

　当たり前の話だった。

　アケルには親しくなった人もいる。受け入れてくれた場所がある。いいや。たとえ関わりのない人たちだって、自分たちのために犠牲になっていいなんて思えるはずがない。

　かつて『そのほか大勢のひとり』として、呆気なく無残に死にかけた人間が、そんなことできるわけがなかったのだ。

「他のものを犠ぎ牲せいにしようだなんてほど、おれは傲ごう慢まんではないよ」

「……だったら、どうすると言うのだ」

「決まってる」

　呻うめくような問い掛けに、躊躇ためらわずに答えた。

「仲間たちは殺させないし、世界の破局も回避する。どちらも失わずに済む方法を探すんだ」

　妥だ協きようしてどちらかしか選ばないのであれば、わざわざ勇気を振り絞る必要なんてない。

　どちらも失わない最も困難な道を選ぶからこそ、それを口にするのに勇気が必要だった。

　とはいえ、そうした返答は、捉とらえ方によっては不ふ遜そんにも感じられたのかもしれない。

　あるいは、宣戦布告とも。

「……舐なめた返答を」

　向けられる重圧が、いっそう強いものになった。

「わたしは、どちらか選べと言ったはずだぞ」

　鋭い眼光は、もはやそれ自体が物理的な圧さえ感じさせた。気が弱い人間なら卒そつ倒とうしかねない形ぎよう相そうだ。しかし、怯ひるむつもりはまったくなかった。

「知ったことか」

　押し付けるような言葉を、正面から切り捨てた。

　そうするだけの理由があった。

　そもそも、これは二者択一の設問などではないのだ。

　なぜなら、この世界がなくなれば、おれたちだって生きていけない。ハリスンの問い掛けは、実際のところ『リリィたちを死なせてしまうか、リリィたちと一緒に死ぬのかどちらかを選べ』ということに他ならないのだ。

　どちらにしても大切な存在を失うことには変わりない。

　そんなのごめんだった。

　リリィたちと一緒に生きていくためには、どちらを選んでもいけないのだ。

　両方をどうにかする。たとえそれが、どれだけ困難なことだとしても。

「……はっ」

　ハリスンが乾いた笑い声をあげた。

「なにが『自分は傲ごう慢まんではない』だ。笑わせてくれる。自分がなにを言っているのかわかっているのか。それは、英雄の行いだぞ」

「それがどうした」

　正面から言葉をぶつけ合う。一歩も退ひかない。

「みんなで生きていくために必要なら、なんだってする。これまでだってそうだし、これからもそうだ」

　大たい言げん壮そう語ごは承知の上だ。それでも、ここは言い切らなければならない場面だった。

　それに、おれはひとりではなかった。

「実際、可能性はありますよね」

　加藤さんが口を開いた。

　彼女はいつも、おれの至らないところをフォローしてくれる。

　他のみんなだってそうだ。彼女たちがいてくれるから、勇気を出してどちらも諦あきらめない道を行こうと思えたのだった。

「先程の理屈が正しいのであれば『世界観』に反したエルフは排除されていなければおかしいはずです。ですが、エルフはいまも生きています。この世界に根を張って、当たり前のものとして受け入れられています。これはどうしてですか？　ひょっとして、先程、なにか話していないことがあるんじゃないですか？」

「……」

　ハリスンは答えなかった。

　なにを言っても見み透すかされそうな気持ちになっているのかもしれない。

　とはいえ、黙っていたところで追及を逃れられるわけでもなかった。

「答えないならかまいません。実のところ、見当は付いていますから。恐らくは、すでにエルフたちは『世界観』に組み込まれているんでしょう？」

「お前……」

「そうでなければ、理屈に合いませんもの。つまり、初代勇者が設定した『世界観』は変更できるんです。もちろん、簡単に変更できるならもっと現在に合ったかたちにしているはずですから、非常に困難ではあるんでしょう。けれど、決して不可能ではない」

　加藤さんは「あるいは」と微笑ほほえんだ。

　感情のこもらない綺き麗れいな笑みは、振りかぶられた白はく刃じんにも似ていた。

「そうでないのなら、単に先程までの話が全部嘘うそだったということです。だとすれば、聖堂騎士団の団長というのは、創作のセンスまであることになりますね。ああ、良いことを思い付きました。折角、聖堂騎士団団長様が用意してくれた作り話を、わたしたちだけで楽しむのもなんです。いっそのこと、このお話を世界中に広めてみるというのはいかがですか？」

「やめろ」

　ハリスンが苦り切った声を出した。

　そんなことをすれば、それこそ人々の『世界観』は滅茶苦茶めちやくちやになってしまうだろう。彼にしてみれば、絶対に看かん過かできない事態に違いない。

「お前の言う通りだ。エルフたちの存在は、すでに『世界観』に書き込まれている」

　ハリスンは、加藤さんの言い分を認めた。

「大破局のさなかのことだ。エルフたちが『世界の礎石』に接触したのだ。このとき『世界の礎石』を介して『世界観』を書き換えたものと考えられている。もっとも、当時はなにをしたのかわからなかったということだが」

「わからなかった？」

「当時はまだ『世界の礎石』についてわかっていることは少なかったのだ。かろうじて世界を維持するために必要なことだけが伝わっているくらいでな。『世界の礎石』に接触したエルフたちも全滅していて話を聞くことはできなかったようだ。ただ、その後、しばらくして大破局は終息した」

「エルフたちが『世界観』を書き換えたからですね」

「そうだ。エルフの存在は『世界観』に組み込まれた。だが、聖堂教会はそれを知らなかった。そのために失敗も犯した。この未み曾ぞ有うの大災害を調べていくうちに、『世界観』による世界の安定化機構が明らかになったのだ。そして、『世界観』をエルフの存在が揺るがしたことが、大破局の原因だとわかった。二度と同じことが起きないように、当時の聖堂教会は彼らを滅ぼすべく秘密裏に動いた。そうして起こったのが、帝国と同盟諸国との戦争だ。帝国はエルフを庇ひ護ごする辺境の同盟諸国と戦い……結果、再び世界の不安定化を招いた」

「そのときには、すでにエルフたちが『世界観』に組み込まれていたからですね」

「そうだ。そこでようやく全容を把は握あくした教会は、戦争を中止した」

「結果、エルフたちは今日に至るまで生き続けている、と……」

　加藤さんが目配せをしてきたので、おれは頷うなずきを返した。

　これは収穫だった。

　大切な人たちと、この世界。両方とも取る道はあるのだ。

　キーとなるのは『世界の礎石』。聖堂教会の保管する魔法道具だ。

　当然、ハリスンとしてもこちらの考えていることなどすぐにわかったのだろう。

「『世界観』を書き換えるつもりか」

　問い掛けに、おれは再びハリスンへ向き直った。

「全部取り逃さずに済む可能性があるんだ。諦あきらめるわけにはいかない」

「……そうか」

　ハリスンは先程までとは違って、責めるようなことを言わなかった。

　世界の抱える事情を明かし、状況の困難さを突き付けて、覚悟のほどを問い詰める。この会話は徹てつ頭とう徹てつ尾び、おれを諦めさせるための『攻撃』だった。

　逆に言えば、それでも揺るがないとわかった以上、攻撃を続けても意味はない。

　ただ、ハリスンは少しだけ眩まぶしそうにおれを見た。

「なにも失わないために戦うか。英雄の器ではなく、英雄になるつもりもなく、しかし、大事なもののためになら英雄にでも成り果てる。やはりお前は……」

　零こぼれた言葉に、どのような感傷が込められていたのかはわからない。

　ただ、この鋼はがねの男が垣間見せたものなのだ。表に見えないところに、大きな感情が動いているのは察することができた。

　……無論、それがなんだとしても、男の信念が揺らぐことはなかったのだが。

「ならば、お前はわたしの敵だ」

　懐ふところから拳大の宝玉を掴み出しつつ、ハリスンは言った。

　鋼の意志がそこにはあった。

「以前にどうにかなったからと言って、今回もそうだとは限らない。世界の根こん幹かんに触れる以上、致命的な不具合が起こる可能性はありうる。すべてを失う可能性が欠片かけらでもある以上、わたしはその危険を排除せねばならない」

　なにも失わない可能性があるから諦あきらめないのか。

　すべてを失う可能性があるからやめさせるのか。

　立場が違えば、優先すべき選択肢は変わってくる。

　ハリスン＝アディントンは、世界の安寧を守る者だ。なにがあっても眷けん属ぞくたちを守るとおれが決めているのと同じように、彼は世界を守ると誓っている。問題を解決する最も確実で安全な手段が『真島孝弘とその眷属の抹殺』である以上、やるべきことは決まっている。感情に流されることはない。彼は冷静だった。

「だが、いまは……これ以上は無理だな」

　敵意はなにひとつ衰えることのないまま、ハリスンが言った。

「ここは、退ひこう」

　話をしている間に、準備を整えていたのだろう。手にした拳大の宝玉『世界の礎石』をハリスンは起動させた。

「いまひとたび、ほどけよ」

「これは……」

　なにがあっても大丈夫なようにかまえていたのだが、それは攻撃ではなかった。

　この感覚には覚えがある。以前に、迷い込んだ霧きりの異界が解除されたときと同じだ。目に映るすべてのものの輪りん郭かくがほどけていく。

　足下の地面の感覚さえ曖あい昧まいになってしまえば、まともに動くことはできない。

　おれは一瞬だけ武器を意識したが、結局、加藤さんの体を抱き締めて離れないようにするにとどめた。

　曖昧になっていく世界のなか、明確な輪郭を保てているのは人間だけだ。

　対たい峙じする傷だらけの男は、最後まで敵としてこちらを見据えていて――
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　――気付けば、おれは荒野に佇んでいた。

　腕のなかには呆気に取られた顔の加藤さんの存在があった。

　振り返れば、サルビアが肩をすくめてきた。

　どうやら異界の外に弾き出されたらしい。

　囚われていた場所から解放された、と言い換えてもいいだろう。

「……脱出できたか」

　パスの感覚をたぐってみると、距離こそ離れているものの、みんな異界から脱出しているようだった。彼女たちにしてみれば、なにが起こったかわからないだろう。状況の変化に戸惑っているようだったが、すぐにこちらに気付いたらしく移動を始めた。

　先程までのように通路で隔へだたれているのでもなければ、合流は容易たやすい。そう時間をかけることなく合流はできるだろう。

　袖そでを引かれて視線を落とせば、腕のなかで加藤さんが微笑ほほえみを浮かべていた。

「わたしたちの勝ちですね、先輩」

「……だな」

　とりあえずは、勝利と言っていいだろう。

　突然の転移と執しつ拗ような襲しゆう撃げきは、すべて撥はね除のけた。自由を奪われていた幹彦は解放され、攫さらわれていた加藤さんもこうして取り戻すことができた。なにも失われたものはない。

　そのうえで、必要な情報を得ることができた。

　……あるいは『伝えられた』というべきかもしれないが。

　今回のハリスンとの会話がなくとも、おれたちは世界の真実に自力で辿り着けたかもしれない。しかし、それは中途半端なものになる可能性もあった。

　最悪なケースは、生なま半はん可かな知識で世界の仕組みに触れてしまうことだ。それこそ、なにが起こるかわからない。だからこそ、ハリスンは語ったのだろう。あれはおれたちに諦あきらめさせようとする攻撃であったとともに、正しい知識を伝えるための時間でもあったのだ。

　徹頭徹尾、あの男は世界が危機に至る可能性を低くするためだけに動いていた。

「先輩……」

　身を寄せてきている加藤さんが、心配そうに呼び掛けてくるのを、おれは軽く抱き締めた。

「大丈夫だ」

　思うところはあるにせよ、為すべきことは変わらない。

　なんにしても、おれたちはこの世界の真実を知ることができたのだ。あとは、これからどう動くかだ。

「まずは合流だな」

　リリィたちと落ち合って、全員の身の安全を確保する。

　帝都から団長さんを連れて脱出しているだろうシランとも、合流しなければならない。

　全員が集まったうえで、今後のことを相談しよう。

　世界の真実なんていかにも重いが、みんなと一緒なら、きっとなんだってできるはずだ。

「行こうか」

「はい、先輩」

　おれは加藤さんの手を引いて歩き出した。










番外編　命を懸けて取り戻したかったもの　～鐘木幹彦視点～




　危難を乗り越えて、事件は終息した。

　おれにとっては、長い戦いの終わりだ。死ぬ一歩前までいったものの、こうして生きて団長を取り戻せたのは、考えうる限り最高の結果を掴み取ったんじゃないかと思う。

　あのあと、孝弘は眷けん属ぞくたちと無事合流した。

　おれや飯野、島津さんなんかも合流することができた。

　唯一の例外は工藤で、あいつは配下とともに合流の直前に姿をくらませた。もっとも、飯野さんあたりと顔を合わせれば、ややこしいことになりかねなかったから、これは妥当な判断というべきだろう。

　合流できたことで、おれは本格的に治療を受けた。

　そうして、その途中で限界がきて意識を失った。

　目を覚ましたときには、知らない場所に寝かされていた。時間が経ってしまったらしく、暗くなりかけていた。意識を失う前には、帝都から何十キロも離れた荒野で青天井の下にいたはずだが、場所を移動したらしく、見上げた先には布製の天井があった。

「ここは……」

「真島様から提供されたテントのなかだ」

　返ってきた答えに硬直した。

　直じかに聞くのはずいぶんと久しぶりな声だった。

　どう返せばいいのか咄とつ嗟さにわからなくなってしまったのは、頭が真っ白になってしまうくらいに、これが求めた瞬間だったからだ。

　固まってしまっているうち、照明の魔石の明かりがついた。

　寝かされた自分のすぐ傍に、その人が座っているのが見えた。

「……団長？」

「おはよう、幹彦。会えてなによりだ」

　そう言って、団長はやつれた顔に以前と変わらない笑みを浮かべてみせた。
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　感動の再会だった。

　ただ、あっさりと団長は席を立つと、テントの外に出てしまった。

　拍子抜けだった。

　とはいえ、よく考えてみれば、不意打ちみたいな再会で動転した状態では、なにを言ってしまうかわからない。それは駄目だ。絶対駄目。何ヶ月もの間、聖堂騎士団で見下されるばかりの犬の生活をしていたとはいえ、惚ほれた女性の前で見み栄えを張りたいくらいのプライドは残っていた。

　ひとりで待っていると、今度は孝弘がやってきた。団長に話を聞いたらしい。リリィさんも一緒だった。

「よかった、幹彦。目を覚ましたんだな」

「見ての通りだよ。リリィさんのお陰だね。まあ、さすがに体は動かないけど」

　回復魔法も万能じゃない。あれだけ体がボロボロになっていたのだ。まともに動けるようになるには、それなりの期間、安静にしている必要があるだろう。とはいえ、もう戦う必要はないのだ。大して気にはならなかった。

「あれからどうなったんだ？」

「ああ。それを話しにきたんだ」

　孝弘は頷うなずいて、意識を失っていた間の話をしてくれた。

　あれからすぐに孝弘は、おれの持っていた遠距離通信用の魔法道具で、シランさんと連絡を取ったらしい。その時点で、同盟騎士団とともに団長を救出した彼女は、アケルから一緒に来たフィリップさんや竜淵の里の面々と合流して、すでに帝都を脱出していた。

　竜淵の里のドラゴンたちは空を飛べるため、脱出自体はそう難しくなかったようだ。その日のうちには、空路を使ったシランさんたちが合流した。

　また、転移に巻き込まれていたゴードンと少数の聖堂騎士も無事だった。彼らはシランさんが帝都に団長の救出に向かったあと、どうにか異界のモンスターを撃退しながら生き延びていたらしい。荒野に放り出されていたところを、孝弘が魔法『霧きりの仮宿』の感知能力を使って発見し、回収したということだった。

　ついでに、聖堂教会についた元探索隊の転移者も数名荒野をさまよっているのを見付けたが、接触はやめておいたそうだ。まあ、これは正しい判断だろう。触らぬ神に祟たたりなし。保護してやる必要はないし、わざわざこちらから攻撃を仕掛けて面倒事を増やす意味もない。

「……それから、竜淵の里のドラゴンたちに頼んで全員を近場の森まで移動させたんだ。教会に見付かったらことだからな」

「身を隠してから、野営をすることに決めたってわけだね。しかし、よくこんなテント持ってたよね。おれのぶんだけじゃないんでしょ」

「さすがに全員ひとりにひとつずつじゃないけどな。幹彦と、あとはほら。協力してたっていうエリナーさん。重傷だったふたりは特別だ。まあ、それでもグループごと共同して使えば全員収容できるくらいの数はあったよ。ローズが作っていたからな」

「あの子の魔法の道具袋からは、本当になんでも出てくるよね」

「他人事みたいに言ってるけど、かなりの部分はお前が吹き込んだアレコレだからな？」

「おっと藪やぶ蛇へび」

　たはは、と笑ってみせると、孝弘は肩をすくめた。

　その口元にあった笑みが、ふと引っ込んだ。

「というわけで、明日まではみんなお休みだ。幹彦も休んでくれ。……ゴードンさんが一緒なのは、幹彦にしてみれば気に入らないかもしれないが」

「ま。本音を言えば、聖堂騎士団ってだけで嫌けん悪お感かんあるよね」

「だろうな」

「とはいえ、理不尽なのはわかってるよ。ゴードンはなにも知らなかったんでしょ」

「そうだな。彼らは純粋に、誠実で善良な騎士だった。だからこそ……ハリスンは真実を教えていなかったんだろう」

「孝弘？」

　首を傾げたのは、親友の顔に鋼はがねにも似たものを感じ取ったからだ。自分の望みを貫つらぬき通す男の顔だった。

「……幹彦。いまから話すことは誰にも言うな。利用されていたお前は知るべきだと思う」

　そう言って孝弘が語ったのは、世界の真実についての話だった。

　驚くしかないような話だ。ただ、どこかで納得もしていた。

「……エドガールが言ってたんだ。どうしてハリスンが、孝弘をあんなにも執しつ拗ように殺そうとしているのか知りたいって」

「エドガールが？」

「うん。その答えがこれなら、なんか納得できたとこもあるかな。『世界を守るため』か。なーるほどね」

「幹彦？」

「実際、ハードだよなって思ってさ。世界の真実を知ったうえで、こんな脆もろい世界を守ろうとしたら、善良なだけでは足りないわけで。正義を体現した騎士でありつつ、人々の生活を心から愛していて……だけど、必要に応じて非情な決断を下せる鋼の理性が必要なんだろうね。つまりは、ハリスン＝アディントンみたいな」

　言ったところで、孝弘が目を丸めているのに気付いた。

「……意外だ。ハリスンのことを評価してるんだな」

「はは。感情と評価は別でしょ。おれはいいように使われてたからね。あいつのことは、孝弘よりもよく知ってる。実際、大したやつだと思うよ。なんつーか、教科書に載るレベル？　だからこそ、利害を度ど外がい視しして執拗に孝弘の命を狙ってたのが不思議だったわけで」

「なるほどな」

「ま。それはそれとして、顔合わせたら刺してやりたいくらいの気持ちではあるんだけど」

　感情と評価が別と言っても、当然、感情もまた評価とは別にばっちりあるのだ。

　自分の大事な人がこれまで無事に生きてこられたのも、聖堂教会勢力が必死で世界を維持し続けてきたからだ。その事実は認めるし、努力と苦悩を否定しない。彼らがこの世界に必要な存在なのだろうということも理解できるし、評価はしよう。それはそれとして、刺したいくらいに許せないというだけで。

「なんにしても、手が必要になったら言ってくれ。世界がどうのこうのなんて話、あまり誰にも話せるようなことじゃないだろうしね。……っていっても、いまはこのありさまだけど」

　肩をすくめてみせると、孝弘は肩を揺らした。

「まあ、いまは休んでいてくれ。いざというときは頼りにしてるよ」

　自然体で気遣いの言葉を口にする。だが、気遣われるべきはこいつのほうだ。

　おれの戦いは終わったけれど、この友人はまだ渦か中ちゆうにいる。他の誰も体験したことのないような、どうしようもなく難しい立場に立たされている。それでいながらこうも自然体でいるのは、きっと覚悟を決めているからだ。

　また恐ろしい困難に見舞われたときには、きっと力になろう。そう改めて思った。
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「こっちの話は終わったって、団長さんには伝えておくから」

　去り際、孝弘がそんなことを言った。

「多分、すぐ来ると思う。積もる話もあるだろう？」

　心臓が飛び跳ねた。返事をしそびれる。

　そんなこちらの反応を見て、孝弘が意外そうな顔をした。

「なんて顔してるんだ。折角、また会えたんだろう」

「……まあ、そうなんだけどさ。改めて会うってなると、ちょっち緊張してるっつーか。想いを募らせてたぶんだけ、会うのが怖くなってくるっていうの？　……くっ、孝弘にはわからない感覚か！　この両想いさんめ……っ！」

「……。まあ否定はしないけど」

「普通に返されたぜ畜生痛恨の一撃！」

「じゃあ言うなよ……」

　呆れたように笑ってから孝弘は言った。

「うまくいけばいいな」

「……ん。ありがと」

　気安い会話。馬鹿話。あれだけの死闘を繰り広げたあとに、変わらない関係でいられるというのは、本当に得がたいことだと思う。

　そうして孝弘が出て行く直前、友人同士の会話に遠慮していたのか、ここまで会話に入ってこなかったリリィさんが口を開いた。

「あ。そうだ、ガーベラから伝言があるんだった」

「ガーベラさんから？　なんて？」

「『礼はしておいたぞ』だってさ。なんのことだかわからないけど、確かに伝えたからね」





◆　◆　◆






　はて。礼とはなんだろうか。

　テントの天井を見上げながら、おれは内心で首を傾げていた。心当たりがない。

　とはいえ、仕方のないところはある。なにしろ、ここ数ヶ月は必死だった。それ以前のなにげない日常の出来事はなかなか思い出せない。いまは燃え尽きた感もあって、睡眠は取ったものの、まだ頭がちゃんと働いていない。おまけにいまは、団長のことで頭がいっぱいだ。

　まあ、あとでいいだろう。なんなら、当人に訊きいてみればいい。

　そう結論づけたところで、団長が戻ってきた。

　片手には大きめの革かわ袋ぶくろ。もう一方の手には、間に具の挟まったパンを持っている。

「腹が減っているだろう。食事をもらってきた。まだ動けないだろうから食べさせてやる」

「え？　まさか団長手ずからですか」

「他に誰がいるというんだ」

「ちょ、ちょっと待ってください！　準備をしないと！」

「なんの準備だ。体は動かないだろう。馬鹿なことを言っていると詰め込むぞ」

　別に馬鹿なことを言っているわけではなくて、本当に胸がドキドキしてしまって心の準備がしたかったのだけれど……このへんは普段の行いだろう。ぐうの音も出ない。

　ちなみに、口ではあれこれと言いながらも団長は丁寧に食べさせてくれたし、おれの心臓はドキドキしっぱなしだった。

　食べ終わると、水も飲ませてもらった。もう死んでも悔くいはないんじゃないのこれ。

　なんて。もちろん、そういうわけにはいかないのだけれど。

　まだやらなければいけないことがあることは、きちんと覚えていた。

「さて」

　枕元に座った団長は居住まいを正した。こちらを見下ろしてくる。

「わたしの言ったことを覚えているか」

「はい」

　――あとで話がある。長い話だ。だから……幹彦。必ず生きて合流することだ。いいな。約束だぞ。

　勝手なことをした自覚はあった。

　団長の身を守るために命を懸けたといえば聞こえがいいが、それを彼女自身が望んでいたかどうかは別の話だ。怒られても仕方ない。それでもいいと思えないのなら、そもそも、身を擲なげうって戦うべきではないのだ。

　おれが大人しくお説教を待っていると、枕元に座る団長は口を開いた。

「その、だな」

「はい」

「えーっと、だな」

「はい」

　……おや？

　どうしたのだろうか。なかなかお叱しかりの言葉がこない。

　いつでも果断な彼女らしくもない。目が泳いでいた。

　結局、迷いに迷ったあとで彼女はこう尋ねてきた。

「そうだ、お前はなにか言いたいことはないのか」

「おれですか？」

「こうして、わたしを取り戻してみせたのだ。なにかあるだろう」

　予想していなかった展開だった。とはいえ、団長がそう言うなら従う以外に道はない。

　少し考えてから、素直に答えた。

「ないですね」

「な、ないのか」

　少しだけうろたえたふうに、団長は瞳ひとみを揺らした。

「しかし、そうは言っても、お前はわたしのことが、その……」

「好きですよ。惚ほれてます。身を擲なげうっても後悔なんてないくらいに」

「お、おお。そうか」

「だけど、助けたからって見返りがほしいわけじゃないですから」

　団長は眉を顰ひそめた。

「つまり……恋仲になりたい気持ちはない、と？」

「いえ！　めっちゃあります！　あるんですけどね！　でも、それとこれとは別腹？　もしくは、解釈違いって言いますか。おれは別に、幸せな家庭の片隅に置いてある観葉植物でもいいっていうかですね」

「なんだそれは。わたしにもわかるように話せ」

「だから……おれは団長が幸せでいてくれれば、それでいいんですよ」

　青臭いことを言っている。

　恥ずかしい。けれど、本音だった。

「団長にとっちゃ、おれなんてガキですよね。男じゃない。恋愛対象じゃない。それは、ずっと前からわかってます」

　悔しいけれど、おれはまだまだだ。実際、団長のことだって守れなかった。物語に出てくるような、ヒロインを守る騎士にはなれなかったのだ。

「恩に付け込むようにして、そういう関係になるつもりはありません。あなたが幸せでないと、意味なんてないんですから」

「……そういうことか。よくわかった」

　団長は溜め息を吐き、がりがりと頭を掻かいた。

「馬鹿なやつだな。わたしはこれでも王族だぞ。恋愛感情などなくても婚こん姻いんをするのは普通のことだ。婚姻を迫られれば拒絶できないほどの恩があるというのに、まったく」

「たはは。馬鹿ですいません」

　惜おしいことをしただろうか。

　なんて。思ってもないようなことを考えるべきじゃないか。

　そんな馬鹿なことを考えて……

「だがな、幹彦。お前は勘違いをしているぞ」

　団長が言った。

「人は成長しうるものだ。ときには、自分では気付かない間にな。だったら、そんな自分がどう思われているかも変わりうるとは思わないか」

「え？」

　よくわからない。

　首を傾げたおれに、向けられた瞳は優しかった。

「お前は男だと、わたしは思うよ」

「……」

「さて。これで話は終わりだな。長い話になってしまった」

「ちょっ、待っ!?」

　待って待って待ってほしい。

「いまの！　いまのところ、もう１回！」

「話は終わりだと言っただろう」

　すげなく断られてしまった。

　けれど、照明の魔石に照らされた団長の顔は赤い。
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　え？　マジで？

　これは、ひょっとして、期待してもいいんだろうか？

　なんだか、そわそわしてしまう。団長も恥ずかしげにしていて、空気がこそばゆい。

　ああああ。さっきの件について突っ込みたい。超突っ込みたい！

　だけど、団長は怒るだろう。それ以上に、困らせてしまうに違いない。それは駄目だ。絶対に、駄目。ただ、このまま黙っているのも気まずい。

　話題を探して、ふと目に付いたものがあった。

「そういえば、団長」

「なんだ」

「さっきから気になってたんですけど、それなんですか」

　話題にしたのは、団長が持ってきていた革袋だった。

　さっきから少し気になっていたのだ。

「ああ。これか」

　団長も、ほっとした顔を見せた。

　これで正解だったらしい。おれもむず痒がゆい緊張から解放されて、胸を撫なで下ろした。




　……実際は正解どころか、とんでもない失敗だったのだけれど。




「これは、ガーベラ殿から渡されたのだ」

　革袋を持ち上げて、団長は言った。

「なんといっていたかな。確か……『幹彦殿に相談に乗ってもらった礼に、相談をもとにして作ったものだ。ふたりで開けて楽しんでくれ。幹彦殿が喜ぶ』と」

「……はい？」

　おれへの礼？　なんだろうか、それは。

　いや。そういえば、さっきもリリィさんが似たようなことを言っていたっけ。『礼はしておいたぞ』とガーベラさんから伝言されたと。なるほど、これのことだったらしい。なんのお礼かと思っていたけれど『相談に乗ってもらったお礼』だったわけだ。

　しかし、ガーベラさんからの相談……？

「……あ」

　思い出した。

　相談だ。確かに、受けていた。

　チリア砦とりでからセラッタに向かう旅の途中のことだ。

　ローズさんのために服を作るから、その意い匠しようをどうすればいいのかと相談されたのだ。頑張ってルーズリーフに案を書いて渡した記憶がある。これでも、絵はそこそこ描けるのだ。といっても、素人に毛が生えたレベルだけれど。

　しかし、お礼なんていいのに。

　純じゆん粋すい無む垢くに感謝されてしまうと、かえって少しうしろめたい。

　なにせおれが描いたのは、ふりふりフリルにレースがたっぷり。ちょっとエッチなメイド服だ。男はみんなこれが好きなんだ、孝弘は喜ぶはずだと力説した。まあ、悪戯いたずら心だ。いや、実際、喜ぶとは思うんだけど。孝弘も男だし。でも堅かた物ぶつだから、どうかなあ。

　それで……ええと、なんだっけ？

　――幹彦殿に相談に乗ってもらった礼に、相談をもとにして作ったものだ。ふたりで開けて楽しんでくれ。幹彦殿が喜ぶ。

「……」

　蒼あお褪ざめた。

　言い分からして間違いなく、ガーベラさんに悪意はない。

　彼女は純粋に『男はみんな喜ぶ』なら『おれも喜ぶだろう』と素直に考えて、『教えてもらったこと』を活かして作った代物を、おれの意中の女性に渡してくれたのだろう。そこには感謝の気持ちしかなく、デザインをそのまま形にした以上、これは自業自得以外の何物でもない。

「幹、彦……お前、これは……」

　ふりふりフリルにレースがたっぷり。

　ちょっとエッチなメイド服を手に、団長が震えた。おれも震えた。




「幹彦ォオオオオオオ！」

「ごめんなさいぃぃい！」




　怒号と悲鳴が野営地に響き渡る。

　こうして、命を懸けてでも取り戻したかった、いつもの日常が帰ってきたのだった。










番外編　夢のようなひとときを　～加藤真菜視点～




　異界での死闘を生き延びて、わたしたちはみんな無事に合流することができていた。

　明かされた、この世界の真実。世界を脅おびやかしてしまう真島先輩の立場に、世界を守ることを至上命題とする聖堂教会との関係。これからどうすべきか考えると、頭が痛くなってしまいそうになる。

　とはいえ、これは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでどうにかなるようなことではない。死闘を繰り広げて疲れ切った頭と体で妙案が浮かぶはずもないし、いまは休むことが重要だ。

　そういうわけで、休息のひと時。

　わたしはローズさんのお人形さんになっていた。

「……ええっと？」

　座り込んだローズさんの膝の上で、お人形さんみたいに抱っこされている。

　おなかに回された腕は、しっかりと体を抱え込んで離さない。

「ローズさん？」

「なんでしょうか、真菜」

「動けないんですけど」

　真島先輩が鐘木先輩と話をしに行ってしまうやいなや、捕まってしまったのだった。

　わたしは女としても小柄なほうだし、ローズさんは中背の男性くらい背が高いので、体格的な無理はないのだけれど、やはり少し気恥ずかしい。具体的に言うと、一緒のテントにいるガーベラさんとかシランさんの目が痛い。奇異なものを見るのではなく、優しい目なのがいたたまれない。ロビビアちゃんとケイちゃんのふたりがもう眠っていて良かった。

「真菜は今回、ずいぶんと無理をしたと聞きましたので」

　そう言ったローズさんの声は少し硬い。珍しく、ちょっとかたくなな感があった。

　それで、なんとなく察した。

「心配を掛けちゃいましたか？」

「……」

　無言で、前に回した腕に力を込めてくる。わたしはその手に、自分の手を重ねた。

「ごめんなさい」

　そういえば、以前にローズさんが無茶をしたときには、自分のほうが取り乱した。泣き喚わめかないだけローズさんは抑制がきいているし、わたしになにか言う権利はない。

　ここは、大人しく抱かれているしかないようだ。そう決めて、体から力を抜く。普段、抱き付くのはわたしのほうなので、なんだか新鮮な気持ちだった。

　ひと段落ついたと判断したのだろう、シランさんたちが口を開いた。

「なんにしても、みんなが無事でよかったですね」

「そうだの」

「ガーベラ殿は大丈夫ですか。少し体調が悪そうですが」

「む？　そうかの。自覚はなかったが。だが、確かに疲れたところはあるかもしれんな」

「今日はしっかりと休むべきですね。アンデッドの身は休む必要がありませんから、見張りのほうは任せてください」

　シランさんが言うと、ローズさんも口を開いた。

「わたしも夜の見張りをしましょう。真菜もしっかり休んでください」

　そう言ってから、ふと首を傾げる。

「ああ。今日はご主人様と同じテントにしてもらいましょうね」

「……」

　じわじわと頬ほおが熱くなった。

　すでに、みんなには事情は伝えてある。けれど、こんなふうに改めて言われると、ものすごく意識してしまった。

「これから忙しくなります。折角、想いが実ったのです。今日くらいは、ふたりきりの時間を作るべきでしょう」

「あ……あぅあぅ」

　思いっきり動揺していると、腕のなかに閉じ込められて動けないわたしに、ローズさんは笑顔で言った。

「本当におめでとうございます、真菜。おふたりの赤ちゃんが楽しみですね」

「はぅあ!?」
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　とんでもないことを言われてしまって、顔が焼けた鉄みたいになった。

　話が早い。早過ぎる。こういうところ、他の眷けん属ぞくと同じでローズさんも人間と感覚が違う。そういうことはもっと順を追うべきだ。しかし、そう抗議しようにも、言葉がぐるぐると頭を巡めぐるばかりで、普段はそれなりによく回る舌はもつれてうまく話せない。

　ローズさんが嬉しそうに言った。

「真菜であれば、ご主人様のお子を身に宿せますから」

「……ローズさん？」

「それは、人形のわたしにはできない尊とうといことです」

　はっと、熱を帯びていた意識が落ち着いた。

　胸を突かれた気持ちがした。

　親友の彼女が、そんなことを考えていたとは知らなかった。もっとも、愛する人がいて、愛されていて、そうしたことを考えないほうが、むしろ不自然だろう。わたし自身はその前段階でずっと足踏みをしていたから、いまはローズさんのほうが先にいる。

　わたしのことから、こんな話になるとは思わなかった。なにを言えばいいのかわからないでいると、シランさんが口を開いた。

「いえ。ローズ殿。そうとも限らないかもしれません」

「シランさん？」

　わたしに目配せをしてみせてから、彼女は続きを口にした。

「ローズ殿たちマジカル・パペットの種しゆとしての殖ふえ方は『新しい人形を作製する』というかたちでしたね。モンスターは、自身の魔力を分割して子に与えます。その点でいえば、マジカル・パペットも他の種族とそう変わりありません」

「はい。そうなりますね。ただ、他の種族とは違って、作った直後の子供は親と同質の存在になりますが」

「はい。魔力が同じであれば、そうなりますね。ですが、混ざっていればどうでしょうか。話は変わってくるのではありませんか」

「……申し訳ありません。よくわからないのですが」

「ですから、孝弘殿から魔力を頂戴するのです。作った子供にふたりの魔力を注げば、それはふたりの子供以外の何者でもないのではありませんか？」

　わたしの背中で、ローズさんがぴくりと体を硬直させた。そんなこと思いつきもしなかったから、びっくりしたのだろう。わたしも気付かなかった。シランさんがその発想にすぐに至ったことを意外に思っていると、彼女は少し恥ずかしげにはにかんだ。

「わたしの場合は、孝弘殿の……その、体液から魔力を得ていますが、マジカル・パペットの場合は大気の魔力を得ているのでしたね。つまりは、ローズ殿の体は触れた大気からでも魔力を取り入れることができるのでしょう。希薄な大気の魔力を取り入れられるのですから、生体に触れるほうが得られる魔力は多いはずです」

　どうやら自分の体験からの発想だったようだ。そういえば、シランさん自身はどうなのだろうか。普通に考えれば子供はできないだろうが、すでに彼女は普通のアンデッドとはまったく違う存在になっているように見える。とすると、ひょっとして、可能性はあるのだろうか。

「無論、子供を作るとなれば、ある程度の時間をかけて魔力を取り入れる必要があるでしょうし、そもそも、濃密な接触が必要にもなるでしょう。とはいえ、恋人同士であれば、その、そうした機会はあるので問題はないはずです」

「なるほど……なるほど、確かに。それなら、ご主人様の魔力をいただくことは可能です」

　ローズさんはいたく感心した様子で、コクコクと頷うなずいた。

「というよりも、これまでも気付かないうちにそれなりの量いただいていますね。これはわたしにとって、食事というよりは呼吸に近い機能ですから。無意識のうちに機能します。意識すれば、もっと……」

　抱え込んだわたしの肩越しに、確かめるように手を握ったり閉じたりする。

「……わたしが、ご主人様のお子を？」

　ローズさんは体を震わせると、腕のなかにいるわたしをぎゅっと抱き締めてきた。

　抑えきれない嬉しさの表れだとわかった。わたしも嬉しい。

「良かったですね、ローズさん」

「はい」

　頷いたところで、ふとローズさんが腕のなかのわたしをまじまじと見た。

「……でも、考えてもみれば、真菜の魔力もちょっと混ざっていますね。ご主人様ほどではありませんが。恋人同士の行為ほど濃密ではないにせよ、触れる機会自体は多いですし」

「え？」

「となると、３人の子供になるのでしょうか。ああ。これは、楽しみが増えました」

「えええええ？」

　ローズさんは無邪気に嬉しそう。普通ありえない事態に、わたしはどう受けとめたらいいのかわからない。そうこうするうちに、真島先輩が帰ってきて目を丸めた。

「あ。ですが、真菜はまず自分の子供から――」

「待って、ローズさん！　もう先輩が帰ってきてますから！」





◆　◆　◆






　それからすぐに、もう今日は休もうということになった。

　就寝のために、わたしは他のテントに移動した。ローズさんの提案の通り、先輩と一緒のテントだ。

　どうしよう、ものすごい緊張する。

　先輩が座った横に、わたしも腰を降ろした。正座で手は膝の上。自然と体は小さくなる。

　テントはあまり大きなものではない。ただ、ふたりで眠るには十分なスペースはあった。

　そう、ふたりで。

　ぷしゅーっと音がしそうな勢いで顔が熱くなった。頭のなかでは、ローズさんから言われた言葉がぐるぐる回っている。ふたりの子供。作るためには、必要な行為があって。

　いや。いや。ありえない。

　けれど、求められたら。いやいやいや。

「加藤さん」

「ひゃいっ」

　呼び掛けられて、変な声が出てしまった。恥ずかしい。穴があったら入りたい。

「体のほうは大丈夫そうか」

　苦笑しながら続けられた言葉に、わたしは少し冷静さを取り戻した。

「そちらは、はい。お陰様で」

　転移者としてのわたしの力、『醜みにくい怪物』は抑えられている。

　状態としては『人の姿に戻っている』というよりは『人の姿になっている』というほうが近い。先輩と心を繋ぐことで、人の型に嵌はめているのだ。逆にいえば、先輩がいなければ暴走してしまうリスクは残っている。

「もっとちゃんと治してやれればいいんだが……」

「そんな。先輩が気に病むことじゃありません」

　苦しそうに言う先輩に、咄とつ嗟さに腕のあたりの服を掴んだ。

「これはわたしの問題ですから」

「加藤さん……」

「それに、これは先輩との繋がりのひとつでもありますからね」

　悪戯いたずらっぽく笑ってみせた。

「不謹慎な話ですけど、ちょっとだけ嬉しかったりもするんです」

「敵わないな」

　先輩は苦笑した。冗談だと思ったのだろう。半分くらいは本気なのだけれど。

　笑みの余よ韻いんを残した優しい顔で、先輩はわたしのことを見詰めてきた。

「わかったよ。この件については、いたずらに気にするのはやめる。だけど、こっちからもひとつだけいいか」

「なんですか」

「加藤さんは、自分の問題だって言ったけど、それは違う。これはふたりの問題だ」

「……はい」

　堪たまらなくなって、頭を肩に押し付けた。




　優しい体温。かつては諦めていて、いつしか求めるようになったもの。

　あの山小屋から今日までの日々を思う。

　たくさんの助けと優しさがあって、初めてこの手に掴むことができた。

　わたしはいま幸せだ。

　これが夢なら醒さめないでほしい。現実であるのなら、どうかそれを感じさせて。

　そう思いながら彼を見上げると、伸びてきた手が頬ほおに触れた。逆らわずに顎あごを少し上げて、夢見心地で目を閉じる。

　唇に触れる甘い感触が、これが夢ではないことを教えてくれた。










18　再びの帝都




　合流したみんなと必要な情報を共有したところで――無論、アケルの人々などには世界の真実について話せないこともあったが――その日は休むことになった。おれも含めて死地を切り抜けた仲間たちは疲れを癒いやした。

　これは一緒に異界を抜け出した面々も同じだった。

　幹彦と団長さんは、なにやらふたりで話をしていたようだ。積もる話もあるだろうと、そっとしておいた。ただ、途中でなにやら謝罪の叫びが聞こえてきたのだけは、なんだったのか気になったものだが……まあ、ふたりにはふたりの関係があるのだろうし、気の置けない仲の証なのかもしれない。気にするだけ野や暮ぼというものだろう。

　対して、口数が少なく気になったのが飯野だった。

　表情は常に強こわ張ばっていて、目元には思い詰めたふうがあった。異界での戦闘のせいで、彼女は最大の武器である脚に大怪我けがをしていたが、それ自体は理由ではないだろう。異界で彼女が経験した出来事については、すでに話を聞いていた。

　探索隊を離れた『竜人』神じん宮ぐう司じ智とも也やが、元の世界に戻れるという甘かん言げんを信じて敵に回っていたこと。

　帝都に保護されていた『失敗した転移者』河こう津づ朝あさ日ひと思われる人物が確認されたこと。

　どちらも元は探索隊の仲間だ。彼女にとってショックな出来事だったに違いない。余裕のない姿は、おれも少し心配になるくらいだった。

　ともあれ、一晩も休めば島津さんの体調がある程度は回復して『妖精の輪』を使えるようになるということで、おれたちは必要な休息を取った。

　翌日のことだった。

「帝都に戻りたいと思います」

　申し出てきたのは、ゴードンさんだった。

　ゴードンさんとその部下は、今回の事件ではシランと一緒に戦ってくれた。しかし、ハリスンの部下という意味では敵にもなりうる。そのため、いまは武装を解除して、半ば捕ほ虜りよのようなかたちで扱っていた。

　正確にいえば、そうした扱いをゴードンさん自身が望んだのだ。相変わらず実直な人だった。

　情報の重要性と機密性も鑑かんがみて、おれは騎士たちのなかでも責任者であるゴードンさんにだけは、ハリスンから知らされた話を伝えてあった。知らないで納得できる状況ではなかったし、彼自身が強く望んだことでもあった。

　とはいえ、伝えたのが正しいことだったのかはわからない。

「ハリスン様が、そのようなことを……」

　おれが伝えたとき、ゴードンさんはだいぶ堪こたえた様子だった。

「ですが、納得いたしました。それは、わたしには話せないでしょうな。いえ、話したところで意味がないと言うべきか。わたしには罪なき者を斬ることはできそうにない……」

　きっとゴードンさんは、ただモンスターという危機から人類を守るのであれば、誰よりも勇気と責任感を発揮して戦ってみせるのだろう。しかし、事態はそれだけでは済まない。

「世界を守ることが聖堂騎士の本分だというのなら、わたしは義務を果たせない……」

　彼には人は殺せない。敵に回ることはない。

　もちろん、こちらとしても、そんな人物だとわかっていたから話をしたわけだが。真実を知ったうえで、口が堅く信頼が置ける人間は、多ければ多いほうがいい。ただ、知るべきではないことを知った彼のことを、ハリスンがどう扱うかということだけは懸け念ねんしていた。

「どうしても戻るんですか」

「戻らねばなりません」

　おれはもともと、ゴードンさんには、このまま一緒に来てくれないか頼むつもりだった。しかし、彼の意志は強かった。

「わかりました。島津さんに頼んでみます」

「ありがとうございます」

　結局、本人の強い希望により、彼は部下と一緒に『妖精の輪』で帝都に送られることになった。島津さんの護衛も兼ねて飯野も同行し、おれもリリィたち数名を連れていくことにした。

　もちろん、帝都とは言っても、送る場所は聖堂教会の本拠地の大聖堂ではない。距離はちゃんと取って、万が一のことがないようにする。これだけの戦力がひとところに集まっていれば、まず危険はない。それに、すぐに島津さんの力で戻ってくるつもりだった。

　あとは、可能であれば、探索隊リーダーの中なか嶋じまさんと接触して、聖堂教会から妙なことを吹き込まれないように話をしておきたいところだが、これは状況次第だろう。

　ちなみに、まだ話し合いが不十分なのできちんと決めたわけではなかったが、探索隊と接触できなかった場合、おれたちは早々にアケルに帰還することで、およそ話は纏まとまっていた。

　これは単に、聖堂教会の本拠地である帝都から距離を取るためだけではない。次に繋げるための一手だった。

　この世界の真実について知ったおれの目的のひとつとして『世界の礎石』への接触がある。

　認識によって成るこの世界の『世界観』を変更させて、自分たちを許容しても問題ないようにするためには、世界の維持と管理を担になう『世界の礎石』の入手が必須の条件だ。

　ただし、『世界の礎石』は聖堂教会が管理する魔法道具であり、そう簡単には接触することができない。この世界を守ることを最優先するハリスンが敵対関係を明言している以上、借り受けるようなことは不可能だ。

　強引に接触しようとするなら、聖堂教会に押し入る以外にない。そのときは、今度こそ聖堂騎士団全軍が敵に回るだろう。下手をすれば、探索隊まで敵に回る可能性もある。そんなことは、さすがにできない。

　なら手詰まりかといえば、そうでもなかった。

　ひとつだけ、心当たりがあったからだ。

　聖堂教会に集められていた『世界の礎石』だが、例外がある。

　というより、おれはそちらを先に知ったのだ。

　竜淵の里の存在である。

　長い間、竜淵の里を守ってきた『霧きりの結界』は、『霧の仮宿』サルビアから譲じよう渡とされた『世界の礎石』によって維持されてきた。残念ながら、竜淵の里は転移者に滅ほろぼされてしまい、あとで一度戻ったエラさんからは、里に安置されていた『世界の礎石』は行方不明になったと報告を受けているが、他にもまだ心当たりがないわけではない。

　里が所持していた『世界の礎石』はふたつあった。おれはそれを見たことがある。

　里の『探し人』であったサディアスだ。

　おれを里に導いたあの青年は、異界を展開可能な場所を探すという役目から『世界の礎石』を所有していた。いまもアケル周辺を旅しているはずの彼に接触できれば『世界の礎石』に触れることはできるだろう。必要な『世界観』の書き換えについても研究できるはずだった。

　また、『妖精の輪』と『韋い駄だ天てん』のふたりがこちらに付いている以上、おれたちはすぐにアケルに戻ることができるが、聖堂教会側はそうはいかない。通常であれば移動に４ヶ月かかる距離が時間を稼いでくれる。ハリスン子飼いの部下が壊滅した以上、立て直しにも時間がかかるだろうし、研究の時間は十分に取れるはずだった。

　そして、肝心のサディアスとの接触についてだが、彼には、別れたときに連絡を取る手段を教えてもらってあった。

　連絡が届くまで時間がかかるし、実際に一度、竜淵の里が壊滅した際にその報しらせを伝えたときには、帝都に向かうまでの１ヶ月と少しの間で、連絡は返ってこなかった。とはいえ、あれから時間も経ったし、さすがに伝わっている頃合いだ。アケルの王宮には、半数以上の竜淵の里の住人たちを残してあるから、今頃はそちらに接触しているはずだった。

　うまくすれば、アケルに帰ったそのときには『世界の礎石』を手にすることができるかもしれない。そんなふうに算段を立てていた。





◆　◆　◆






「準備はいい？　それじゃあ、行くよ」

　転移はつつがなく成功した。

　場所は、帝都で島津さんが寝起きしている部屋、王城の一室だった。

　帝都に逗とう留りゆうを始めてからそれなりに経つので、私物が多い。綺き麗れいに整せい頓とんされていて、女の子の部屋という感じだった。

　ともあれ、帝都には到着した。

　敏びん感かんな者であれば、いまの『妖精の輪』の転移の魔力の気配は感じ取れただろう。探索隊のメンバーの何人かは気付いてやってくることを予想していた。

　こちらには探索隊幹部の島津さんと飯野がいる。彼女たちに話をしてもらって、やってきたメンバーに中嶋さんを呼んでもらう。無理ならすぐに撤てつ収しゆうする。

　そうして、今後の手筈を頭に過らせていたところで、リリィが声をあげた。

「え？」

　愕がく然ぜんとした声だった。

「あ、あれって……？」

　彼女は窓の外を見詰めていた。

　自然と、その場の全員が視線を追った。探索隊の一員である島津さんには良い部屋が割り当てられていたらしく、広く取られた窓の外には、美しい帝都の街並みが見下ろせた。

　その向こうに、王城よりも立派な建物が聳そびえ立っていた。

　荘そう厳ごんたる白亜の建造物。聖堂教会の大聖堂だ。

　中央には広大なドーム状の本堂があり、連結した六つの巨大な尖せん塔とうが天高く聳えている。

　そのはずだったのだ。しかし、目に映った光景は違っていた。

「尖塔がなくなってる……？」

　異常事態には、すぐに気付いた。

　６本あるはずの尖塔が、４本になっていた。

　なくなったうちの１本は真ん中でへし折れて、無残な断面を晒さらしていた。もう１本は、ここからでは塔自体が確認できなかった。完全に崩落してしまったのかもしれない。

　それだけではない。よく見れば、他の４本の塔にも破損が見られた。精せい緻ちな彫刻は損なわれ、白亜の壁面はところどころが崩れている。

　おれたちが帝都を離れていたのは、たった１日のことだ。

　しかし、そんな短い時間のうちに、この世界で最大の権威と戦力を備え、人の世の安寧を司る聖堂教会の象徴は、無残な姿を晒していたのだった。

「いったい、なにが……」

　誰かのつぶやきが不吉に鼓こ膜まくを震わせた。




　事件はまだ終わっていない。

　世界崩ほう壊かいの危機が迫ろうとしていた。







日暮眠都（ひぐれ みんと）

大阪府出身。小学校時代に遊んだ某大作ＲＰＧの６作目では、仲間になったスライムに全ソースを突っ込む。そして現在、ヒロインがスライムの小説を執筆中。（二〇一九年十二月現在）
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